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行橋市消防庁舎車庫改修工事 図 面 リ ス ト

行 橋 市 消 防 庁 舎 車 庫 改 修 工 事

図面番号 図　面　名　称 図面番号 図　面　名　称 図面番号

建築工事特記仕様書（１）

建築工事特記仕様書（２）

建築工事特記仕様書（３）

建築工事特記仕様書（４）

Ａ－０１

Ａ－０２

Ａ－０３

Ａ－０４

Ａ－０５

Ａ－０６

Ａ－０７

Ａ－０８

Ａ－０９

Ａ－１０

Ａ－１１

Ａ－１２

Ａ－１３

Ａ－１４

Ａ－１５

Ａ－１６

Ｓ－０１

Ｓ－０２

Ｓ－０３

Ｓ－０４

Ｓ－０５

Ｓ－０６

Ｓ－０７

Ｓ－０８

構造特記仕様書（１）

構造特記仕様書（２）

構造特記仕様書（３）

構造特記仕様書（４）

構造特記仕様書（５）

構造特記仕様書（６）

構造特記仕様書（７）

構　造　図

図面番号図　面　名　称 図　面　名　称

案内図・配置図

求　積　図

仕上げ表

1階　改修前　平面図

2階　改修前　平面図

1階　改修後　平面図

改修前・改修後　立面図

改修前　矩形図

改修後　矩形図

改修後　平面詳細図・建具表

展　開　図

改修前・改修後　天井伏図　屋根伏図

Ｍ－０１

Ｍ－０２

Ｍ－０３

Ｍ－０４

機械設備工事特記仕様書（１） 電気設備工事特記仕様書Ｅ－０１

Ｅ－０２

Ｅ－０３

Ｅ－０４

Ｅ－０５

Ｅ－０６

Ｅ－０７

図　面　リ　ス　ト

案内図・配置図

改修後　1階　平面図

改修後　矩形図

案内図・配置図

凡例・盤結線図・照明器具参考姿図

改修後　電灯・コンセント設備1階平面図

改修後　弱電　1階平面図

改修前　電灯・コンセント設備1階平面図

改修前　弱電　1階平面図



  　垂直防護施設　　・メッシュシート防炎(ⅠorⅡ)類　　・防炎シート(ⅠorⅡ)類

Ａ－０１

　　書（建築工事編）（平成３１年版）」及び「建築工事監理指針（平成２８年度版）」による。

・SD390・SD345・SD295A

径

種　　類

先端部形状継手及び継手形状断面寸法長さ(m)規格、材質など杭の種類

備　　　考原版の大きさ部数規　格区　分 分　類

建　築　工　事　特　記　仕　様　書

※閉そく平たん形 ※なし

・（　　　　　　）
・閉そく形
・開放形
※閉そく平たん形

・開放形       
・閉そく形      
・（　　　　　　）　・（　　　　 ）

・あり
　※溶接式

　・（　　　　 ）
　※溶接式
・あり
※なし

Ｎｏ．１　　　令和元年度版（R01.5～）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成３１年版）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成３１年版）

建設大臣官房官庁営繕部監修（平成２２年版）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成３１年版）

(表6.8.1 )(6.8.2 )

(5.4.10)

(4.5.5 )

(4.5.4 )

(1.3.10)

(1.3.11)

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成２２年版）

　  図面及び特記仕様に記載されていない事項はすべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様

・15　・18

他 基礎

　　鋼管杭
・ 回転圧入小口径

　に基づく杭
　JIS規格品又は建築基準法

※なし・径114.3・3ｍ

・ 包蔵地外

600

32.0m/秒

図示

 7 ．発生材の処理

 5 ．電気保安技術者

 6 ．施工中の安全確保

2.1～2.5  t/m3

(6.2.5 )(表6.2.4 )

  (6.2.3 )

(表6.3.2 )

  (6.3.2 )

(6.5.2 )

(6.2.1 )

(6.2.2 )
（５）標準仕様書

（１）質問回答書　　（（２）から（５）に対するもの）

　ただし、設計図書間に相違がある場合、設計図書の優先順位は、次の（１）から（５）

　を総務部施設課契約係に提出しなければならない。

　施設課契約係の確認を受けた後に、（財）日本建設情報総合センターに提出しなければ

　工事実績情報サービス（ＣＯＲＩＮＳ）に基づき、「建設情報実績」を作成し、総務部

・家具図

・屋根及び樋

・建具
・平面図
・構造躯体

・一式

・設計図一式

　※ＣＡＤデータはＪＷＷ、ＤＸＦ及びＰＤＦとすること。

※ＣＡＤデータ（ＣＤ－ＲもしくはＤＶＤ－Ｒ）

※ＣＡＤデータ（ＣＤ－ＲもしくはＤＶＤ－Ｒ）

※二つ折り青焼き製本（Ａ３）

施工図

総合図

※１部

※１部
・（　　）部

・（　　）部

（トレーシングペーパー図面ファイル共）

※原図一式（Ａ１又はＡ２）

建築工事特記仕様書(1)
備考 承認覧 工事名称

図面番号尺度

図面名称

日付

よる。
監督員の承諾する専門業者

（データ提出）

外観・内部、監督員の指示に

（データ提出）

（データ提出）

２

・建築構造設計基準

　六価クロム溶出試験対象工種名及び検体数：                                     

  試験結果（計量証明書）を提出するものとする。
　下記に示す工種について、六価クロム溶出試験（及びタンクリーチング試験）を実施し、

※自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

※駆動装置が電動による建具類の２次配線及び操作スイッチ

※図示した壁、天井の仕上げ材、下地材の切込み及び下地材の補強

※図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

　　　　提出部数　※ 2 部　　・（　　）部

  ※現場説明書による　・構内指示の場所に堆積　・構内指示の場所に敷き均し

  3 ．山留めの撤去

  2 ．建設発生土の処理

備 　考径接合方法 部　 位

  　水平防護施設　　・防護棚（朝顔）　　・ダブルネット　　　　・（　　　　　　　）

」によること。Ｈ２１年度福岡県環境物品等調達方針　指定品目、判断基準は「

・特定埋込み杭工法　（                　　　　　工法）

　材質　※JIS G 3112　　・建築基準法第37条の規定に基づき認定を受けたもの

※プレボーリング併用打撃工法

　　　・鉛直載荷　　　・水平載荷　　・(            ) 

　・杭の載荷試験

 　材料　　※再生クラッシャラン　・切込み砂利　・切込み砕石

 　厚さ　　※５０　　　　・（　　　　）

 　厚さ　　※６０　　　　・（　　　　）

・アースドリル工法　　・リバース工法　　・オールケーシング工法

・セメントミルク工法

アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　　※ 1.5m　　・（　　　m）

※建築基準法に基づく埋込杭工法とし、杭材料は指定又は認定条件に適合するもの

長期設計支持力　（　  　  　　 kN／本）

杭打機　　※油圧パイルハンマー　　・（　　　　　　　　　　）

・打撃工法

杭打機　　※油圧パイルハンマー　　・（　　　　　　　　　　）

プレボーリングの掘削深さ（ｍ）及び径　　深さ（　　m）　径（　　）

・打込み工法

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のものとする。

説明書によること。

建築都市部利用の手引き」によることとし、使用製品名及び使用部位については、現場

福岡県認定リサイクル製品の使用については、「福岡県認定リサイクル製品（建設資材）

「建築材料・設備機器等性能評価事業建築材料等評価名簿（最新版）」による。

なお、「評価名簿による」と特記されたものについては、国土交通省大臣官房営繕部監修

ただし、同等のものとする場合は、監督員の承諾を得る。

　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・鋼管　　　・つば付き鋼管　　・(　　　　　)
・硬質ポリ塩化ビニル管 ※溶融亜鉛メッキ鋼板

　補強形式　　※Ｈ形　　・ＭＨ形　　・Ｍ形　　　・（　　　　　　）

合計　　　検体

合計　　　検体

路床安定処理工法　：    　検体

表層安定処理工法　：　　　検体

地盤改良工　固結工法　　　　　：  　　検体

路床安定処理工法　：  配合設計段階　　　検体、施工後段階　　　検体

表層安定処理工法　：  配合設計段階　　　検体、施工後段階　　　検体

地盤改良工　固結工法　　　　　：  配合設計段階　　　検体、施工後段階　　　検体

・ハンガー（W =  　m ）

(アスファルト塊）(コンクリート塊）

         　　 　　・シート張り 　　　　　　 ・ロープ張り

　　　設置方法　　・成形鋼板（H =　　m ）　 ・亜鉛引鉄板（H =　　m ）

(表3.2.1 )(3.2.3 )

※ＣＡＤデータ（ＣＤ－ＲもしくはＤＶＤ－Ｒ）
※二つ折り青焼き製本（Ａ３） ※１部

・（　　）部・（　　　　　）

工作図

※ＣＡＤデータ（ＣＤ－ＲもしくはＤＶＤ－Ｒ）

提出形式

  総合図は施工図作成に先立ち、建築・設備・その他別途発注工事業者の情報などをすべ

　総合図の調整は、建築工事の請負者が行い、設備工事・その他の請負者がそれに協力する。

　て盛り込んだ図面とし、それらの接点の細部調整を行う。

　各工事の着工に先立ち、各施工図の基準となる総合図を作成し、監督員の承諾を受ける。

　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・施工範囲は下記による

　※施工区分表による

 　工事中、取合部その他本工事範囲外の部分に汚損が生じた場合は原形に復する。

 　は物品積載装置の不正改造をしたダンプトラックは工事現場内に出入りさせないこと。

 　ダンプトラック等による工事用資機材等の超過積載を行わないこと。　さし枠の装置又

　※図示による　　・現状地盤の平均高さとし、監督員の指示による

　国土交通省ＨＰ「施設保全マニュアル作成要領」

　建設大臣官房官庁営繕部監修の「管理者のための建築物保全の手引き(改訂版)」

　「標仕」1.7.3(a)の他、下記について必要事項を記入のうえ監督員に提出する。

(1.7.3 )

 17 ．過積載の防止

 16 ．設計ＧＬ

 20 ．総合図での調整

 19 ．設備工事との

 18 ．原形復旧

　　 取合い

 15 ．保全に関する資料

（（財）建築保全センター発行）

　文部科学省「学校環境衛生基準」（平成２１年４月１日告示第６０号）に基づき、
　　（財）日本建設情報総合センター九州地方センター

〒812-0016　福岡市博多区博多駅南1-3-11博多南ビル8階　問い合わせ先

・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　

（昭和２５年法律第２９１号）の適用を受ける場合があるため、十分注意すること。

採　石　法　の　適　用　に　関　す　る　協　議　に　つ　い　て

　足場を設ける場合は、「「手すり先行工法等に関するガイドライン」について」（厚生

  　クリーチング試験）
  　溶出試験（及びタン

  9 .六価クロム

　タンクリーチング試験対象工種名及び検体数：

※Ｄ１６以下 ・（　　　　　　）

※Ｄ１９以上 ・（　　　　　　）

・機械式継手 ・（　　　    　  ）

※重ね継手　・（　　　　　　　）

・ガス圧接・重ね継手・溶接継手

　ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の測定を行う。

　全に努める。
　て、騒音、振動、粉塵、臭気、大気汚染、水質汚濁等の影響が生じないよう、周辺環境の保
　定めるところによるほか、建設副産物適正処理推進要綱に従い、工事の施工の各段階におい
　水質汚濁防止法、廃棄物処理法、土壌汚染対策法、資源有効利用促進法その他関係法令等に

　建築基準法、建設リサイクル法、環境基本法、騒音規制法、振動規制法、大気汚染防止法、

      トルエン・キシレン等　 　　　　※パッシブ型採取機器

      ホルムアルデヒド　　　　　　　 ※パッシブ型採取機器

　定める指針値以下であることを確認し、報告すること。

　指示した室のホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、厚生労働省が

「石綿障害予防規則(平成１７年７月１日施行)」に従い、収集、運搬、処分を行う。

るようにして施設管理者に引き渡すこと。
進に関する特別措置法」に従い、報告書の作成・届出を行うとともに、適正に保管でき
「電気事業法：電気関係報告規則」及び「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推

・廃ＰＣＢ等

・廃石綿等

「建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル（環境庁大気保全局）」及び

・金属くず ・繊維くず

・廃石こうボード・ガラス、陶磁器くず・廃プラスチック

　すること。

　の低減できる材料を選定すること。

・汚泥
・木くず

　事務次官通知）｣に従い、建設汚泥の再生利用を推進する。
　建設汚泥については、｢建設汚泥の再生利用に関するガイドライン（平成１８年６月１２日

　指定副産物の工事現場からの搬出、再生資材等の利用等については、「リサイクル原則化
・建設発生土
・がれき類

　資源の有効利用、環境負荷の低減等を図り、「資源循環型社会」を構築するため、建設副
産物の発生抑制、再利用、適正処理を推進する。
　現場内で発生する建設副産物の処理については、現場内において発生する品目ごとに分別

し指定された場所へ集積すること。
　また、施工区分表に積み込み・運搬・処分までの指示がある工事については、現場内に分

別保管場所を設置するとともに、再生資源の利用の促進に関する法律、建設工事に係る資材
の再資源化等に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、建設廃棄物処理指針その

他関係諸法令等によるほか、建設副産物適正処理推進要綱に従い、指定された方法により適
正に処理を行うこと。
　｢建設工事に係る資材の再資源化に関する法律（平成１２年５月３１日法律第１０４号）｣

規定されている事項について、建築工事における対応については、｢建築工事における建設
副産物管理マニュアル（平成１８年６月１２日付国営環第４号｣による。

　工事に際しては、工事着手時に建設副産物処理計画書、再生資源利用計画書等を、工事竣
工時に建設副産物の処理結果報告書、再生資源利用実施書等を提出すること。

 　鉄筋の種別      ※異形鉄筋

　工事に使用する材料は、アスベストを含有しないものとする。

　使用する材料の選定に当たっては、揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮

　国による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）により、環境負荷

環　境　へ　の　配　慮　に　つ　い　て

「排出ガス対策型建設機械指定要領」に基づき、指定された建設機器を使用すること。

（対象機種：バックホウ、ブルドーザ、トラクターショベル（車輪式）、空気圧縮機

（可動式）、油圧ユニット（油圧ハンマ･アースオーガ油圧式鋼管圧入引抜機･油圧式

杭圧入引抜機、アースオーガ･オールケーシング掘削機・リバースサーキュレーション

ドリル・アースドリル・地下連続壁施工機・全回転型オールケーシング掘削機の基礎

工事用機械のうち、ベースマシンとは別に独立したディーゼルエンジン駆動の油圧

ユニットを搭載しているもの）、ロードローラ、タイヤローラ、振動ローラ、ホイール

クレーン、発電発動機（可動式（溶接兼用機を含む））但し、以上はディーゼルエンジ

ン（エンジン出力7.5Ｋｗ以上260Ｋｗ以下）を搭載したものに限る。）

排　出　ガ　ス　対　策　型　建　設　機　械　に　つ　い　て

18 21 24 ・・・

部 位

部 位

類 別

 普通ｺﾝｸﾘｰﾄ

 軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ　・１種・２種

 設計基準強度（Fc）  Ｎ/m㎡

・（　　　　）※18

（　　　　　　　）柱、梁、スラブ、壁基礎、基礎梁打 込 み 箇 所

所要スランプ

18

・Ｃ　　　種

・Ｂ　　　種

・Ａ　　　種

適　　　用　　　箇　　　所種　　　　別

適　　　用　　　箇　　　所ス　ラ　ン　プ

１．標　準　仕　様

   適用箇所は「標仕」6.14.1による

技能検定職種工　事　種　別

内装仕上げ施工(鋼製下地)

内装仕上げ施工

造園

表装

建築板金

塗装

左官

建築大工

型枠施工

鉄筋施工

・植栽工事

・金属工事

・内装工事

・内装工事

・屋根及び樋工事

・塗装工事

・木工事

・ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

・鉄筋工事

1,500㎡以上

20戸以上

住宅以外の建物

住　　　　　宅

請負額 300万以上造園工事

木

造

以

外

の

建

物

工事範囲　（契約単位）

特　　　記　　　事　　　項項　　　目章

建設大臣官房官庁営繕部監修（平成１２年版）

・公共建築改修工事標準仕様書

・木造建築工事標準仕様書

・鉄筋コンクリート構造配筋要領

・擁壁設計標準図

・建築工事標準詳細図 1 ．適用基準等

４

地

業

工

事

(1.1.4 )

　スリーブの材種

　※抜取り試験（※超音波探傷試験　　・引張試験）

　※外観試験

　形状（　　　　　）　　寸法（　　　　　）　　径（　　　　　）

　※JIS G 3551規格品

　耐震壁　　・Ａ形　　※Ｂ形　　・（　　　　　　）

　一般壁　　・Ａ形　　※Ｂ形

　※Ｈ形　　・Ｗ－Ⅰ形　　・ＳＰ形　　・（　　　　　　）

　※入れる　　・入れない

　※入れる　　・入れない

(1.1.1 )

　の順番のとおりとする。

　すべての設計図書は、相互に補完するものとする。

（４）図面

（３）特記仕様書

（２）現場説明書

 2 ．適用範囲等

別途工事

工事名称

工事場所

工事概要は別紙（仕上表）による。

その他５．

・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　

４．

３．

２．

１．

   長期設計支持力　（　  　  　　 kN／本）

気 乾 単 位 容 積 質 量

構 造 体 強 度 補 正 値

塩 化 物 の 含 有 量

所要空気量の目標値

水セメント比の上限値

単位セメント量の下限値

単 位 水 量 の 上 限 値

※

※

※

※

※

※

※

（高炉セメントＢ種　60％）

※監督員の指示による

0.30 kg/m3
4.5 ％

65 ％

270 kg/m3
185 kg/m3

 以下

   杭の施工法

(4.3.2 )(4.4.2 )

　なお、山留めを存置する場合は、監督員の指示による。

　等の抜き跡は、直ちに砂で充填するなど、地盤の変形を防止する適切な処置を取る。

　山留めの撤去は、撤去しても安全であることを確認したのち、慎重に行う。また、鋼矢板

　種別　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

　交通誘導員　　※配置する（人数:　人、箇所:　箇所、期間:　日）　　・配置しない
　工事用車両の出入口では、一般通行人及び一般車両の安全確保に努めること。

　監督員の指示による。

　乗入れ構台　 ・設置する（幅員　　　ｍ、長さ　　　ｍ）　　　・設置しない
　養生構台　 　・設置する（図示による）　　　・設置しない

　　設置期間        　※工事期間中　  　・監督員の指示による

　  設置範囲      　  ※図示による　  　・監督員の指示による

  　防護施設等取付足場

　　仮囲い等　　・設けない　　※設ける

　※要する　　・要しない

　構内既存の施設　　・利用できる（・有償　・無償）　　※利用できない

　構内既存の施設　　・利用できる（・有償　・無償）　　※利用できない

　備品については監督員の指示による。

　※設ける　（　　　）㎡程度　　・設けない

　・地表面粗度区分　（　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ　）

　・風速　（Vo＝　　　　　　　）

　建築基準法に基づき定められる風圧区分等の適用工事

　・敷地内障害物の調査　　・敷地内配管、配線の調査　　・地下水位の調査

　ること。

　竣工後（※２　・１）年以内に当該工事範囲に関する経年変化の状況を調査し、報告す

　建設大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方」改訂第２版による

　箇所及び方法については、監督員の指示による。

完成図

　種類及び提出形式は下記による

（1.5.9 )

    測定方法

      ※現場説明書による　・図面図示による　・監督員の指示による （　　　　ヶ所）

　　測定する部屋

　適用工事

　※適用する　　・適用しない

※参考受入場所は現場説明書による

 特別管理産業廃棄物

 その他の副産物

 指定副産物　（原則として再資源化施設へ持込むもの）

　員に報告する。　その後の措置については、監督員の指示に従う。
　工事の施工に当たり、文化財その他の埋蔵物を発見した場合は、直ちにその状況を監督

　建築基準法、労働安全衛生法、その他関係法令等に定めるところによるほか、建設工事公

　※適用する　　・適用しない

　請負者は、工事請負額が５００万円以上の工事について、受注時は契約後１０日以内に、

 　杭の位置　　※図示による　　・（　　　　　　）

  孔壁測定装置　　・使用する（※超音波　　・（　　　　　　　））　　・使用しない

 　掘削工法

　補強箇所　　・土間コンクリート　　・犬走り　　・（　　　　　　）

　・地盤の載荷試験

　※ポリエチレンフィルム　　厚さ　※０.１５　・（　　　　　）

 　コンクリートの種別　　　・Ａ種　　・Ｂ種

(1.3.3 )

(1.1.12 )

TEL　092-411-3473 FAX　092-411-3486

　材質　・構造用アンカーボルト　※JIS G 3138 のSNR400　　・（　　　　　　）

　※トルシア形高力ボルト　　　指定、認定品セットの種類　※２種（S10T）

　材質　※ＪＩＳ等の規格品

　※適用する 　　・適用しない

　※監督員の承諾する工場

　※合板せき板を用いる場合

　設計基準強度　※18Ｎ/ｍ㎡ 　　・（　　　）Ｎ/ｍ㎡ 

　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種 

　※Ⅰ類　　・Ⅱ類

　全に留意して現場管理を行い、施工に伴う災害及び事故の防止に努める。

(7.2.6 )

(7.10.3 )

(7.2.4 )

(7.2.2 )

(7.2.1 )

(7.1.4 )

(7.1.3 )

(6.14.1 ) (6.14.3 )

(6.3.2 )

(5.2.2 )

(5.3.4 )

(5.2.1 )

(4.2.4 )

(4.2.3 )

(4.6.5 )

(4.6.4 )

(4.6.2 )(4.6.3 )

(4.2.2 )

(表4.5.1 )

(4.3.4 )

(4.3.5 )

(4.3.3 )

(3.3.3 )

(3.2.5 )

(2.3.1 )

（1.5.9 )

(1.7.2 )

(1.5.2 )

(1.4.1 )

(1.3.7 )

　胴の種類 ※割枠式 ・（　　　）  ボルトの種類 ※羽子板ボルト ・（　　　） 

　材質　・構造用アンカーボルト　※JIS G 3138 のSNR400　　・（　　　　　　）

                                                      　　　    　 

　登録内容の変更時は変更があった日から１０日以内に、完成時は完成後１０日以内に、

 4 ．文化財その他

７

鉄

骨

工

事

６

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

事

５

鉄

筋

工

事

３

土

工

事

２

仮

設

工

事

１

一

般

共

通

事

項

  4 ．スランプ

  6 ．無筋コンクリート

 9 ．圧接完了後の試験

  8 ．溶接金網

  7 ．はり貫通孔

  6 ．土間コンクリート

  5 ．土間スラブ打継ぎ

  4 ．壁開口部補強

  3 ．帯筋

　 　 補強

      補強

 　　 の種別

 　 　及び鋼杭地業

  1 ．既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭

　JIS規格品又は建築基準法
　に基づく杭

　※A種　・B種　・C種

　JIS規格品又は建築基準法
　に基づく杭

　※A種　・B種　・C種　ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ杭
　遠心力高強度
・拡径断面を有する

　ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ杭
・高強度

 23 ．敷地現況調査

 24 ．その他

  6 ．構　　　台

  7 ．工事表示板等

  8 ．工事車両の出入口

     　　　　　　　 ・単管一本足場　  ・枠組本足場（W =　    ）･（ 　   　　　）

         　　  　   ・防音シート　　　　・アルミ防音パネル　　・（　　　　　　　）

  5 ．危険防止

  4 ．総合仮設計画書

  3 ．工事用電力

  2 ．工事用水

  1 ．監督員事務所

　　　ゲート  　　・シート　（W =  　m ） 　・パネル（W =  　m ）

※１部

 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像

又は ﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像

    ３）特記事項に記載の（　　）内表示番号は、公共建築工事標準仕様書の当該項目、当該図、又は当該表を示す。

※１部

  1 ．鉄骨製作工場

  2 ．施工管理技術者

  3 ．鋼材の種類

  4 ．高力ボルト

  5 ．アンカーボルト

  6 ．ターンバックル

　・溶融亜鉛メッキ高力ボルト  指定、認定品　セットの種類　※１種（F８T相当）

  ・ＪＩＳ形高力ボルト        JIS B 1186　セットの種類　 　　　　※２種（F10T）

　　加工能力等条件（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

        ・建築基準法に基づき指定又は認定を受けた構造用鋼材及び鋳鋼

　種類　・ＳＳ４００

        ・（　　　　　）　　・（　　　　　）　　・（　　　　　）

　・Ｓｸﾞﾚｰﾄﾞ　　・Ｈｸﾞﾚｰﾄﾞ　　・Ｍｸﾞﾚｰﾄﾞ　　・Ｒｸﾞﾚｰﾄﾞ　　・Ｊｸﾞﾚｰﾄﾞ

  7 ．打放し仕上げ

　    の種別

 　 　型枠

  8 ．基礎及び地中梁 　・普通型枠　　・ラス型枠

  5 ．普通ｺﾝｸﾘｰﾄの調合

  1 ．ｺﾝｸﾘｰﾄの強度

  2 ．ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

　　  の種別

  3 ．セメントの種類

　・（　　　　　　　　　　　　　）

　・高炉セメントＢ種（※場所打ちコンクリート杭　・　　　　　　　　　　）

  2 ．鉄筋の継手

その他

柱・梁の主筋

　・ 　・

 1 ．鉄筋の種類

　※行わない　　・行う

  1 ．埋戻し及び盛土

  2 ．場所打ちコンク

　 　リート杭地業

  セメント　　　　※高炉セメントＢ種　　　・（　　　　　　　　　）

 　　　　　　　断面寸法　　※本杭と同じ    ・（　　　　　　）

 　杭の寸法　　長さ（ｍ）　※本杭と同じ　　・（　　　　　　）

 　杭の種類　　※本杭と同じ　　・（　　　　　　　　　　　）

 　杭の本数　　※図示による　　・最初の１本

  4 ．試験堀  　試験堀の位置　　※図示による　　・（　　　　　　）

 　試験堀の本数　　※図示による　　・（　　　　　　）

　 試験堀の径　　　※本杭と同じ　　・（　　　　　　）

  5 ．砂及び砂利地業

  6 ．捨てｺﾝｸﾘｰﾄ地業

  7 ．床下防湿層

 22 ．竣工後の調査

 21 ．工事写真等

※完成時

※キャビネ版 ※２部

※ 24×36以上

・ 100×125以上※カラー

※サービス版

※施工中
監督員の承諾する撮影者 24×36以上又は

 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像
※１部

・

※サービス版

・

※カラー

※着工前
※カラー ※サービス版 ※１部  24×36以上又は 監督員の承諾する撮影者

・（　　）部

部数種類

14 ．完成図

 11 ．技能士

・左官工事

 10 ．特別な材料の工法 　「標仕」に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。

  9 ．建築材料等

 3 ．工事実績情報

　ならない。　また、（財）日本建設情報総合センター発行の「登録内容確認書」の写し

　　 の登録

   　埋蔵物

　衆災害防止対策要綱に従うとともに、建築工事安全施工技術指針を参考に、常に工事の安

建　設　副　産　物　の　処　理　に　つ　い　て

 　　環境保全等

 8 ．施工中の

・

・

○・

    ４）形状寸法の単位は特記なきかぎりミリメートルとする。

      　○印と※印のついた場合は、共に適用する。

    　  ○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

    ２）特記事項は○印のついたものを適用する。

    １）項目は番号に○印のついたものを適用する。

２．特　記　仕　様

Ⅰ

・・

  8 ．施工試験

　　　・平板載荷試験　・（　　　　　　　）

建築工事仕様Ⅱ

方式により行うこと。

足場の組立て等に関する基準」の２の（２）手すり据置方式又は（３）手すり先行専用足場

の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による

により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木

労働省 基発第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」

手　す　り　先　行　足　場　に　つ　い　て

13 ．学校施設における

12 ．揮発性有機化合物

　　 の室内濃度の測定

　　 VOC等の測定

工　事　概　要

　ルール（平成１８年６月１２日策定）」により実施する。

敷地内において真砂土を採取した場合でも、面積、量及び現地の状況などにより、採石法

※二つ折り青焼き製本（Ａ３）

※二つ折り青焼き製本（原寸及びＡ３縮小）

1

室外機置場

ポーチ

15 捨コン・設備機器基礎

行橋市消防庁舎車庫改修工事

福岡県行橋市中央一丁目9番9号

行橋市消防庁舎車庫改修工事

一級建築士事務所(株）エム・ビー・アイ
福岡県知事登録第1-20757号

福岡県行橋市行事８丁目８－１０

TEL 0930-26-1101　　　代表取締役　松尾　眞也

一級建築士　大臣登録第223559号

D13・D19

2.0

3.6

R02.08

・（　ｸﾞﾘｰﾝﾌｪﾝｽ程度H=1.0 m　）



Ａ－０２

屋根葺形式

備　考仕上げの種類厚さ(mm)種類・産地・名称施　工　箇　所

本磨き

備　考仕上げの種類厚さ(mm)種類・産地・名称施　工　箇　所

備　　　　　考種 　　　別施　工　箇　所

仕上げ塗料塗り(露出の場合)厚　 　さ種 　別施　工　箇　所

耐火性能厚さ（mm）表　面　形　状施　工　箇　所

耐火性能工　法厚さ（mm）表　面　形　状施工箇所

取付け工法（種別）厚さ（mm）単位荷重（Ｎ/㎡）種　　類

抜取り方法試験箇所試験の種別

種　　　　　　　　　　　別

※C-1種　・C-2種

内部建具

・A-1種　・A-2種　※B-1種　・(　　　　)

性能 (　　　　　                  )

性能 (　　　　　                  )

・A種  ・B種  ・C種　・(　　　         )

外部の面する建具

表面処理

・断熱サッシ

・防音サッシ

※普通サッシ

種　　別

備　　　考工　法仕上げの形状呼　び　名種　　類

耐力による区分板厚(mm)山高及びピッチ形式による区分材　　　種

色役物うわぐすりきじの質

 ・　　 ・（　　　　）

 ※1.5  ・（　　　　）

 ※1.5  ・（　　　　）

 ※2.0  ・（　　　　）

 ※1.2　・（　　　　）

 ・

 ・Ｓ－Ｍ２

 ・Ｓ－Ｍ１

 ・Ｓ－Ｆ２

 ・Ｓ－Ｆ１

備　　考防水層の押さえ種　　別施　工　箇　所

 ・マクロ試験

 ・放射線試験

Ｎｏ．２　　　令和元年度版（R01.5～）

(15.12.2 )

（15.6.2 )(表15.6.1 )(15.6.6 )

　種類　　・ＡＳ－Ｔ１　　　・ＡＳ－Ｔ２　　　・（　　　　　　）

  厚さ　（　　　　　　）

(表13.5.2 )

(11.2.2 )

(11.2.2 )

(7.8.4 )

(7.6.12 )

150、100

※HL程度　・鏡面仕上げ　・(　　　　)※ステンレスＳＵＳ３０４

・(　　　　　　)

・鉄

・鉄

種　　類

※研磨無し　

表　面　処　理

亜鉛めっき　内外部　※Ｃ種

内部　※Ｅ種

亜鉛めっき　外部　※Ｃ種

材料の種別

※ステンレスＳＵＳ３０４

※曲げ加工 ・ ﾌｯ素焼付塗装2.0

1.5
・(　　　)

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ
・ﾛｰﾙ ・B-2種(　　　　　　)

表　面　処　理材　種 寸法(mm )材　　種 製　法

・押出し ・B-1種

厚(mm )

・ﾊﾟﾈﾙ系

・ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ系

施　工　箇　所 備　　　考

 JIS A 8610

 JIS H 8641

電気 ・Ｄ種 ・Ｅ種 ・Ｆ種

溶融 ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

亜鉛めっきの種別

種　　　 類 施　　工　　箇　　所 備　　　　　　考

備　　　　　　考種　 　　類 施　　工　　箇　　所

無着色

 ・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ

・ 0.4mm
瓦棒葺き(嵌合ﾀｲﾌﾟ)・

・ 構造用合板t=24

150角 ・・・ ・・ ・・・ ・ ・

・ ・・ ・ ・・ ・・ ・・

・ ・・ ・ ・・ ・・ ・・

・ ・・ ・・ ・ ・・・ ・

・ ・・ ・・ ・ ・・・ ・

150角

 床見切

　図示

 ・Ｂ－２種

 ・Ｂ－１種

 ・

 ・鏡面仕上げ

 ・No.２Ｂ程度

 ※ＨＬ程度 ・下記以外の見え掛かり全て

 軒樋ｽﾁｰﾙ芯入　軒樋・竪樋

上り框 75×100 市販品

(16.14.2.(b) )(16.14.3 )(表16.14.1 )

(16.14.2 )

(16.13.3 )

(16.13.2 )

(16.12.2～4 )(表16.12.1 )

(表16.11.1 )

(16.11.2 )

(16.11.2～4 )

    スイングドア用　※「標仕」表16.9.2による　　・（ 　　　　　　　　     ）

  駆動力　　　　※電気式又は電動油圧式　　・（                 ）

　　スライディングドア用　※「標仕」表16.9.1による　　・（　　　　　　　      ）

(16.9.2～3 )

(表16.8.1 )

(表16.8.1 )(16.8.2～4 )

  フラッシュ戸の表面板の厚さ　※「標仕」表16.7.6による　　・（　　        　）

(表16.7.1 )(16.7.2～4 )

(16.6.2～5 )

(16.5.3 )

(16.5.2 )

（16.4.4 )

(16.4.3 )

  鋼板の厚さ　　※「標仕」表16.4.2による　　・建具表による

(16.4.2 )

(12.3.1 )

（12.3.1 )

(12.2.2 )

(12.2.1 )

(12.2.1 )

(11.1.5 )

　　　　　※(6.8.3(b)(2) )又は金属性タイル先付け用パネル 

(11.2.7 )

(9.7.2 )

　「標仕」表9.7.1による。           　　　　                             　

(表9.2.3～表9.2.9 )

建築工事特記仕様書(2)

図面番号

日付

尺度

図面名称工事名称

　存剤を塗布することとする。

　 ・監督員の承諾による　　・（　　　　　　　　）同等以上

　　　寸法　  ※L-75x75x6  L=100又は150mm (A種錆止め)　　・（  　    　      ）

　　　・スライド方式　　　　・ロッキング方式　　　　・（　　　　　　　　　）

　・乾式工法用金物　　　　材質　※SUS304

　 石裏面処理　・行う　・行わない　　　　　 裏打ち処理　・行う　・行わない 

　 石材の厚さ　※有効厚さ 25mm以上　 ・（ 　　        ）

　 石裏面処理　・行う　・行わない　　　　　 裏打ち処理　・行う　・行わない 

　 下地ごしらえ　※あと施工ｱﾝｶｰ・横筋流し工法　　・あと施工ｱﾝｶｰ工法 

　 石材の厚さ　※有効厚さ 20mm以上　 ・（ 　　        ）

　部材の種類　・250形　　・300形　　・350形　　・（　          ）

(14.7.2 )(表14.2.1 )　表面処理  　 ※Ａ－１種又はＢ－１種　　・（          ）

　とい受金物　※ステンレス製　　・鋼製（亜鉛めっき）

　※外面納まりの可動式　　・（               　　　　 ）

　亜鉛めっき鋼板のめっき付着量　　※Ｚ１２又はＦ１２　　・（　　　　）

  マスターキー　※製作する（※新規　・既存に合わせる）　・製作しない

   工事範囲　一次測配線は別途工事とし、開閉機構以降の二次測配線は本工事に含む。

  防火、防煙シャッターの危害防止機構　※障害物感知装置　・シャッターの二段降下方式

  工事範囲　一次側配線は別途工事とし、開閉機構以降の二次側配線は本工事に含む。

  工事範囲　一次側配線は別途工事とし、開閉機構以降の二次側配線は本工事に含む。

　ガイドレール　　※溶融亜鉛めっき鋼板　　・ステンレス鋼板（SUS304）

(9.2.5 )

 ※「標仕」表8.4.4による

(7.10.3 )(表7.10.1 )

　ホルムアルデヒドの放散量　※Ｆ☆☆☆☆のもの　・（　　　　　　）  4 ．接着剤

  3 ．床張り用合板 　ホルムアルデヒドの放散量　※Ｆ☆☆☆☆のもの　・（　　　　　　）

　・適用しない　　・適用する(　         )時間

　・H-4　　　・H-5　　　・( 　       )

　・T-3　　　・T-4　　　・(  　      )

　※±1/200ｈ以上　 　　・(     　   )

　・A-1種　　・B-1種　　・(  　      )

　※図示

　・W-4　　　・W-5　　　・( 　       )

　・A-3　　　・A-4　　  ・(  　      )

　※アルミニウム製　　　・ステンレス製

耐火性

断熱性

遮音性

耐震性（層間変位量）

表面処理

枠の見込み寸法

水密性

気密性

主要構成材料

※シーリング材（SR-1）

※シーリング材（SR-1）   ・グレイジングガスケット

鋼製、ステンレス製

アルミニウム製

 本締り錠

 本締り付きモノロック

 棒健錠

 フロアヒンジ

 ピポットヒンジ

 ヒンジクローザ

 シリンダ箱錠

 ドアクローザ

 モノロック

   網の材種　※合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製　　・ステンレス製　　

　　※適用する（※Ａ－３　・　　　　）　　・適用しない

  召合わせ、縦小口包み板などの材質　※鋼板  ・ステンレス鋼板  ・（　　　　　　　） 

    ホルムアルデヒドの放散量がＪＡＳで定める　　Ｆ☆☆☆☆等級のもの・（　　      ）

　　　※F☆☆☆☆等級のもの　　　　・F☆☆☆等級のもの

 　 ホルムアルデヒドの放散量

　簡易気密型ドアセット　※適用する（※Ａ－３ ・ 　　　） ・適用しない

　カラー鋼板　　　　　　・適用する　　　　　　・適用しない

　ビニール被覆鋼板　　　・適用する　　　　　　・適用しない

　簡易気密型ドアセットの性能値

  ミディアムデンシティファイバーボード（ＭＤＦ）及びパーティクルボード  

　建具材の加工、組立時の含水率　・A種　　※B種　　・C種     

  材質　※SUS304 ・（　　　　）　表面仕上げ　※HL仕上げ ・（　　　　） 

　ふすまの上張り　・新鳥の子程度又はビニル紙程度　　・鳥の子

  合板　※普通合板　　・天然木化粧合板　　・特殊加工化粧合板

  曲げ加工　※普通曲げ　　・角出し曲げ

　かまち戸の樹種　かまち（　　　　）　　鏡板（　　　　）

　ガラス留め材

　セクション材料　※スチールタイプ　　・アルミニウムタイプ 

　開閉機能による種類

  耐風圧強度　　・（　　　　　　　　　）

    ・上部手動式

  開閉機能による種類

  シャッターケース（防火、防煙以外の場合）　・設ける　・設けない 

　機能による種類

  開閉装置の性能値

　建具金物の種類

　見本品を監督員に提出して承諾を受ける。

　あと施行アンカーの引抜き耐力の確認試験

　スタッド、ランナーの種類

　野縁等の種類

・次の箇所には行わない（  　　                  ）

　防　　　露　※「標仕」表13.5.4により行う

　棟の工法　　※図面図示による　　・（　　　　　　   　　）

　SRC造の溶接された鋼製スリーブの内面

  AOQL  ※4.0％　・2.5％　  　検査水準　※第６水準　・図示

　種別　※Ａ種　　・Ｂ種

  防蟻処理

　工場における加圧式とし、十分に乾燥をおこなう。

　防腐・防蟻処理の方法

　環境に配慮した表面処理防腐剤　種類・品質（　　　　　　　）

　とする。

　ホルムアルデヒドの放散量　※Ｆ☆☆☆☆のもの　・（　　　　　　）

　・集成材

　　　　種別　・タイルシート法（小口タイル、二丁掛タイル）

　※打診による確認

　　　　　・（　    　　　　　　　　　　　　　　　    　 ）

　 タイルの試験張り　※行わない　　・行う

　 笠木、甲板等の乾式工法の場合は行う。

　 目地幅　※8mm以上　・（　　　　　　　）

　・外壁湿式工法及び内壁空積工法用金物

　汚れ防止及びつや出しワックス　※使用する

      厚さ　※25　　・（　　　　）

　アスファルトの種類　※３種　　・（　　　　）

　 ※厚物（厚さ５０mm以上）

　種類　※JIS A 5416

　種類　※「標仕」表8.3.1による　・（　　　　　　　　　　　　）

　建方用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの保持及び埋込み工法

建

具

工

事

１６

上塗材

・外装厚塗材C

※適用

・ｾﾒﾝﾄｽﾀｯｺ以外の塗材の場合

（　　　　　　　）

・外装厚塗材Si,E

・適用　　　・適用しない

・ローラー塗り

・こて塗り

・吹付け

・かき落とし

・ひき起こし

・平たん状

・凹凸状

・凸部処理

・吹放し

・内装厚塗材Ｅ

・内装厚塗材Ｓｉ

・内装厚塗材Ｇ

・内装厚塗材Ｌ

・内装厚塗材Ｃ

・外装厚塗材Ｅ

・外装厚塗材Ｓｉ

・外装厚塗材Ｃ

・こて塗り

・ローラー

・吹付け

・京壁状じゅらく

・砂壁状じゅらく

・着色骨材砂壁状

・凹凸状

・平たん状

・さざ波状

・ゆず肌状

・砂壁状

・薄付け仕上塗材

・内装薄塗材Ｗ

・内装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｓｉ

・内装薄塗材Ｌ

・内装薄塗材Ｃ

・外装薄塗材Ｓ

・防水形外装薄塗材E

・可とう形外装薄塗材E

・外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓｉ

・可とう形外装薄塗材Si

　とする。

(14.2.1 )

(13.3.2 )

(13.2.2 )

      先付け

 　 　り及びタイル型枠

  2 ．陶磁器質タイル張

(10.3.3 )

　 目地幅　※6mm以上　・（　　　　　　　）

  4 ．塗膜防水

  2 ．改質アスファルト

  　　シート防水

(表9.3.1 )

 　   ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

  3 ．合成高分子系

　種類　※JIS A 5441

　種類　※JIS A 5441

(14.6.2 )

(表9.5.1)(表9.5.2 )

(17.1.3 )(17.2.2 )

(16.2.3～4 )

(16.2.2～4 )(表16.2.1 )

(14.1.3.(4) )

(14.8.2 )(14.8.3 )

(表14.7.1 )

(14.5.3 )(表14.5.1 )

(14.4.3 )

(14.4.2 )(表14.4.1 )

(14.2.3 )(表14.2.2 )

(14.2.2 )(表14.2.１ )

(13.5.2 )

(13.5.2 )(表13.5.1 )

(13.4.3 )

(13.4.2 )

(12.2.1 )(表12.2.3 )

(10.6.2 )(10.6.3 )(表10.2.1 )(表10.2.2 )

(10.7.3 )

(10.5.3 )

(10.5.2 )

(10.4.3 )

(10.4.2 )

(10.3.2 )

（表10.2.4 )

(10.2.2 )

(10.2.1 )(10.7.2 )(10.7.3 )(表10.2.1 )(表10.2.2 )

(10.1.5 )

(表9.4.1 )

(9.2.2 )

(8.5.2 )(表8.5.1 )(表8.5.2 )

(8.4.2 )(表8.4.2 ) (表8.4.3 )(表8.4.4 )

(8.3.2 )

(8.2.2 )

(7.9.2 )

(7.2.9 )(7.10.3 )(表7.10.2 )

　建具に取り付けるガラス及びガラスブロックは図面図示（建具表）による。   

　屋外における野縁等の間隔　（                                 　）　　   

　代用樹種を適用しない箇所（             　　　　　　　  ）    

　　　　タイル型枠先付け面のせき板の種別　　　　　　　　　　　　　　　　   

　下地及びタイルごしらえ　・MCR工法　・目荒らし工法　・（              ） 

　石の品質  ※2等品　　・（   　   ）      

　 石材の厚さ　外壁　※有効厚さ 30mm以上　・（ 　　        ） 　　　　　  

　種類　※JIS A 5406 の空洞ブロック16　　・（　　　　　　　　　　　）　    

　・ラス張りモルタル塗り　・耐火材吹付け　・耐火板張り　・耐火材巻付け     

・正圧　　kg／㎡以上及び負圧　　kg／㎡以上に対して安全であること

カー
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　  ※表18.3.1 鉄鋼面錆止め塗料の種別　Ａ種

　  種別　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　

　厚さ　・（　　　　　　） 　 　ブロック積み

  1 ．補強コンクリート

 　 　ック帳壁及び塀

  2 ．コンクリートブロ
　厚さ　・（　　　　　　）

  3 ．ＡＬＣパネル

 ・Ｂ　・Ｃ　・Ｄ　・Ｅ

 ・Ａ　　・Ｂ　 ・Ｃ

床パネルの耐火性能　　・要　　・不要

 ・（　　　　　　）

 ・（　　　　　　）

 ・（　　　　　　）

・間仕切パネル

・屋根パネル

 ・（　　　　　　）

 ・100　・150・床パネル

・外壁パネル

 ※100　・(　　　)

 11 ．ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ等の

　 　 設置

　 　 種別及び性能

 10 ．耐火被覆材の

　※所用性能は図面図示による　　・（　　　　　　　　　　　）

  7 ．柱底均しモルタル

  8 ．溶接部の検査

  9 ．塗料の種別

 ・「標仕」7.6.11(b)による ※超音波探傷試験

 ・

 ・

　　・（　　　　　　　　　）

 耐火被覆材の接着面

　・（　　　　　　　　　）

・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

・硬質塩化ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）

・(　　　　　　　　　　)

１４

１５

  3 ．ﾛｯｸｳｰﾙ吹付け

  2．仕上塗材仕上げ

  1 ．防火材料など

    ※ホルムアルデヒドの放散量　Ｆ☆☆☆☆等級のもの・（　　      ）    
・10 ・15 ・20 ・( 　　)・一般用   ・( 　    　　) ・着色    ・原色

種　　　類 色採 厚さ

    ※ホルムアルデヒドの放散量　Ｆ☆☆☆☆等級のもの・（　　      ）    

　屋内の壁及び天井の仕上げ材は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた防火材料

  9 ．確認試験

  8 ．手すり及びﾀﾗｯﾌﾟ

　　・行う（　　　　　　　　　　　）　・行わない

・手すり

・タラップ

  6 ．金属成形板張り

  7 ．アルミニウム製

 　　 笠木

　棟上避雷導体システム　※無　　・有

　伸縮調整継手　・設ける　　・設けない

  4 ．軽量鉄骨天井下地

  5 ．軽量鉄骨壁下地

　　※「標仕」表14.5.1による　　・図示による

　　屋内　※１９形　　・２５形　　・（　　　　　）

　　屋外　・１９形　　※２５形　　・（　　　　　）

  2 ．アルミニウム及び

      アルミニウム合金

      の表面処理

  3 ．鉄の亜鉛めっき

      表面仕上げ

  1 ．ステンレスの

     る場合

     防水技術を要するものと監督員が承諾す

（2）特殊な用途等に係る建築物で、高度な

１０

  3 ．粘土瓦葺

  4 ．とい

SUS304　厚(　　)・ステンレス鋼管

・配管用鋼管

材　　　種 径 備　　考施　工　箇　所

大きさ・産地等

・

・

種　　類 備　　考

１３

  2 ．折板葺

・

・塗装溶触亜鉛めっき鋼板

 ピッチ（     ）

 （  　　　）種※重ね形又ははぜ締め形  山  高（     ）

　軒先面戸板　　※有り　　・無し

　施工業者　※監督員の承諾による　　・（　　　　　　　　　　　　　）同等以上

  1 ．長尺金属板葺

　施工業者　※監督員の承諾による　　・（　　　　　　　　　　　　　）同等以上

※塗装溶融55%アルミニウム
　　　　　　　　-亜鉛メッキ鋼板及び鋼帯

板厚(mm) 備　考長尺金属板の種類

  2 ．集成材

  5 ．木材保存剤

　　　　　　    　　・穿孔注入処理法  　・穿孔吹付処理法     ・（　　　　　　　）

　　施工箇所　・図示による　　・（　　　　　　　　　　　）

  　工事区分　※予防工事　　　・予防工事と駆除工事

    土壌処理の方法　・帯状散布処理法　　・面状散布処理法

　　木材処理の方法　・吹付処理法　　　　・塗布処理法   　　　・浸漬処理法

　　　　　　　　　　・加圧注入処理法　　・（　　　　　　　　　　　）

　保証期間５年、専門業者の責任施工とし、報告書を提出すること。

　「防除施工標準仕様書並びに安全管理」（（社）日本しろあり対策協会）による。

　ただし、現場における加工が生じた場合には、加工した箇所に対応し、現場にて木材保

　木材保存剤（木材の防腐・防蟻処理）は、クロルピリホス等を含有しない非有機リン系

備　　考品　質　等施　工　箇　所 樹　種　等

　

  1 ．木材

　木材含水率　※Ａ種　・Ｂ種　　   造作材の品質　※Ａ種　・Ｂ種

  3 ．施工後の確認

　　  及び試験 　※接着力試験

　壁タイル張りの工法 

　　※「標仕」表11.3.2による　　・（ 　　　　　　               ）

      ・タイル型枠先付け工法

　　　　　　　・（    　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ）

・

無ゆう

・

・

・

見本

・

・

・

焼き

・

・・

・ ・

・

・ ・

特注施ゆう

・

陶器 有 備　考

・

無

・

施 工 箇 所

・

・

・

形状・寸法

・

せっ器

・・

・

標準

・

・ ・ ・・

磁器

  1 ．タイル

　 タイルの見本焼き　※行わない　　・行う１１

  5 ．内壁空積工法

  6 ．乾式工法

　7 ．床及び階段の

　 　 石張り

  8 ．石裏の補強用

 　　 モルタル

  9 ．製造所及び

　 　 施工業者

　 　　　　　　内壁　※有効厚さ 25mm以上　・（ 　　        ） 　

※粗磨き・（　　　  ）

※粗磨き・（　　　  ）

　 石裏面処理　・行う　・行わない

　 目地幅　屋内　・（　　　　　mm）  　屋外 ・（　　　　　mm）

  3 ．取付金物

　4 ．外壁湿式工法

　 下地ごしらえ　※流し筋工法　・（　　　　　　　）

　・その他金物の材質、形状及び寸法

　　　・（　　　　　　　　　）　・（　　　　　　　　　）　・（　　　　　　　　　）

　　　材質　  ※SS400　　・（  　　      ）

　・テラゾブロック及びテラゾタイル

　　　種石の種類　　　※大理石　　 　・（　　      ）

　　　種石の大きさ　　※1.5～12mm　　・（　　      ）

　　　表面仕上げ　　　※本磨き　 　　・（　　      ）

  2 ．材　料

　壁及びその他(床を除く)の石材  ※1等品　　・（　      ）

  1 ．屋内の床の清掃

５ シート防水（Ｓ－Ｆ１：シート(ｱ)1.0mm）、塗膜防水（アクリルゴム系）

アスファルト防水（Ｄ－２）、シート防水（Ｓ－Ｆ１：シート(ｱ)1.2mm及び

1.5mm、Ｆ２：シート(ｱ)1.5mm）、シート防水（Ｓ－Ｍ１、Ｍ２：シート(ｱ)

(ｱ)1.5mm、Ｍ３：シート(ｱ)1.2mm及び1.5mm）、塗膜防水（Ｘ－２、Ｙ－２）

(ｱ)1.5mm）、塗膜防水（Ｘ－１，Ｙ－１）

Ｆ２：シート(ｱ)2.0mm、Ｓ－Ｍ１、Ｍ２：シート(ｱ)2.0mm、Ｓ－Ｍ３：シート

Ｄ－１）、改質アスファルト防水（ＡＳ－１、２）、シート防水（Ｓ－Ｆ１、

７

　　　　　　　・引張接着性試験（部位　　　　　　　　　）

　接着性試験　※簡易接着性試験

  6 ．施工

水工事業）を受けている者で、（社）福岡県

（1）延べ面積が５００㎡以上の建築物

施工責任が認められる者から選ぶこと。

　次表のとおりとする。

　防水施工業者は建設業法第３条の許可（防

（3）（1）､（2）以外の場合 　防水施工工事業者は建設業法第３条の許可

（防水工事業）を受けている者から選ぶこと。

防水工事業協会会員又は、これと同等以上の

  8 ．その他の防水

  7 ．保証年限

種別・工法 保証年限（年） 備　　　　考施　工　箇　所

 保証年限（年）

　防水保証年限は、引渡しの日から次表のとおりとする。

防　　水　　の　　種　　類

１０

　保証については防水工事業者が（社）福岡県防水工事業協会会員の場合は、「請負業者」

アスファルト防水（Ａ－１，２、ＡＩ－１，２、Ｂ－１，２、ＢＩ－１，２、

「防水工事業者」「（社）福岡県防水工事業協会」の連盟保証とする。

  1 ．アスファルト防水

    ・防水層保護れんが　※JIS R 1250（普通れんが）　　 　・（　　　　　　　　　）

　屋根保護防水断熱工法の断熱材及び厚さ

　防水立上がり部の保護材

　　・乾式保護材　※押出成形セメント板 厚さ（　　mm）　　・（　　　　　　　　　）

　　※JIS A 9511　押出法ポリスチレンフォーム保温板３種ｂのスキン層付き

 ※カラー　　　・シルバー

 ※カラー　　　・シルバー

 ・Ｙ－１　・Ｙ－２

 ・Ｘ－１　・Ｘ－２ 仕上げ塗料塗り　※カラー　・シルバー

種別Y-2における保護層　※適用する　・適用しない

種別X-1における脱気装置　※図面図示による　・種類（　　　　）・設置数量（　　）

   4 ．押出成形ｾﾒﾝﾄ板

・デザインパネル(図示)

※フラットパネル

・有り(　　  )

※無し

　（　　　 ）

・（　　　　　）

・無し

・タイルベースパネル ・無し

　（　　　 ）

・製造所（　　　　　　　　　）同等以上　・評価名簿による

・製造所（　　　　　　　　　）同等以上　・評価名簿による

・60 ・（　　）

・60 ・（　　）

・デザインパネル(図示)

・50 ・60 ・（　　）

※フラットパネル

・デザインパネル(図示) ・Ｃ種

※フラットパネル

・間仕切り

 　・薄物（厚さ５０㎜未満）

※有り

※有り

・Ｂ種

・Ａ種

・Ｂ種

・外　　壁

・50 ・60 ・（　　）

・50 ・60 ・（　　）

・50 ・60 ・（　　）

・タイルベースパネル

種　　　　類

評価名簿による。

品　質　・　規　格

評価名簿による。

建具の種類 材　　　　　　　種

　ただし、防火戸は建築基準法に基づく防火性能を有するものとする。

 12 ．ガラス

 11 ．ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ

 10 ．軽量シャッター

  9 ．重量シャッター

  8 ．自動ドア開閉装置

  7 ．建具用金物

  6 ．木製建具

  4 ．鋼製軽量建具

  3 ．鋼製建具

  2 ．網戸

  1 ．ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

  5 ．ステンレス製建具

 耐風圧性能　※建築基準法で定められた風圧力に対して安全であること。

 　 　ウォール

  1 ．メタルカーテン

  耐風圧強度　　・（　　　　　　　　　）

    ※手動式

　収納方式 　　　・スタンダード形　　・ローヘッド形　　・ハイリフト形

    ・上部電動式（手動併用） 電源※　　φ　　　V　　　kw 以下（過電流保護装置付）

  スラットの形状　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

　開閉方式　　　　※バランス式　　・チェーン式　　・電動式

       　　　　　・バーチカル形

   補助センサ　※安全光線スイッチ１組　　・（        　　　　　　　       ）

    ・一般　　・防火（・外壁用　・屋内用）　　・防煙

            　　　・ファイバーグラスタイプ

    ※上部電動式（手動併用） 電源※　　φ　　　V　　　kw 以下（過電流保護装置付）

   電源　※単相100V（過電流保護装置付）　　・（          ）
   センサの種類　※熱線　　・（            ）

  耐風圧性能　　・（　　　　　　　　　）

１７

  5 ．シーリング用材料

ﾎﾟｰﾁ：床

客溜り：床

ﾎﾟｰﾁ：床 300角

300角玄関：床

勝手口：床 300角

玄関：巾木 300角

勝手口：巾木 300角

300角ﾎﾟｰﾁ：袖壁

行橋市消防庁舎車庫改修工事

一級建築士事務所

福岡県知事登録第1-20757号

福岡県行橋市行事８丁目８－１０

TEL 0930-26-1101　　　代表取締役　松尾　眞也

一級建築士　大臣登録第223559号

(株）エム・ビー・アイ

50

88
0.6mm

水切り

・可とう型改修用
・可とう形複層塗材Ｅ
・可とう形複層塗材ＲＥ

・平たん状
・さざ波状
・ゆず肌状

・ローラー

・吹付け

溶剤系ポリウレタンつやあり

防水形の増塗材　※行う　

耐候性　※３種

溶剤系ポリウレタンつやあり

RSの場合は

・水系ポリウレタンつやあり

※水系アクリルつやあり

上塗材

・ローラー塗り

・吹付け

・ゆず肌状

・凹凸模様

・凸部処理

・防水形複層塗材ＣＥ

・複層塗材ＣＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・複層塗材Sｉ

・複層塗材E

・複層塗材RE

・複層塗材RS

・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＲＳ

・防水形複層塗材ＲＥ

・複層仕上塗材

・（　　　　　 　          ）

上塗材
・水系ポリウレタンつやあり
・（　　　　　 　          ）

R02.08

アクリル

・厚付け仕上材塗材

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　（ｶﾗｰ）
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(表18.12.1 )　シーリング材及びガラス留め材の種類 (17.2.2 )  13 ．オイルステイン

　　・金　属－－－ガラスの場合　　（　　　　　　　　　　） 12 ．壁紙張り 　壁紙はJIS A 6921により、建築基準法に基づく防火材料の指定または認定を受けたもの。塗り(ＯＳ) 種別塗装面 備考 (20.2.12 )12 ．ブラインド１７ 　　・金　属－－－石、タイルの場合（　　　　　　　　　　） (19.8.2 )
形　　　式 ※横型ブラインド（JIS A 4801） ・縦型ブラインド※(表１８．１３．１)による・木部　　・ガラス－－－ガラスの場合　　（　　　　　　　　　　）

カー

テ

ン

ウ

ォー

ル

工

事

  ホルムアルデヒドの放散量　※F☆☆☆☆　　　・（　　　　　　　　） スラットの材種 ※アルミニウム合金 ・アルミニウム合金 ・クロス・　　・上記以外のシーリング材の種類は「標仕」表9.6.1のよる
開閉方式 ・１本操作コード ・２本操作コード※ギヤ式　・コード式　・操作様式

(表18.13.1 ) 15 ．木材保護塗料塗り 施　工　箇　所 品　質 程　　度 防火性能の級別　構造用ガスケット　※適用しない　　・適用する（施工箇所：　　　　　　　　　　） ・80　・100※25　・35スラットの幅
(ＷＰ) ・1級　・2級　・(　　)　断熱材　※適用しない　　・適用する（種類：　　　　厚さ：　　　施工箇所：図示） 塗装面 備考 壁・天井 ビニルクロス 量産品種別

　熱線反射ガラスの映像調整　※行う　　・行わない ・1級　・2級　・(　　)・木部 ・Ａ種　　　※Ｂ種　　　
　カーテンウォールの方式 ・1級　・2級　・(　　)

　材種、品質等　（　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　         　） (20.2.13 )13 ．ロールスクリーン　　・方立方式 ・1級　・2級　・(　　)
    ・バックマリオン方式（・単純２片支持構法　・ＳＳＧ構法）

・1級　・2級　・(　　)
　　・パネル方式 14 ．カーテン及び （20.2.14 ）(表20.2.1 ) 1 ．接着剤 (19.2.2 )(19.3.3 )(19.5.5 )(19.8.2 )(表19.2.1 )(表19.2.2 ) 　素地ごしらえの種別 (19.8.3 )　　・スパンドレル方式 施工箇所 きれ地名称品質 ひだの種別 形　　　式 開閉装置 　　カーテンレール

　壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート、幅木に使用する接着剤は、トルエン等の含有量 　　モルタル及びプラスター面 　・Ａ種　　※Ｂ種　　・小型パネル組み合わせ方式（・ノックダウン方式　・ユニット方式） ・有 　※無・片引き　・引分けＬＤＫ+洋室①・②
  が少ない規格品とする。壁紙用の接着剤は、フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２ 　　せっこうボード面　　　　 　・Ａ種　　※Ｂ種コンクリートの種類及び品質 (17.3.2 ) ・有 　※無・片引き　・引分け 2 ．ＰＣカーテン
　－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を使用している規格品とする。　 　施工業者　※内装専門業者とする　　・（　　　　　　　　　　　　　　　）コンクリートの種類　※軽量コンクリートの１種　　・（　　　　　　　　　　　） ・有 　※無・片引き　・引分け      ウォール

設計基準強度（Fc）　※３０N/m㎡　           　　・（　   　　　　　　 　　） ・有 　※無・片引き　・引分け13 ．断熱材 　・打込み断熱材 (19.9.2 )ホルムアルデヒド放散量　　　※F☆☆☆☆　・（　　　　　）
所要スランプ　　　　※12cm以下　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　） 　※暗幕用カーテンの両端、上部及び召合せの重掛けは３００mm以上とする。材　　　　　　種 種　　　類 厚　　　さ

(19.2.2 )(19.2.3 ) 2 ．ビニル床シート鉄筋　　　　※ＳＤ２９５Ａ　　・（　　　　　　　） ※25　　 ・(        )※B類2種b　　・(　　     ) 　カーテンレール※ポリスチレンフォーム保温板
 　　張り 材　　種 種　　　類 記号 色柄 厚さ 工　法 備　　　考１９ 　　材種　※ステンレス製　　・アルミニウム製　　・鋼製・B類3種b（接地部分）目地用シーリング材　※（　　　　　　　　）

※ＮＣ ※2.5※発泡層のないもの ※無地 ※熱溶接
　　形状　※Ｃ型又はＤ型　　・角型・硬質ウレタンフォーム ・1種2号　   ・(　　     ) ・(   40   )硬質断熱材　※適用しない　　・適用する（種類：　　　厚さ：　　　施工箇所：図示） ・( 3.0 )・突付け・模様・(   )・発泡層のあるもの
　材種　※アルミニウム製（既製品）　　・鋼製　　・（　　　　　　　　）ビニル床シート 15 ．ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ及び

表面仕上げ　※（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・グラスウール断熱材 ・32Ｋ Ｆ☆☆☆☆ ・( 100　  ) 　色彩　※シルバー　　・着色　　・（　　　　　　　　）     カーテンボックス

耐風圧性能　※建築基準法に定められた風圧力に対して安全であること。 　施工箇所   形状　※溝幅９０×深さ１５０　　・溝幅（　　　　）×深さ（　　　　）
　　　　　　　

内

装

工

事

(19.2.2 )(19.2.3 ) 3 ．ビニル床タイル・正圧　　kg／㎡以上及び負圧　　kg／㎡以上に対して安全であること 　　※現場発泡工法に示された施工箇所以外の箇所
 　　張り 材　　種 種　　　　　　類 形　状 厚　さ       ・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）耐震性能（層間変位量）　※±１／２００ｈ以上　　・（　　　　　　　　　　　　） 16 ．コーナービード 　材種　※ステンレス製　　・（ 　　            ）※2※300角※コンポジションビニル床タイル（半硬質） 　・現場発泡断熱材（建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム） (19.9.3 )

・3・（    　　）・コンポジションビニル床タイル（硬質） 　　　種　　類　 ※A種1　　・（　　　　） 1 ．材料   屋内の壁及び天井の塗装仕上げ材は、建築基準法に基づき防火材料の指定又は認定を受 17 ．天井見切縁 　材　　種　※アルミニウム押出型材　　・塩化ビニル製ビニル床タイル ・（　　  ）・ホモジニアスビニル床タイル 　　　厚　　さ　 ・２５  　・（　３５　）
　けたものとする。 (18.1.3 ) 　施工箇所　※仕上表による　　・（　　　　　　　　　　　　　）※2※500角・帯電防止ビニル床タイル（置敷タイプ） 　　　施工箇所　※窓回り等の断熱補修部分　・（　　　　　　　　　　　　　　）
　塗料は、トルエン等の含有量が少ない規格品とする。 ・（    　　） ・（　　　）・帯電防止ビニル床タイル（パネル一体タイプ） 　上記製品は難燃性を有するものとする。

18 ．点検口 材　　　　　　種施工箇所 寸　　　　　法　ホルムアルデヒド放散量　　　※F☆☆☆☆　・（　　　　　　　）
　上記製品はノンフロン製品を使用するものとする。　帯電防止ビニル床タイル（置敷タイプ）の接着剤は粘着剥離形とし、製造所の指定する

※アルミニウム　　・(　　　　　　)木枠天　　井 ・450×450　　※600×600
　製品とする。 14 ．吸音材 材　　　　種 品　質 ・ 規　格 厚　　さ  ・（社）日本塗装工業会の会員　　※監督員の承諾する塗装業者 2 ．塗装業者 ※アルミニウム　　・(　　　　　　)木枠 ・450×450　　※600×600

・ロックウール吸音材 ・25　・（　　　） 床ロックウール吸音ボード1号（60K）
形式　・一般型　　・簡易密閉型　　・密閉型　　・（　　　　　　　　）床下点検口 600角※25(表18.2.1 )～(表18.2.7 ) ・グラスウール吸音材 3 ．素地ごしらえ グラスウール吸音ボード2号32K　材種　※軟質　　・硬質 (19.2.2 ) 4 ．ビニル幅木

ガラスクロス（ＪＩＳ Ｒ3414-P-17A）額縁張素地 種別 備考 　厚さ　※２　　・（          ） 19 ．くつふきマット 　材種　※塩化ビニル製またはゴム製（受枠ステンレス製）
　ガラスクロス張りグラスウール吸音ボード（910×1820）の取付け工法　高さ　※60　　・75　　・100　　・（         ）         ・硬質アルミニウム製（受枠硬質アルミニウム製）※Ａ種(不透明塗料塗りの場合)・木部  　 ポロプロピレン及びプラスチックファスナー留め　４本／㎡程度以上

※Ｂ種(透明塗料塗りの場合) 　　　　・ステンレス製（受枠ステンレス製）
15 ．ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 　畳下地            厚さ　※４０　　・６５　　・８０　織じゅうたん (19.3.2 )(19.3.3 )(表19.3.1 )(表19.3.2 ) 5 ．カーペット敷き・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種・鉄鋼面
   　床下地材 　鋼製書架　  JIS S 1039の規格による。　フローリング類　　厚さ　※８０　　・９５ 20 ．鋼製書架及び   種　　別  織　り　方 パイルの形状 色　柄 備　　考・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種・亜鉛めっき鋼面

　鋼製物品棚　JIS S 1040の規格による。   　物品棚・A種 ※カットパイル※三越織り ・防虫加工品※無地・モルタル面、プラスター面 ・Ａ種　　　　　※Ｂ種  1 ．フリーアクセス 支 持 方 式 ・支持脚分離方式　・根太方式　・調整支持脚方式 (20.2.2 )人体帯電圧・(　 　　　 )・B種 ・柄物・ループパイル１８ ・コンクリート面、ＡＬＣパネル面 ・Ａ種　　　　　※Ｂ種  　　フロア ・（　　　　　　　　） ※3kv以下・(    ) 　材種　※アルミニウム合金製　　・（　　　　　　　　　　　　）21 ．旗ざお・( 　        )※C種
・Ａ種　　　　　・Ｂ種・押出成形セメント板面 材 質 ・金属系（・アルミ　・スチール）　・樹脂系　・（　　　　　　）２０ 　形状　・テーバー式          　・同一断面　下敷き材　　※反毛フェルト（JIS L 3204）第２種２号（厚８）

塗

装

工

事

目地継ぎ目処理工法※Ａ種　　　　　・Ｂ種・ボード面 寸 法 ※５００角　・（　　　　）角　　　高　さ　・（　　　　　　） 　形式　・ローブ式              ・ハンドル式　タフテッドカーペット （19.3.2 ）(19.3.3 )(表19.3.2 )
耐荷重性能 ・（　　　　　）Ｎ・Ａ種　　　　　※Ｂ種 　寸法　・（　　　　　　　　　　　）パイル形状 パイル長 工　　法 備　　考
耐 震 性 能 ・（　　　　　　　　　　　）

・カットパイル ※５～７　・(　　) ※全面接着工法 人体帯電圧(表18.3.1 )～(表18.3.2 ) 4 ．錆止め塗料塗り 塗料種別
表 面 仕 上 ・帯電防止ビニル床タイル　・タイルカーペット　・（　　　　　　　　　） 図示による　材種　※ステンレス製（市販品）SUS 304　　・（　　　　　　　　　　　　）22 ．旗ざお受金物・マルチレベルループ ※４～６　・(　　) ・グリッパー工法  ※3kv以下・(     )

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

の

工

事

塗装面 種別 備考
製　造　所 （　　　　　　　　　　　　　　）同等以上・レベルループパイル ※４    　・(　　)

23 ．流し台ユニット 図示による  ステンレス流し台  仕様・寸法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）・カット、ループ併用 ・(　　　　　)・鉄鋼面 ※Ａ種(屋外)　　※Ｂ種(屋内) (20.2.3 ) 2 ．可動間仕切
  コンロ台   　     　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（既製間仕切） 構　造　形　式 パネル部の総厚さ 表　面　材　種 仕　　上　　げ　タイルカーペット （19.3.2 )(19.3.3 )(表19.3.2 )
  吊戸棚          　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）※Ａ種　　　　　・Ｂ種 ※パネル式 ・(　　　　)以上 ※鋼板　・(　　　　) ※メラミン樹脂又はアクリル樹　種　　 別 パイルの形状 寸　法 総厚さ 色柄 電気抵抗・亜鉛めっき鋼面
  水切棚          　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）・Ｃ種(ＥＰ－Ｇの場合) ・スタッド式 ※0.6   ・( 　　　 ) 　脂焼付け※５００角 ※６.5※一種 ※無地 ※適用しない※ループパイル

２ ・スタッドパネル式 ・(　　　　　　　) ・(　　　　　　　　　　　　)・10　Ω以下・(　　  ) ・(　 )・二種 ・カットパイル ・柄物
(表18.3.3 )～(表18.3.4 )錆止め塗料塗り 24 ．視覚障害者用 施　工　箇　所 材　　　質 寸　　　法 備　　　考　品質 JIS A 6512によるもの又は評価名簿によるもの

(19.4.2 )(19.4.3 )(表19.4.1～8 ) 6 ．合成樹脂塗床塗装面 種別 備考    　誘導床材 ・磁器製又はせっ器製 ・300角　 ・(　　　　) 無ゆう   黄色
 3 ．移動式間仕切 (20.2.4 )

種　　別 仕　上　げ　の　種　類 ・ビニル床タイル ・300角 黄色※Ａ種(見え掛かり部)　　※Ｂ種(見隠れ部)
（ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ）・鉄鋼面 表面板 仕上げ パネル厚 遮音性・弾性ウレタン樹脂系塗床材 ※平滑仕上げ　　・防滑仕上げ　　・つや消し仕上げ ・点字鋲 真ちゅう製・Ａ種　　　・Ｂ種 ※６０　・８０　・１００・鋼板 ・焼付け ・一般タイプ・エポキシ樹脂系塗床材 ※薄膜流し展べ仕上げ　　・厚膜流し展べ仕上げ（※平滑　・防滑） ・コンクリート製 ・300角   厚60 黄色※Ａ種(鋼製建具等)　・Ｂ種　　※Ｃ種 ・(　　　 　) ・(　　　　　) ・（　　　　） ・遮音タイプ・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）　　・防滑仕上げ・亜鉛めっき鋼面 ・

・Ａ種　　　・Ｂ種　　　・Ｃ種 　製造所（　　　　　　　　　　　　　　）同等以上ホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　　　　　　　・（　　　　　　　）

25 ．既製フェンス 　・ビニル被覆エキスパンドフェンス       　・樹脂塗装メッシュフェンス　仕　様 (20.2.5 ) 4 ．トイレブース
7　.防塵用塗料塗り 　材　　質　水性アクリル系樹脂塗料（※標準色　・　　　　）(表18.4.1 )～(表18.4.3 ) 5 ．合成樹脂調合 塗料の種別　　※１種　　・２種 アルミ製目隠しフェンスH=1,200  ・鋼管フェンス              ・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　パ ネ ル　 ・メラミン樹脂系化粧板　・ポリエステル樹脂系化粧板　・（　　 　　　）

　ペイント塗り(ＳＯＰ)    仕上種別   コーティング（ローラー刷毛塗り）塗装面 種別 備考 　　部　　材　 ・アルミ製　　・ステンレス製 　 ・（ 　　　     　    ）
　※鋼製市販品　　・３０組用　　・６０組用　　・１２０組用26 ．かぎ箱

   塗 布 量    主剤２回塗りとし、総塗布量は０.２５kg／㎡以上 　　附属金物　 ※ステンレス製　　・（　　　　　　　　　）※(表１８．４．１)による・木部
(19.5.2～19.5.7 )(表19.5.1～表19.5.4 ) 　　足 形 状　 ※幅木型　　・足金物型・鉄鋼面 ※(表１８．４．２)による  8．フローリング張り

27 ．敷地境界標 　種別　・A種（          程度）　　※Ｂ種塗　装 　　形　　式 　・丁番吊　　・中心吊類　　　　別 樹　種 板 厚 工 法 及 び 寸 法※(表１８．４．３)による・亜鉛めっき鋼面
※釘どめ工法※複合１種フローリング ※なら ※15  5 ．階段滑止め 　・金属製　材　種　※ステンレス製（SUS304）　　・真鍮製 (20.2.6 ) 28 ．屋外掲示板 　照明器具　※あり　　・なし・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種 ※塗装品(表18.5.1 ) ・(　             ) ・( 　　   ) ・( 　　 )12 6 ．クリヤラッカー       　　  形　式　※ビニルタイヤまたは合成ゴムタイヤ入り　　・タイヤなし複　合 ・接着工法   施　　錠　※あり　　・なし

　　　塗り(ＣＬ)        　　 幅　　　※３５　　・（         ）塗装面 種別 備考
・モルタル埋込み工法 ・無塗装品 29 ．車止め支柱 　材種　※ステンレス製（上下式鎖内蔵型）　　・（　　　　　　　　　　　　　）      　　  取付け　※接着工法　　・（　　　　　　　）・Ａ種　　　※Ｂ種　　　・木部

単　層 ・(　             ) ・( 　　   ) ・( 　　 ) ・(                 )   形状　※スプリング付き　　・スプリングなし　・磁器製　幅　　　※６０　　・（　　　　 ）
　　　ホルムアルデヒド放散量　　　※F☆☆☆☆　・（　　　　　　　）

 6 ．階段手すり 形　式 径又は幅 笠　木　受　付 備　　　　　考 　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）図示による(表18.6.1 ) 7 ．アクリル樹脂系   樹　　種　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 9．体育館用 ・40Φ～ 50Φ ※アルミ押出型材
　非水分酸形塗料塗り ・O型  接 着 剤　・酢酸ビニル系エマルション　　・エポキシ樹脂系塗装面 種別 備考 　　 フローリング張り ・（　　　　　 　　　）

　(ＮＤＡ)   表面塗装　・ポリウレタン樹脂塗料３回塗り　　・（　　　　　　　　　　　　　　） 31 ．木製家具 　家具専門メーカーの製作品とする。・Ａ種　　　※Ｂ種　　　 ・48～55 ※鋼　材・
　張り付け　・下張り板に接着剤で接着し、隠し釘と脳天釘で止める ・C型

・ ・62～65 ・（    　　　　　　 ）・Ａ種　　　※Ｂ種　　　   下張り板　・１２ｍｍ以上（木製根太）　　・１５ｍｍ以上（鋼製根太）   合板類32 ．収納・収納家具
　ホルムアルデヒド放散量　　　※F☆☆☆☆　・（　　　　　　　）

 7 ．床目地棒 　床仕上げの異なる箇所には目地棒を入れる。 (20.2.7 )   　ホルムアルデヒドの放散量　※F☆☆☆☆　　　・（　　　　　　　　） 8 ．耐候性塗料塗り (表18.7.1 )～(表18.7.3 )
　種別　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種 (表19.6.1 )   ミディアムデンシティファイバーボード（ＭＦＤ）及びパーティクルボード10 ．畳敷き 　※ステンレス製６×１２　  ・ステンレス製４×１２　　・黄銅製４×１２　　　(ＤＰ) 塗装面 種別 備考

  　ホルムアルデヒドの放散量　※F☆☆☆☆　　　・（　　　　　　　　）
11 ．せっこうボード (19.7.2 )※(表１８．７．１)による・鉄鋼面

　※福岡県黒板工事特記仕様書の項目を適用する (20.2.8 ) 8 ．黒板及びホワイト 33 ．施工中の安全管理材　種 種　別 張　り　方 厚　さ 備　　　考 　接着剤及び塗料の配布に当たっては、使用方法及び塗布量を十分に管理し、適切な乾燥 　　その他ボード
・亜鉛めっき鋼面 ※(表１８．７．２)による

・突付け・下地張 ・9.5 　・図示による　　 ボード 　　及び合板張り 　時間をとるものとする。また、施工時、施工後の通風、換気を十分に行い、室内に発散・せっこうボード
※(表１８．７．３)による・コンクリート面 ・目透し　り ・12.5 　した化学物質等を室外に放出させる。・強化せっこうボード

・継目処理工法・上張り ・15
 9 ．鏡 　縁　※なし　　・あり（　　　　　） (20.2.9 )

(表18.8.1 )～(表18.8.4 ) 9 ．つや有合成樹脂 (21.2.1 )(表21.2.1 ) 1 ．排水管　ガラス厚　※５ｍｍ　　・（　　　　　）※突付け・直張り・化粧せっこう ・トラバーチン模様 ※9.5 寸法　エマルションペイント 材　　　　　種 管形状（接合方法）管　の　種　類塗装面 種別 備考 ２１
　※450×910 ・910×910　ボード　塗り(ＥＰ－Ｇ)

※外圧管(１種)　　・　※遠心力鉄筋コンクリート管 Ｂ形（ゴム接合）・木部 ※(表１８．８．２)による
排

水

工

事

※VP ・VU ・RS-VU ・RF-VP・硬質ポリ塩化ビニル管　※図示による (20.2.10 )10 ．表示・鉄鋼面 ・Ａ種　　　※Ｂ種
・硬質ポリ塩化ビニル管継手 ・DV　　・VU継手　・下記による※(表１８．８．４)による・亜鉛めっき鋼面 ※目透し・直張り・木目模様 ※9.5 専用軽鉄下地材付き

種　　　　類 材　　　　　　　　種 寸　　　法 取　付　方　法 　※図示による (21.2.2 ) 2 ．排水桝及びふた （裏桟付）・コンクリート面 ・Ａ種　　　※Ｂ種　　　
・衝突防止表示 ・ステンレス製市販品　・(　　　　　　　　　　　　)

・無石綿けい酸 ※6　・8 タイプⅡ（無石綿）・目透し・Ａ種　　　※Ｂ種　　　・ボード面
・非常用進入口の表示 ・市販品　　　　　　　・(　　　　　　　　　　　　)

　カルシウム板 ・10 ・12
・継目処理 ・室名札 ・ステンレス製　・(　　　　　　) ・(　　　　　) ・面付　・持出し60*200アルミ・（　　　） 材 質 ・鋼製　　  ・ステンレス製　　・（　　　　　　　） (21.2.1) 3 ．グレーチングふた(表18.9.1 ) 10 ．合成樹脂

・ピクトグラフ ・ステンレス製　・(　　　　　　) ・(　　　　　) ・(　　　 　　 )・打込み・木質セメント ・硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板 ・20 ※25　エマルションペイント 形 式 ※受枠付き　・（　　　　　　　）塗装面 種別 備考 ・案内板 ・ステンレス製　・(　　　　　　) ・(　　　　　) ・(　　　 　　 )・張付け　板 ・普通木毛ｾﾒﾝﾄ板 ・30塗り(ＥＰ) 種 類 ・溝ふた用　・桝ふた用　　・かさ上げ用　　・Ｕ字溝用
・(　　　　　　　　　) ・(　　　　　　　　　　) ・(　　　　　) ・(　　　 　　 )・Ａ種　　　※Ｂ種　　　 ・敷込み 適 用 荷 重 ・歩行用　　・Ｔ－２用　　・Ｔ－６用　　・Ｔ－（　　）用
・(　　　　　　　　　) ・(　　　　　　　　　　) ・(　　　　　) ・(　　　 　　 )・ ・Ａ種　　　※Ｂ種　　　 ・繊維板 上 面 形 状 ・凹凸形　　・平形　　  　・（　　　　　）

・ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ
ﾒｲﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ ・細目　　　・普通目　  　・（　　　　　）

(表18.10.1 ) 11 ．合成樹脂
　エマルション模様塗料 塗装面 種別 備考 　ホルムアルデヒド放散量　　　※F☆☆☆☆　・（　　　　　　　）塗り(ＥＰ－Ｔ) 種 類 ・水封形　　・密閉形　　・簡易気密形　　・中蓋付密閉形 4 ．鋳鉄製マンホール11 ．煙突ライニング 　・煙突用成形ライニング材 (20.2.11 )　遮音シール材　※アクリル系シーリング材　　・ジョイントコンパウンド・Ａ種　　　※Ｂ種　　　・   　 ふた 適 用 荷 重 ・Ｔ－２用　・Ｔ－６用　　・Ｔ－（　　）用　　  最高使用温度　※６５０℃　　・（　　　　）℃・ ・Ａ種　　　※Ｂ種　　　

　・キャスタブル耐火材(19.7.2 )(19.7.3 )
　　  製造所　※監督員の承諾する製造所　・（　　　　　　　　　　　　　　）同等以上  5 ．埋戻し材料 　「標仕」表3.2.1による　※Ｂ種　　・（      ）種材　　種 表　面　の　品　質 厚　　さ 工　法(表18.11.1 ) 12 ．ウレタン樹脂

・5.5　・9　・12 ※A種生地のまま又は透明塗料塗りの場合　ワニス塗り 塗装面 種別 備考
・4.0※ラワン程度　　・(            )・普　通　合　板(ＵＣ) しな程度 工事名称 図面名称備考・木部 ・Ａ種　　　※Ｂ種　　　 ・5.5　・9　・12 ・B種不透明塗料塗りの場合 建築工事特記仕様書(3)

※しな程度　　　・( 　         )

・(  　　　　　　　　　　　　　) ・(　　　　)・天然木化粧合板 尺度 図面番号
  壁又は天井に使用する合板は、建築基準法に基づき防火材料の指定又は認定を受けたもの。

　　　ホルムアルデヒド放散量　　　※F☆☆☆☆　　・（　　　　　　　）
日付 Ａ－０３  パーティクルボード及びＭＤＦのホルムアルデヒド放散量 (19.7.2 )

　　※Ｆ☆☆☆☆　　　　　　・（　　　　　　）

行橋市消防庁舎車庫改修工事

一級建築士事務所

福岡県知事登録第1-20757号

福岡県行橋市行事８丁目８－１０

TEL 0930-26-1101　　　代表取締役　松尾　眞也

一級建築士　大臣登録第223559号

(株）エム・ビー・アイ

R02.08

ﾓﾙﾀﾙ面,ﾎﾞｰﾄﾞ面・



Ａ－０４

Ｎｏ．４　　　令和元年度版（R01.5～）

(22.3.3 )(表22.3.1 )

(22.8.2 )

(表22.4.5 )

建築工事特記仕様書(4)

図面番号

日付

尺度

図面名称工事名称

※再生密粒度アスファルト混合物（13 ）
・密粒度アスファルト混合物（13 ）
・細粒度アスファルト混合物（13 ）
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○
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○

○

○

○

○

○

○

　・適用する　　・適用しない

　※引渡しの日から１年　　・（　　　　　　　　　　）

  種別　※こうらい芝　・野芝　　・（        ）

　植込み用土　※現場発生の良質土　　・客土（厚さ・（       ）・図示）

　工法は「標仕」23.2.2.(ｄ)による。

  植込み用土（厚100）　※客土　　・現場発生の良質土

  樹名札　※図面図示による

  芝張りの工法　※図面図示による

　トラフィックペイント　JIS K 5665

　※溶触型（厚1.5）　・加熱型（厚1.0程度）

　区画線幅　※１５０　　・（　　　　　）

　・身障者用駐車場スペース表示（1500角）

　・駐車スペースナンバー表示（ 350角）

大理石のみ建築工事

ガス漏れ探知機（遮断弁連動）

ガス給湯器電線管及びボックス

ガス給湯器リモコン用ケーブル

シャワーユニット（バスユニット）

エレベーター出入口三方枠（金属製）

電気錠

ＯＡフロア用配線器具

ＴＥＮキー及び制御盤

電気錠及び通電金具

パッケージエアコン

室内機・集中リモコン間の渡り伝送線

リモコン埋込ボックス

室内機・リモコン間の配管

室内機・リモコン間の配線

室外機・室内機間の電源渡り線

室外機・室内機間の伝送線

厨房

空調用リターン

補強を要しないもの

補強を要するもの

点検口

ＯＡフロア器具取付用

建具取付

上記以外

床、壁、天井

屋外設備（架台、アンカーボルト含む）

上記開口部の補強

配電盤・制御盤の基礎

屋上

開口部
補強を要しないもの

補強を要するもの

スリーブの穴埋め（型枠の穴埋めを含む）

上記開口部の墨出し

　　端子盤等の型枠

補強を要するもの

電気関係

補強を要するもの

補強を要しないもの

　　壁・天井ボード類の切込み

軽量鉄骨下地、

　　貫通部型枠

梁、床、壁

特記した基礎

外壁面（ダクト、チャンバーの接続用含む）

補強を要しないもの

梁、床、壁

屋上設備（架台、アンカーボルト除く）

機器の基礎

　　貫通スリーブ

機械関係

排水トラップ含む

天井換気扇（ベントキャップ含む）

流し台

身障者用便所手すり

天井吊り型ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換器と操作スイッチ

小便器用節水装置制御盤以降の配管配線

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパー及び排煙口に至る配管配線

オイルサービスタンクの防油提

雨水屋外配水管

雨水竪樋

換気扇

換気扇の取付枠及びアルミパネル

排気フード

壁換気扇（ウェザーカバー含む）

天井吊り型ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換器と操作スイッチとの渡り配線

天井吊り型ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換器と操作スイッチとの渡り配管

ガスボンベ転倒防止用の鎖

機械設備自動制御と電気設備盤との電源供給

機械設備自動制御と電気設備盤との操作回路の渡り配管配線

はみ込み形洗面器用カウンター（前板共）

防火扉レリーズ

自動ドア及び電動シャッターなどの操作スイッチ間の配管配線及び操作スイッチ

天井吊り型ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換器と操作スイッチ埋込ボックス

自動ドア及び電動シャッターなどの制御部への電源供給

機械設備機器付属の制御盤と電源供給及び配管配線

機械設備機器付属の制御盤以降の配管配線（接地共）

自動ドア及び電動シャッターなどの制御部

汚水、雑配水管

避雷針の基礎　　　　（　　　　〃　　　　　）

屋外

屋内

屋内設備

ガラリ

テレビアンテナの基礎（　　　　〃　　　　　）

自家発電機の基礎　　（アンカーボルトを除く）

電極棒

空調用

自火発電用防油提

床下水槽のマンホール蓋

配線ピット及び蓋

電気配管配線

別途機器などへの接続

埋込型分電盤、

機械と十分協議
すること

すること
電気と十分協議

備　　　考空調 ガス給衛

（○印を塗りつぶしたものを適用する）

建築 電話植栽 電気工　　事　　内　　容 別途外構 昇降

　※ポリマー改良アスファルトⅠ型　・（　　　　　　　　　　　　　　　）

　厚さ　　※50　・30　

　透水性アスファルト舗装の種類

　シールコート　・行う　　※行わない

　アスファルト混合物の抽出試験　・行う　　・行わない

　種　類　・ｺﾝｸﾘｰﾄ平板舗装　・ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ舗装　・（　　　　　　　　 ）

　カラー舗装の種類

　コア採取厚さ試験　・行う　　・行わない

　シールコート　・行う　　※行わない

　アスファルト混合物の抽出試験　・行う　　・行わない

　コンクリート舗装等に使用するコンクリートは「標仕」表22.5.2による。

　加熱アスファルト混合物の種類

　※再生クラッシャランＲＣ－４０

　※行わない　　・行う

　※行わない　　・行う（※乱した土　　・乱さない土）

　盛土の種類　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

(23.3.4 )(23.3.6 )

(23.4.2 )(23.4.3 )

(23.3.3 )

(23.2.3 )(23.2.4 )

(23.2.2(e) )

(22.7.2 )

(22.7.3 )

(22.7.5 )

(22.7.6 )

(22.6.2 )(表22.6.1 )

植

栽

工

事

(22.5.6 )

(22.5.3 )

(22.4.5 )

(22.4.6 )

(22.2.5 )

(22.2.5 )

(22.2.3 )(表3.2.1 )

舗

装

工

事

　厚　さ　歩行部※６０　・(      )  車道部※８０　・(       )

　ジオテキスタイル　・適用する(60g/㎡)　　・適用しない

※加熱系混合物　　・常温系混合物　　・（　　　　　　　　）

　早強セメント　※使用しない　　・使用する

　・クラッシャランスラグＣＳ－４０

　・クラッシャランＣ－４０

　・（                                        ）

一　　般　　地　　域

 2 ．土壌改良材

 9 ．ブロック系舗装

 10 ．区画線等

 8 ．透水性舗装

 7 ．カラー舗装

 4 ．芝張り

　　 の植替え

 1 ．植栽基盤

２３

 3 ．植樹

 5 ．枯損樹木など

の配線

 1 ．路床材料

 2 ．路床土の支持力比

　　（ＣＢＲ）試験

 6 ．コンクリート舗装

 4 ．路盤材料

２２

 5 ．アスファルト舗装

 3 ．路床締固め度試験

施　工　区　分　表

備考

行橋市消防庁舎車庫改修工事

一級建築士事務所

福岡県知事登録第1-20757号

福岡県行橋市行事８丁目８－１０

TEL 0930-26-1101　　　代表取締役　松尾　眞也

一級建築士　大臣登録第223559号

(株）エム・ビー・アイ
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N

1

10

11

13

8
14

2

3

4
12

12
3

6

5

7

8

9

10

4

1

10

3

6

7

4

2
5

12

11

8

9

3

1

2

4 8

9

10

5

1

6

7

14

16

15

23

13

14 15

1

1

1

2

5

6

7

8

大橋保育所

1

福岡県行橋総合庁舎

養徳院
円成寺

火車稲荷神社

行橋局

厄疫神社
普門寺

行橋税務署

行橋中央会館

行橋市土地開発公社

行橋市役所

桜町集会所

行橋紫雲閣

行橋幼稚園

ベスト電器

センター
行橋市シルバー人材

夜間急患センター
行橋･京都休日

光徳寺

雇用促進住宅大橋宿舎

行橋南公民館

10

行橋南小

南大橋 1

南大橋 2

南大橋 3

中央 1

中央 1

行橋市図書館

行橋市中央公民館

祇園町公民館

大橋 1

亀谷山浄蓮寺

禅興寺

行橋中

11
大橋神社

大橋 1

行橋市消防本部

福岡県行橋市中央１丁目９番９号

雇用促進住宅大橋宿舎今川

今川

今川

案  内  図     Ｎｏ，Ｓｃａｌｅ

行橋警察署

延べ床面積162.24㎡

SRC造6階建て

【訓練塔】

既存建物

延べ床面積93.5㎡

RC造平屋建て

既存建物
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1
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1 2,000

2,400 3,800
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3,500
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9,700

15,000

増築部分　73.50㎡

接道長さL=101.6ｍ

X2

【車　庫】

  73.50

 576.74

  82.73

  27.04

  27.04

  27.04

  73.50

合　計

  73.50

建ぺい率　60％　/　容積率　 200％

  93.50 482.59

1404.16

2144.75

1494.40

1494.40 / 4486.64

2144.75 / 4486.64 47.80%

33.31%

消防庁舎

1205.15

 549.70

  55.69

1810.54

  27.04

  27.04

  27.04

  27.04

  27.04

  27.04

 162.24

  93.50

  93.50

  38.801281.43   95.70

1　階

2　階

3　階

4　階

5　階

6　階

計

床面積

建築面積

訓練塔

敷地面積 建ぺい率

容 積  率

4486.64

全　　体　　面　　積　　表

車　庫

消防庁舎  389.09車庫部分の面積

喫煙所

   4.97

   4.97

   4.97

車　庫

既存部分

配　置　図　S=1/300

増築部分

消防庁舎

既存小計

2071.25

1420.90

既存建物

延べ床面積1810.54㎡

RC造3階建て

行橋市役所

水
　
路

喫煙所
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5,
00
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2階部分

【消防庁舎】

消防庁舎

既存建物

訓 練  塔

防災倉庫

確認年月日

第 270号昭和 59年 8月 2日

第 270号昭和 59年 8月 2日

平成 7年 3月 2日 H06認建行土001051号

確認番号 完了検査

第 270号

第 270号
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9
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（構造上支障無し）
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製図年月日

所　　長 検　　図 作　　図
縮尺図  面  名  称

特
記
事
項

工 事 名  称

福岡県行橋市行事８丁目８－１０

福岡県知事登録第1-20757号

一級建築士　大臣登録第223559号

TEL 0930-26-1101　　　　　  　　　　　　　松尾　眞也代表取締役

一級建築士事務所(株）エム・ビー・アイ
2020年 08月

行橋市消防庁舎車庫改修工事 案内図・配置図

Ａ -05

S=1/300

面積表



A

製図年月日

所　　長 検　　図 作　　図
縮尺図 面  名  称

特
記
事
項

工 事  名  称

福岡県行橋市行事８丁目８－１０

福岡県知事登録第 1-20757号

一級建築士　大臣登録第 223559号

TEL 0930-26-1101　　　　　 　　　　　　　松尾　眞也代表取締役

一級建築士事務所(株）エム・ビー・アイ
2020年 08月

行橋市消防庁舎車庫改修工事 S=1/300求積図

Ａ-06
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7,000 7,000 7,000

21,000 7,000
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,
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7,
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0
0

2
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,
00
0

2
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,5
0
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3,
5
0
0

3
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0
0

7,000 7,000 7,000 7,000

10,0007,00028,000

62,000

7,00010,000

10,0007,000

6
6
0

庇の出

（増築部分）

（既存部分）

床面積求積図　 S=1/200

S=1/200

敷地求積図　S=1/300

A

符号

21.000 ×  3.500

面　積

73.5000

計 73.5000

床面積求積表

A

符号

21.000 ×  3.500

面　積

73.5000

計 73.5000

算　式 算　式

建築面積求積表

1　階

2　階

3　階

計

1205.15

 549.70

  55.69

1810.54

既存部分 増築部分

73.50

延床面積

73.50

1810.54 + 73.50 = 1884.04

既存部分 増築部分

1281.43 73.50

建築面積 1281.43 + 73.50 = 1354.93

消防庁舎面積表

Ｎ

1 4.34 0.68 2.9512 1.47560

2 41.78 3.18 132.8604 66.43020

3 41.78 7.01 292.8778 146.43890

4 36.72 8.47 311.0184 155.50920

5 38.68 6.46 249.8728 124.93640

6 39.51 1.53 60.4503 30.22515

7 40.84 2.81 114.7604 57.38020

8 41.24 0.70 28.8680 14.43400

9 41.60 1.09 45.3440 22.67200

10 41.78 1.00 41.7800 20.89000

11 41.82 3.45 144.2790 72.13950

12 41.96 3.88 162.8048 81.40240

13 41.96 4.65 195.1140 97.55700

14 41.82 3.82 159.7524 79.87620

15 42.00 1.06 44.5200 22.26000

16 42.57 1.92 81.7344 40.86720

17 43.13 2.06 88.8478 44.42390

18 43.30 0.81 35.0730 17.53650

19 44.34 1.83 81.1422 40.57110

20 45.16 1.67 75.4172 37.70860

21 45.54 0.66 30.0564 15.02820

22 46.76 1.44 67.3344 33.66720

23 47.43 1.05 49.8015 24.90075

24 48.63 1.21 58.8423 29.42115

25 49.54 1.03 51.0262 25.51310

26 53.37 3.99 212.9463 106.47315

27 58.19 0.56 32.5864 16.29320

28 59.47 0.59 35.0873 17.54365

29 59.70 3.09 184.4730 92.23650

30 57.30 3.26 186.7980 93.39900

31 62.39 2.53 157.8467 78.92335

32 72.81 52.12

33 62.23 3.57 222.1611 111.08055

34 64.80 1.61 104.3280 52.16400

35 72.96 4.89 356.7744 178.38720

36 73.37 5.48 402.0676 201.03380

37 73.71 3.10 228.5010 114.25050

38 73.86 6.07 448.3302 224.16510

合        計 4,486.64305

敷  地  面  積 4,486.64 m2

番号 底      辺 高      さ 倍      面      積 面          積

敷地求積表

2 41.78

3

7.01

4

36.72

8.
47 5

6.
46

6

1.
53

7

2.
81

9

11

12

41
.9
6

13

4.65

14

41
.8
2

16

18

20

22

24

26

5
3.
37

28

2959.70

30

57
.3
0

3.26

31
62.39

2.
53

32

72
.8
1

52
.1
2

33

62
.2
3

3.57

34

64
.8
0

1.61

35

72
.9
6

36

73
.3
7

37

73
.7
1

38

73
.8
6

1

49
.5
4

48
.6
3
4
7
.
43

4
6
.
76

4 5
.
5 4

4
5.
16

44
.3
4

43
.3
0
43
.
13

42
.5
7

42
.0
0

41
.8
241
.7
8

41
.6
0
41
.2
4

40
.8
4

39
.5
138

.6
8

27

8

10

0.
70

3.
45

1.06

0.81

0.66

15

17

19

21

23
25

4.
89

5.4
8

3.1
0

6.0
7

3.99
1.03

1.21
1.05

1.44

1.67

1.83

2.06
1.92

3.82

3.8
8

1.
00

1.
09

0.
68

4.
34

3
.1
8

58.19 59.47

0.
5
6

0.
5
9

3
. 0
9

3,794.8572 1,897.42860



製図年月日

所　　長 検　　図 作　　図
縮尺図 面  名  称

特
記
事
項

工  事  名  称

福岡県行橋市行事８丁目８－１０

福岡県知事登録第 1-20757号

一級建築士　大臣登録第 223559号

TEL 0930-26-1101　　　　　 　　　　　　　松尾　眞也代表取締役

一級建築士事務所(株）エム・ビー・アイ
2020年 08月

行橋市消防庁舎車庫改修工事 仕 上 表

Ａ-07

内　部　仕　上　表

工　事　概　要 外　部　仕　上　表

既存のまま

タイル張り

タイル張り

１
　
階

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

工事名称

工事場所

敷地面積

用途地域

構造規模

床面積

1階

延床面積

巾　木

外　壁

軒　樋

竪　樋

行橋市消防庁舎車庫改修工事

行橋市中央一丁目9番9号

4486.64 ㎡

都市計画地域内　　第二種住居地域　　法22条地域内

R・C造　3階建

1階増築部分　=  73.50 ㎡

2階 3階=1205.15 ㎡ = 549.70 ㎡ =  55.69 ㎡

= 1810.54 + 73.50 = 1884.04 ㎡

既存部分

増築部分

既存部分

増築部分

既存部分

増築部分

既存部分

増築部分

既存部分

増築部分ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ仕上げ

柱型：ALC版　ｱｰ50mm 仕上げ：複層塗材E

塩ビ角樋　120×120

タイル張り

硬質ポリ塩化ビニル管　75Φ（カラー）

庇

既存部分

増築部分 天井内鉄骨部分　梁・柱：耐火被覆（1時間耐火）吹付ﾛｯｸｳｰﾙｱｰ25 ＊FP060BM-9408

折版葺きH=88 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　ｱｰ0.6（ｶﾗｰ） ＊FP030RF-932630分耐火

車　庫

（既存部分）

車　庫

（増築部分）

倉　庫

計 =1810.54 ㎡

床：ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押えｴﾎﾟｷｼ系塗床t=5

既存のまま

基礎掘削部分ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装復旧
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装（既存のまま）

ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ仕上げ 柱型：ALC版　ｱｰ50mm 仕上げ：複層塗材E
（耐火被覆・1時間）

3.280

既存のまま
可とう型改装塗材E （下地調整）

木毛ｾﾒﾝﾄ板t=30打込み　白ｾﾒﾝﾄ吹付
（既存のまま）

ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ仕上げ

既存のまま

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し　吹付ﾀｲﾙ 木毛ｾﾒﾝﾄ板t=30打込み　白ｾﾒﾝﾄ吹付

既存のまま

2.700ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ仕上げ　H=200

床：ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押えｴﾎﾟｷｼ系塗床t=5
＊水洗い（10～15Mpa）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し　吹付ﾀｲﾙ
＊水洗い（10～15Mpa）

倉　庫

（車庫側）

改修前

改修後 既存のまま ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ仕上げ　H=200

石膏ボードｱｰ12.5　E,P

木毛ｾﾒﾝﾄ板t=30打込み　白ｾﾒﾝﾄ吹付

既存のまま

＊不燃NM-8619

ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板t=12

床：ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押えｴﾎﾟｷｼ系塗床t=5

＊FP120CN-9405

強化石膏ボードｱｰ15.0　E,P

階 室　名 床 巾　木 腰 壁 天　井 天井髙 備　考

化粧石膏ボードｱｰ9.5（軽鉄下地）＊不燃NM-1864

軽量鉄骨壁下地W=100 可とう型改装塗材E
＊不燃NM-8615

（軽天下地）
＊不燃NM-8599

捨貼り石膏ボードｱｰ9.5

（1時間耐火） ＊FP060CN-9405
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１階　改修前平面図　S=1/100

食堂

光庭

更衣室

講堂

前室

洗濯

乾燥

洗面

UP

機械室

指令室

ホール

仮眠室

タンク車

L=7,500

W=2,200

H=2,850

オイルタンク

　（地下）

ホール

踏込

湯沸

休養室

消防隊仮眠室

救急隊仮眠室 倉庫

風除室 下足室

光庭

浴室

脱衣

待機室

男子便所

厨房

車庫車庫

棚

棚

棚

棚撤去（ｼｬｯﾀｰ含む）

棚撤去（ｼｬｯﾀｰ含む）

（増築部分）

棚：既存のまま

防火設備戸
（既存のまま）

防火設備戸
（既存のまま）

防火設備戸
（既存のまま）

防火設備戸
（既存のまま）

2,730

喫煙所

4.97㎡

喫煙所一時撤去（移設）

製図年月日

所　　長 検　　図 作　　図
縮尺図  面  名  称

S=1/100

特
記
事
項

工 事  名  称

福岡県行橋市行事８丁目８－１０

福岡県知事登録第1-20757号

一級建築士　大臣登録第223559号

TEL 0930-26-1101　　　　　  　　　　　　　松尾　眞也代表取締役

一級建築士事務所(株）エム・ビー・アイ
2020年 08月

行橋市消防庁舎車庫改修工事 改 修 前

1 階 平 面 図
Ａ -08



製図年月日

所　　長 検　　図 作　　図
縮尺図 面  名  称

S=1/100

特
記
事
項

工  事  名  称

福岡県行橋市行事８丁目８－１０

福岡県知事登録第 1-20757号

一級建築士　大臣登録第 223559号

TEL 0930-26-1101　　　　　 　　　　　　　松尾　眞也代表取締役

一級建築士事務所(株）エム・ビー・アイ
2020年 08月

行橋市消防庁舎車庫改修工事
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改 修 前

2 階 平 面 図

陸屋根

倉庫 湯沸

陸屋根

吹抜 吹抜

廊下

庇

EPS

UP

DN

PS

DS

消防長室

通路

更衣室

男子

吹抜

空調機械室

前室

PSSK

女子便所 男子便所

更衣室

女子
防災資料室応接室消防次長室書庫（閲覧室）

会議室 事務室

ホール

陸屋根

Ｘ ９ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ １２Ｘ ３４５６Ｘ ７８

10,0007,00028,000

62,000

7,00010,000

7,000 7,000 7,000 7,000

2階　改修前平面図　S=1/100

庇

1
,
5
0
0

Ａ -09

陸屋根

陸屋根
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10,000 7,000

7,000 7,000 7,000

21,000

消防隊仮眠室

食堂

浴室

光庭

更衣室

講堂

ホール

風除室 下足室

倉庫
厨房

脱衣

前室

救急隊仮眠室

洗面

UP

機械室

指令室

ホール

仮眠室

S=1/100１階　改　修　後　平　面　図

防火設備戸（常閉）

W=1.520×H=2.000

防火設備戸（常閉）

W=1.520×H=2.000

防火設備戸（常閉）

W=1.520×H=2.000

防火設備戸（常閉）

W=1.520×H=2.000
W=1.520×H=2.000
防火設備戸（常閉）

洗濯

乾燥

男子便所

女子便所

車庫増築部分　 73.50㎡

既存車庫部分　315.59㎡

合計　389.09㎡

光庭

車庫

棚

待機室

踏込

湯沸

休養室

増築部分

2,730

喫煙所

4.97㎡1
,
8
2
0

1
0
0

7,000 7,0007,0007,000

別棟 3,
00
0

延
焼
ラ
イ
ン
3.0ｍ

延焼ライン3.0ｍ
AW

1

AW

1

2

AD

防火設備戸

防火設備戸
（網入り型板硝子アー6.8）

（網入り型板硝子アー6.8） 防火設備戸

（網入り磨き板硝子アー6.8）

及び防火区画（1,500㎡）

用途区画

用途区画 及び防火区画（ 1,500㎡）

花壇

花壇

土間コンクリート増設

外壁パネル増設（不燃材料）

1,550

1

AD

2
,
6
6
0

2
,
0
0
0

5
6
0

1
0
0

1 ,310

620 620

70

6
0
0

1

AW AW

2

2,540

800 800 800

70 70

1
,
7
0
0

7
9
5

7
9
5

1
1
0

床面積

車　庫

延べ床面積　1810.54㎡　-　車庫部分　315.59㎡　 =1494.95㎡

倉庫

50
0

3
,
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0
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▽
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1
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,
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3
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2
5 1 ,000

庇の出

6
6
0

1,200 1,200

20,225

製図年月日

所　　長 検　　図 作　　図
縮尺図 面  名  称

S=1/100

特
記
事
項

工 事 名  称

福岡県行橋市行事８丁目８－１０

福岡県知事登録第1-20757号

一級建築士　大臣登録第223559号

TEL 0930-26-1101　　　　　 　　　　　　　松尾　眞也代表取締役

一級建築士事務所(株）エム・ビー・アイ
2020年 08月

行橋市消防庁舎車庫改修工事
1 階 平 面 図

改 修 後

Ａ -10



開口部

21,000

製図年月日

所　　長 検　　図 作　　図
縮尺図 面  名  称

S=1/100

特
記
事
項

工  事  名  称

福岡県行橋市行事８丁目８－１０

福岡県知事登録第 1-20757号

一級建築士　大臣登録第 223559号

TEL 0930-26-1101　　　　　 　　　　　　　松尾　眞也代表取締役

一級建築士事務所(株）エム・ビー・アイ
2020年 08月

行橋市消防庁舎車庫改修工事

開口部 開口部 開口部 開口部

開口部

改　修　前

改 修 前 ・ 後

立 面 図

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

62,000

10,000 7,000 7,000 7,000 10,00021,000

7,000 7,000 7,000

Y5 Y6

開口部

3,500

1,500 2,000

Y5Y6

3,500

1,500

1,500 2,000

開口部

北側立面図　S=1/100 東側立面図　S=1/100西側立面図　S=1/100

A
A

A

B

A

B C

A

A

A

A

A

A

A

A
DD

D

A A A A

DDD D

A

A

D

符号

A

B

C

符号

ｼｮｯｸｺｰﾅｰ　 90× 90　 L=2.000

仕上げ仕上げ

柱型・外壁・庇： ﾀｲﾙ張り

庇： SUSｱｰ1.5　曲げ加工（H.L仕上げ）

庇天井：軒天用ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板ｱｰ12

開口部

開口部

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

62,000

10,000 7,000 7,000 7,000 10,000

7,000 7,000 7,000

Y5 Y6

開口部

3,500

1,500 2,000

Y5Y6

3,500

1,500

1,500 2,000

北側立面図　S=1/100 東側立面図　S=1/100西側立面図　S=1/100

A

A

C

A

A

A

A

A

AA
D

D

A A

D D

A

A

（増築部分）

（増築部分）（増築部分）

開口部開口部開口部

DD

E

D

F
F

H

E

F

D

A

G

J

H

H

F

Ａ -11

改　修　後

I I

J
C

J

I

D

符号

A

B

C

符号 仕上げ仕上げ

E

F

ｼｮｯｸｺｰﾅｰ　 90× 90　 L=2.000
柱型・外壁・庇：ﾀｲﾙ張り（既存のまま）

庇： SUSｱｰ1.5　曲げ加工（H.L仕上げ）既存のまま

増築部分天井： ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板ｱｰ12
庇天井：軒天用ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板ｱｰ12　既存のまま

（軽天下地）

符号 仕上げ

G

H

I

屋根：折版葺き H=88 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　ｱｰ0.6（ ｶﾗｰ）
（30分耐火）

柱型：ALC版　ｱｰ50mm 仕上げ：複層塗材E

壁： ALC版　 ｱｰ50mm 仕上げ：複層塗材E

幅木： ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ仕上げ

竪樋：硬質ﾎﾟﾘ塩化 ﾋﾞﾆﾙ管（ ｶﾗｰ）

（耐火被覆・1時間）

＊ FP030RF-9326

増築部分　 4ヶ所新設

符号

J

仕上げ

軒樋：塩ビ角樋　120× 120



製図年月日

所　　長 検　　図 作　　図
縮尺図 面  名  称

特
記
事
項

工  事  名  称

福岡県行橋市行事８丁目８－１０

福岡県知事登録第 1-20757号

一級建築士　大臣登録第 223559号

TEL 0930-26-1101　　　　　 　　　　　　　松尾　眞也代表取締役

一級建築士事務所(株）エム・ビー・アイ
2020年 08月

行橋市消防庁舎車庫改修工事 S=1/30
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梁型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し　吹付ﾀｲﾙ

壁： ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し　吹付 ﾀｲﾙ

柱型： ﾀｲﾙ張り

柱型・外壁：ﾀｲﾙ張り

床：ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押えｴﾎﾟｷｼ系塗床t=5

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し　吹付ﾀｲﾙ

庇：ﾀｲﾙ張り

軒天： ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板 t=12

壁・天井：ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し　吹付ﾀｲﾙ

塩ビ ﾏｯﾄ　 750× 1500

天井：木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=30打込み　白ｾﾒﾝﾄ吹付

壁： ﾀｲﾙ張り
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Ａ -12

矩 形 図

改 修 前
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製 図年月日

所　　長 検　　図 作　　図
縮尺図  面  名  称

特
記
事
項

工 事 名  称

福岡県行橋市行事８丁目８－１０

福岡県知事登録第1-20757号

一級建築士　大臣登録第223559号

TEL 0930-26-1101　　　　　  　　　　　　　松尾　眞也代表取締役

一級建築士事務所(株）エム・ビー・アイ
2020年 08月

行橋市消防庁舎車庫改修工事 矩 形 図 S=1/30

改 修 後
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2,000

屋根：折版葺きH=88

壁：ALC版　ｱｰ50mm
仕上げ：複層塗材E

E.P.J
ｱﾙﾐ製

水切り：ｱﾙﾐ製　150× 25

軒先：化粧ﾌﾚｰﾑ
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,
7
0
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5
0

外壁： ﾀｲﾙ張り

（既存のまま）

（増築部分）

柱型：ﾀｲﾙ張り

（既存のまま）
軒天： ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板 t=12

壁： ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し　吹付ﾀｲﾙ

梁型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し　吹付 ﾀｲﾙ

（既存のまま）

床：ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押えｴﾎﾟｷｼ系塗床 t=5

壁：可とう型改装塗材E

（下地調整）

（既存のまま）

床：ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押え ｴﾎﾟｷｼ系塗床 t=5

天井：木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=30打込み　白 ｾﾒﾝﾄ吹付
（既存のまま）

車　庫

550

防火設備戸

塩ビﾏｯﾄ　 750× 1500

（既存のまま）

（既存のまま）

5
0

250

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　 ｱｰ0.6（ ｶﾗｰ）
（ 30分耐火）

壁・天井：可とう型改装塗材 E
（下地調整）

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装（既存のまま）

基礎掘削部分ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装復旧

（2.500× 2.500）

捨貼り石膏ボードｱｰ9.5

天井：ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板t=12

（軽天下地）

（既存のまま）

開口部

軽量鉄骨壁下地 W=100

壁：石膏ボードｱｰ12.5　 E,P

2
,
1
0
0

梁・柱：耐火被覆（1時間耐火）
吹付ﾛｯｸｳｰﾙｱｰ25

片引き軽量 ﾊﾝｶﾞｰﾄﾞｱｰ

8
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6050

X7X4

5
0

50

100

ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｹﾗﾊﾞ水切り

天井：ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板t=12

（軽天下地）

捨貼り石膏ボード ｱｰ9.5

屋根：折版葺きH=88

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　ｱｰ0.6（ ｶﾗｰ）

ｹﾗﾊﾞ水切り

▼G.L

ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　ｱｰ0.6

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　 ｱｰ0.6

ｹﾗﾊﾞ包み ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　ｱｰ0.6

500

460

竪樋：硬質ﾎﾟﾘ塩化 ﾋﾞﾆﾙ管（ｶﾗｰ）

（軟質塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂）

ｼｮｯｸｶﾞｰﾄﾞ　 90× 90　 L=2.0ｍ

（差筋ｱﾝｶｰD10＠ 400）
ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ仕上げ（両面）

4
2
0

軒 樋：塩ビ角樋　120× 120

幅木： ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ仕上げ

柱
芯

柱
芯

既存側溝

（既存のまま）

△

△

（4周）

E.P.J： ｱﾙﾐ製
天井：化粧石膏ボード ｱｰ9.5（軽鉄下地） 壁：強化石膏ボードｱｰ15.0　 E,P

Ａ -13
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巾木： ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎 H=200　 W=150
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（耐火被覆・1時間）

仕上げ：複層塗材E

柱型： ALC版　 ｱｰ50mm
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庇 ： ﾀｲﾙ張り

（既存のまま）

ﾀｲﾙ一部撤去
溝ﾊﾂﾘ補修
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（増築部分）
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引残し

戸袋W=1025W=1110

2135

（既存のまま）
塩ビ ﾏｯﾄ　 750× 1500

倉　庫

通信司令室

通信機械室
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SD
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ﾀﾞｸﾄｽﾍﾟｰｽﾀﾞｸﾄｽﾍﾟｰｽ
（既存のまま）（既存のまま）

柱型： ALC版　ｱｰ50mm

仕上げ：複層塗材 E

柱型：ALC版　 ｱｰ50mm

仕上げ：複層塗材E
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柱型： ﾀｲﾙ張り

（既存のまま）

柱型： ﾀｲﾙ張り

（既存のまま）

柱型：ﾀｲﾙ張り

（既存のまま）

柱型：ﾀｲﾙ張り

（既存のまま）

4
7
0

（軽鉄間仕切り W=100）

（軽鉄間仕切りW=100） 壁：石膏ボード ｱｰ12.5　 E,P

床： ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押えｴﾎﾟｷｼ系塗床t=5
（既存のまま）

床： ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押え ｴﾎﾟｷｼ系塗床t=5
（既存のまま）

改修後平面詳細図　S=1/50

壁：可とう型改装塗材E

壁：可とう型改装塗材 E

＊水洗い（10～ 15Mpa）

壁：石膏ボードｱｰ12.5　 E,P
＊水洗い（10～ 15Mpa）

1

金物・その他

硝　子

仕　上

材　質

見　込

型　式

寸　法

形　状

記号・位置・数量
SD

倉　庫 4ヶ所

ｽﾁｰﾙ製軽量 ﾊﾝｶﾞｰﾄﾞｱｰ（額入り）

100

ｽﾁｰﾙ製

両面化粧鋼板

金物一式・引き棒（ｽﾃﾝﾚｽ製 H.L）・鎌錠

建　具　表

既存側溝（ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋）
（既存のまま）

既存側溝（ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋）
（既存のまま）

既存側溝（ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋）

（既存のまま）

片引き軽量ﾊﾝｶﾞｰﾄﾞｱｰ片引き軽量ﾊﾝｶﾞｰﾄﾞｱｰ片引き軽量ﾊﾝｶﾞｰﾄﾞｱｰ

片引き軽量ﾊﾝｶﾞｰﾄﾞｱｰ

P.S

棚：既存のまま

（下地調整）

（下地調整）

20,175
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Ｄ 展開方向
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175 175
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5
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1
7
5

防火設備戸
（既存のまま）

防火設備戸
（既存のまま）

防火設備戸
（既存のまま）

防火設備戸
（既存のまま）

戸袋なし

SD

1

SD

1

SD

1
壁：石膏ボードｱｰ12.5　 E,P

600

50
0

15
0

塩ビ ﾏｯﾄ　 750× 1500
（既存のまま）

塩ビ ﾏｯﾄ　 750× 1500
（既存のまま）

＊水洗い（ 10～ 15Mpa）

基礎掘削後 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装復旧（A-5-10）

（ 3.200× 3.200） （ 3.200× 3.200）

基礎掘削後ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装復旧（A-5-10）

20,175

舗装 ｶｯﾀｰ入れ舗装ｶｯﾀｰ入れ

壁：強化石膏ボードｱｰ15.0　 E,P

壁：強化石膏ボード ｱｰ15.0　 E,P

網入り磨き板硝子　6.8ｍｍ

製図年月日

所　　長 検　　図 作　　図
縮尺図 面  名  称

特
記
事
項

工  事  名  称

福岡県行橋市行事８丁目８－１０

福岡県知事登録第 1-20757号

一級建築士　大臣登録第 223559号

TEL 0930-26-1101　　　　　 　　　　　　　松尾　眞也代表取締役

一級建築士事務所(株）エム・ビー・アイ
2020年 08月

行橋市消防庁舎車庫改修工事
平 面 詳 細 図

S=1/50
改 修 後

建 具 表 Ａ-14
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0
0

製図年月日

所　　長 検　　図 作　　図
縮尺図 面  名  称

特
記
事
項

工  事  名  称

福岡県行橋市行事８丁目８－１０

福岡県知事登録第 1-20757号

一級建築士　大臣登録第 223559号

TEL 0930-26-1101　　　　　 　　　　　　　松尾　眞也代表取締役

一級建築士事務所(株）エム・ビー・アイ
2020年 08月

行橋市消防庁舎車庫改修工事 展 開 図 S=1/50
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D　面

3,2251,000 20,175
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X4X5X6X7

SD

1

SD

1

SD

1

A　面

1,00020,175

6,0007,000

X4 X5 X6 X7

C　面

（既存のまま）

防火設備戸

（既存のまま）

防火設備戸

（既存のまま）

防火設備戸

7,000 175

175 7,000

倉庫内展開図

倉庫展開図（車庫側）

倉庫

天井：化粧石膏ボードｱｰ9.5（軽鉄下地）

床：ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押えｴﾎﾟｷｼ系塗床t=5
（既存のまま）

片引き ｽﾁｰﾙ製軽量ﾊﾝｶﾞｰﾄﾞｱｰ 片引きｽﾁｰﾙ製軽量 ﾊﾝｶﾞｰﾄﾞｱｰ片引き ｽﾁｰﾙ製軽量ﾊﾝｶﾞｰﾄﾞｱｰ

巾木： ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ仕上げ

天井：化粧石膏ボードｱｰ9.5（軽鉄下地）

天井：化粧石膏ボードｱｰ9.5
（軽鉄下地）

床： ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押え ｴﾎﾟｷｼ系塗床t=5
（既存のまま）

壁：可とう型改装塗材 E
（下地調整）

＊水洗い（10～ 15Mpa）

塩ビﾏｯﾄ　 750× 1500
（既存のまま）

壁：既存のまま

天井・梁型：既存のまま

天井：化粧石膏ボード ｱｰ9.5
（軽鉄下地）

壁：可とう型改装塗材E
（下地調整）

片引きｽﾁｰﾙ製軽量ﾊﾝｶﾞｰﾄﾞｱｰ

巾木：ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ仕上げ

＊水洗い（10～ 15Mpa）

床：ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押えｴﾎﾟｷｼ系塗床t=5
（既存のまま）＊水洗い（10～ 15Mpa）

壁：可とう型改装塗材E
（下地調整）＊水洗い（10～ 15Mpa）

防火設備戸
（既存のまま）

防火設備戸
（既存のまま）

（既存のまま）＊水洗い（10～ 15Mpa）
床：ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押えｴﾎﾟｷｼ系塗床t=5

軽量鉄骨壁下地W=100

軽量鉄骨壁下地W=100

軽量鉄骨壁下地W=100

軽量鉄骨壁下地W=100

倉庫

天井・梁型：既存のまま

1,00020,175

6,0007,000

X4 X5 X6 X7

C　面

175 7,000

3,600

175

Y4Y5

3,225

4
,
2
0
0

片引きｽﾁｰﾙ製軽量 ﾊﾝｶﾞｰﾄﾞｱｰ 片引きｽﾁｰﾙ製軽量ﾊﾝｶﾞｰﾄﾞｱｰ片引きｽﾁｰﾙ製軽量 ﾊﾝｶﾞｰﾄﾞｱｰ 開口部

天井・梁型：既存のまま

天井・梁型：既存のまま

巾木： ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ仕上げ

片引きｽﾁｰﾙ製軽量 ﾊﾝｶﾞｰﾄﾞｱｰ

床：ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押え ｴﾎﾟｷｼ系塗床 t=5
（既存のまま）

床：ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押え ｴﾎﾟｷｼ系塗床 t=5
（既存のまま）

（軽量鉄骨壁下地 W=100） （軽量鉄骨壁下地W=100）

天井・梁型：既存のまま
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壁：石膏ボードｱｰ12.5　 E,P

壁：石膏ボードｱｰ12.5　 E,P
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壁：強化石膏ボードｱｰ15.0　 E,P
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行橋市消防庁舎車庫改修工事 天 井 伏 図

屋 根 伏 図

改　修　後

改　修　前
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天井伏図　S=1/100
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屋根伏図　S=1/100

天井伏図　S=1/100
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天井仕上表 屋根仕上表
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F

軒天：ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板　 ｱｰ12（軽天下地）

梁型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し　吹付 ﾀｲﾙ

天井：木毛セメントt=30打込み　白 ｾﾒﾝﾄ吹付

水切り： ｽﾃﾝﾚｽ（ SUS304）曲加工　H.L仕上げ

天井： ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し　吹付ﾀｲﾙ

C

庇： ﾀｲﾙ張り

屋根：ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水

A

B

C

D

E

A

B

天井仕上表 屋根仕上表

C

軒天：ﾛｯｸｳｰﾙ吸音板　 ｱｰ12（軽天下地）

A

A

E.P.J ｱﾙﾐ製

水切り：ｱﾙﾐ製

F

軒裏：折版葺きH=88

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　ｱｰ0.6（ ｶﾗｰ）

梁型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し　吹付 ﾀｲﾙ（既存のまま）

天井：木毛セメントt=30打込み　白 ｾﾒﾝﾄ吹付（既存のまま）

水切り： ｽﾃﾝﾚｽ（ SUS304）曲加工　H.L仕上げ（既存のまま）

＊水洗い（10～ 15Mpa）

C

庇： ﾀｲﾙ張り（既存のまま）

軒裏：折版葺きH=88 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　ｱｰ0.6（ ｶﾗｰ） （30分耐火）

B

E.P.J E.P.J

屋根：ｱｽﾌｧﾙﾄ防水　軽量ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押え（既存のまま）

（既存のまま）

7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000

*天井点検口　450角

位置は現場監督員と協議の上決定する事。

C C C C C C

天井：可とう型改装塗材 E （下地調整）

天井：化粧石膏ボードｱｰ9.5　（軽天下地）

Ａ-16

屋根伏図　S=1/100
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S=1/100１階　改　修　後　平　面　図
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7,000 7,000 7,000

21,000

消防隊仮眠室

食堂

浴室

光庭

更衣室

講堂

ホール

風除室

湯沸

踏込

休養室

オイルタンク

　（地下）

下足室

倉庫
厨房

脱衣

前室

救急隊仮眠室

洗面

UP

機械室

指令室

ホール

仮眠室

タンク車

防火設備戸（常閉）
W=1.520×H=2.000

防火設備戸（常閉）
W=1.520×H=2.000

防火設備戸（常閉）
W=1.520×H=2.000

防火設備戸（常閉）
W=1.520×H=2.000

W=1.520×H=2.000
防火設備戸（常閉）

洗濯

乾燥

男子便所

女子便所

L=7,500

W=2,200

H=2,850

及び防火区画（1,500㎡）

用途区画 倉庫

増築部分

光庭

▽ ▽▽

▽

庇の出

車庫

1,200

棚

待機室

A1

1.20m

平均深さ:970

三槽シンク

洗濯機パン

A1

A1A2A2A3

0.74m

A1 A1A1A2A2A3

9
00

1
,6

1
2
.9

4
4
0

440 25,431.4 1,528.614,050

1

新設器具名称

三槽シンク

洗濯機パン

参考型番 数量

1

1

備考

BS-187 W1800*D750

PWP900N2W

横引きトラップ PJ2008NW

下部嵩上げ(100mm程度)

別途工事

別途工事

蓋

2

3

鋳鉄製防護ふた

鋳鉄製防護ふた

鋳鉄製防護ふた

A3

A2

100φ-200φ 90Y

100φ-200φ ST

1樹脂製小口径桝

樹脂製小口径桝

数量

100φ-200φ 90L

形状(管径・桝径・ﾀｲﾌﾟ)

A1

記号

樹脂製小口径桝

名　　称

0.1×2×10.00

0.57×0.10×10.00

300×300×2000

0.30×0.05×10.00

数　量

2.00m2

0.57m3

10.00m

5枚

0.15m3

備　　考

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ ﾎﾞﾙﾄ固定

種　別

基礎型枠

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

自由勾配側溝

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

算　　式

既設雨水枡に接続
ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ付き自由勾配側溝T-25

滑り止めｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ付き自由勾配側溝(T-25)新設

舗装撤去復旧範囲

既設側溝

既設雨水桝に接続

(t=100)

(t=100)
砕石敷き

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

(t=50)
ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

自由勾配側溝(300×300)数量表 10.0m当り

自由勾配側溝詳細図　S=1:20

既設側溝に接続
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0
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1 階 平 面 図

改 修 後行橋消防庁舎車庫改修工事
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製図年月日

所　　長 検　　図 作　　図
縮尺図 面  名  称
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福岡県行橋市行事８丁目８－１０

福岡県知事登録第 1-20757号

一級建築士　大臣登録第 223559号

TEL 0930-26-1101　　　　　 　　　　　　　松尾　眞也代表取締役

一級建築士事務所(株）エム・ビー・アイ
2020年 08月

行橋市消防庁舎車庫改修工事

□

構　造　設　計　標　準　仕　様

(５) 主要用途

基礎、基礎梁

５．鉄筋コンクリート工事 ６．鉄骨工事

適用は　　印を記入する。
(１) コンクリート (１) 鉄骨工事は指示のない限り下記による

１．建築物の構造内容 ３．地　　盤

(１) 工事名称 (１) 地盤調査資料

□有　（□敷地内　□近隣）　□ボーリング調査　□平板戴荷試験　□スウェ－デン式
サウンディング試験 (２) 工事監理者の承認を必要とするもの

□無　（調査予定　　□有　　□無）(２) 工事種別　□新築　　 増築　　　□増改築　　　□改築

(２) 地盤調査計画(３) 構造種別

□ボーリング調査　　□静的貫入試験　　□標準貫入試験　　□水平地盤反力係数の測定□木造（Ｗ）　　□補強コンクリートブロック造（ＣＢ）　　□鉄骨造（Ｓ）

□土質試験　　　　　□物理探査　　　　□平板戴荷試験　　□□鉄筋コンクリート造（ＲＣ）　　　　　□壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

□鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）　　□壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

□プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）　　□

(４) 階　数
敷地内○調査地盤標準貫入試験深度 Ｎ値土質

20 30 40 50 6010

(６) 屋上付属物

○位置図
□煙　突　　　□キュービクル　　　　　□　　　　　　　□

(７) 増築計画　□有（　　　　　　　　　　　　　　　　）　　□無

(８) 付帯工事 

□門塀　　　□擁壁　　　　□　　　　　　□　　　　　　□

(９) 特別な荷重 
検査率又は検査数

検査箇所 検査方法 備　考
社　内 第三者 工事監理者

％ ％ ％
□突合せ溶接部 超音波探傷試験 100 30個 個 個

(10) その他 ％ ％ ％100 30□ 外観（目視）検査○支持地盤、地層及び深さに
(２) 鉄　筋

　ついてのコメント 個 個 個□ マクロ試験・その他
２．使用構造材料

(１) コンクリート 

注）　現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。

○孔内水位
　　日本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

○近隣データの調査地番と

　設計地番とは約　ｍの距離

　がある

○備　考
(２) コンクリートプロック（ＣＢ） 

□Ａ種　　□Ｂ種　　□Ｃ種　　厚□１００　　□１２０　　□１５０　　□１９０

(３) 鉄　筋 
種　類 径 使用箇所 継手工法

□重ね継手
４．地業工事

　　錆止めペイントを使用し２回塗りとする。異形鉄筋

□特殊継手丸　　鋼
（　　　　　　　　）

種類溶接金網 せ　き　板 支　　　柱
部

位 基礎、はり側、柱、壁 スラブ下、はり下 スラブ下 はり下
(４) 鉄　骨

セメント 早強ポルト種　類 使用箇所 現場溶接 備　考 早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト 普通ポルトの種類存
ランドセメント

ランドセメント置 ランドセメントランドセメントランドセメントランドセメントランドセメント□有　　□無
普通ポルト期
ランドセメント間 高炉セメント 高炉セメント 高炉セメント□有　　□無

の 高炉セメント平 Ａ種 Ａ種 Ａ種
均 Ａ種□有　　□無

シリカセメント シリカセメント シリカセメント気 シリカセメント
Ａ種 Ａ種 Ａ種温□有　　□無 Ａ種

□有　　□無 ２ ３ ４ ６ ８ １７ ２８15℃以上

３ ５ ６ １０ １２ ２５ ２８5-15℃
コ
ン
ク
リ

ー
ト

の
材
令
(
日
)

5℃未満 ５ ８ １０ １６ １５ ２８ ２８

設計基準強度の
コンクリート(５) ボルト 設計基準強度の５０％５N/mm2
の圧縮強度 ８５％ １００％

注）１　片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材またはこれに代わるものを置く。

別紙参照

□有　　□無

□有　　□無

基礎関係

７．設備関係

８．その他

　　 建築場所

適用箇所 種　類 スランプ(cm) 備　考
Fc (N/mm )

捨コンクリート 普通

普通

普通

（　気温により補正値を考慮　）

１８

設計基準強度は、構造体強度補正値を考慮し、設計監理者に承認をえること。

基礎関係

建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は、腐朽のおそれが無いのものとすること。

煙突の屋上突出部の高さは、レンガ造、石造、コンクリートブロック造又は、無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けた
ものを除き、90㎝以下とすること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5㎝以上とした鉄筋コンクリートブ造または厚さが25㎝以上の
無筋コンクリート造、レンガ造、石造もしくはコンクリートブロック造とすること。

満水時の質量が15ｋｇを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成12年建設省告示
第1388号第5に規定する構造方法によること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等　有効な管の損傷防止の為の措置を
講ずること。

管に伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可橈継手を設ける等有効な損傷
防止の為の措置を講ずること。

3倍以上かつ5cm以上を原則とする。

管を支持し、または固定する場合においては、吊金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び衝撃の緩和の為の
措置を講ずること。

法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては、建設省
告示1389号により、風圧並びに地震その他震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とする。

土間コンクリート

Ｄ１９以上

Ｄ１６ 以下

Ｄ１９以上

Ｄ１６以下

建築物に設ける給水、排水、その他の配管設備は、

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持

Ｗ／Ｃ＝57％以下

Ｗ／Ｃ＝57％以下

3or6

(１) 直接基礎

２１

□ガス圧接継手

□ SN400

□ SS400　　□ SM400A.B

□ STKR400  □ STK400

□ BCR295

□ SM490C □ SN490C

□ SN490B

□ SSC400

施工に関してはＪＡＳＳ５による。

(４) ボーリング標準貫入値、土質構成（基礎、杭の位置を明記すること）

(３) 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある

□　コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし、施工に関してはＪＡＳＳ５による。

□　セメントは、ＪＩＳ　Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。

□　調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

□　寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、

　　養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

□　フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センター

　　の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに

　　撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。

　　測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一材料

　　から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

□　構造体コンクリート現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）は、現場水中養生、

　　または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

　　また、打ち込み量が１５０㎡をこえる場合は、１５０㎡ごとまたは、その端数ごとに一回を標準

　　とする。一回に採取する供試体は適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。

　　なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を

□　ポンプ打コンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリートの自由落

　　下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。　ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送

　　技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。　なお、打ち込み継続中における打継ぎ

　　時間間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１５０分、２５℃以上の場合は、１２０分以内

　　とする。

□　ＦＣ２７N/mm2以上を使用した場合、混和剤は高性能ＡＥ減水剤を使用のこと。

□　居室を有する１階スラブは、不透水性混和剤入コンクリートとする。

□　鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。

□　鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手重ね長さ、定着長さは

　　「鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)(2)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)(2)」

　　による。

□　柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、□Ｈ型（タガ型）　□Ｗ型（溶接型）　

□　Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ１９以上）をガス圧接とする場合は、

□　ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと（２００箇所を越える

　　ときは、２００箇所ごと）に１回行い、１回の試験は３本以上とする。

　　外観検査　□有　□無、引張試験　□有　□無、超音波探傷試験　□有　□無　

　　□Ｓ型（スパイラル型）とする。

□　コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要綱」

　　第４条の試験機関で行うこと。

　　　　試験機関名

　　　　代行業者名

　　代行業者名とは、試験、検査に伴う業務を代行する者を言う。

(３) 型　枠

□　型枠存置期間

注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。

　　　　また、その他のはりの場合も原則として行わない。

注）３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打後とする。

注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終わってから、スラブを行う。

　　　　一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

注）６　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

□　日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

□　鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

□　

□製作工場　　　□製作要領書　　　□工作図　　　□施工計画書

□材料規格証明書または試験成績書

　　□鋼材　　□高力ボルト　　□特殊ボルト　　□スタッドボルト

□社内検査表　　　　　□　　　　　　　　　　　□

（□印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

□現寸検査　　　　　□組立・開先検査　　　　　□製品検査

□建方検査　　　　　□　　　　　　　　　　　　□

□東京都アーク溶接工事管理基準（建築構造設計指針第１２章）

□鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱（建築構造設計指針第１２章）

□日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ.Ⅱ.Ⅲ.Ⅳ.Ⅴ.Ⅵ.Ⅶ.Ⅷ.Ⅸ」

(３) 工事監理者が行う検査項目

(４) 接合部の溶接は下記によること

(５) 接合部の検査

□溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

第三者検査機関名

□高力ボルトは「ＪＩＳ　Ｂ１１８６の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮などを

　　座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け等を用いて除去した後、屋外

　　に自然放置して発生した赤さび状態であること。ただし、ショットブラスト、グリッドブラ

　　ストによる処理で表面あらさが５０Ｓ以上である場合は、赤さびは発生しないままでよい。

□　高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順序は部材が

　　十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締めとする。

　　締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

(６) 防錆塗装

□　防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。

　　錆止めペイントは、ＪＩＳ　Ｋ５６７４、２回塗りを標準とする。

□　現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工事塗装と同じ

(７) 耐火被覆の材料

□

□　特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。　設ける場合は設計者の承認を得ること。

□　設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

□　床スラブ内に設備配管等を埋込む場合は、スラブ厚さの１／３以下とし、管の間隔を５ｃｍ

　　以上とする。

□　諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

□　各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い、工事監理者に報告すること。

□　特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。
□　設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。
□　床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の

□

□

□

構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

□
□

□

□

□

□

□

□

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受け入れ

検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

□　材料　　合板厚　１２m/mを標準とする。施工に関してはＪＡＳＳ５による。

地下　　　階　　　地上　1　階　　　塔屋　　　階

（Fc≧27N/mm2使用時はJASS-5　18節　高強度コンクリートによる）

□ベタ基礎　　□布基礎　　□独立基礎

建築設備の構造安全性（建築基準法施行令第129条の2の3の規定）

□広告塔　　　□高架水槽　　　　　　　□設備機器（屋上換気扇） 　　用いる。

□

１８

１８

鋼　　材

ダイヤフラム等

使用箇所
□

(６) 屋根、床、壁

□

□

□

支持層　　

行橋市消防庁舎車庫改修工事

庇

□エレベーター　　人乗　　□ダムウェーター　ｋｇ　□走行クレーン

２１

大梁・小梁

柱

折板　t=0.6,H=88 庇

ALC板　t=50 壁・柱廻り

Ｂ－ＰＡＣＫ使用□アンカーボルト

□高力ボルト　□普通､Ｆ１０Ｔ　□特殊､Ｓ１０Ｔ 認定品（□M12　□M16　□M20　□M22）　

□中ボルト　φ＝12　　　φ＝　　　高力ボルトすべり係数試験　□要　□否　　　

□ SD295A

□ SD295B

□ SD345

□

□ SR235

□ SR235

特記事項本数

試験堀　　（□有　□無）　　（□打ち込み　□戴荷）　　　　本

杭長（ｍ）改　良　径(mm)

柱状改良仕様　　□施工計画書承認　　□施工結果報告書

φ1000 300

設計支持力(KN/㎡)

8

□

構造体
強度補正値

設計基準強度

2

福岡県行橋市中央一丁目9番9号
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行橋市消防庁舎車庫改修工事

G10G4 (7) 溶接金網の定着と重ね継手3 中間部（ベンド形状）

G1 1 定　着曲げ角度(1) 鉄筋の表示記号 図 使用箇所 鉄筋の種類 鉄　筋　径 内　径(D) G15 G18(1) 場所打コンクリート杭 (1) 基礎スラブ筋の納まり

鉄筋の断面表示は下記の記号による。
特記なき限り、下記に準ずる。d 3d 以上以下D16フープ SD295A(SD30A) 150以上 3 1L L

スターラップ SD295B(SD30B)D22 D25 D29呼び名 D10 D13 D16 D19 11. スペーサー FB-6x50 （平面上に 4ケ所以上） 3,000@ 直接基礎50以上スパイラル筋 SD345 (SD35) 溶接金網の縦筋と
4d 等量断面の異形鉄筋表示記号 以上以上D19 2. 組　立　筋 D22-3,000@ ａ． 一般の場合 ｂ． 偏心する場合D

最外径 11 14 18 21 25 28 33
3. かぶり厚 130以下D16 4d 以上 2本以上d はかま筋SD295A(SD30A)

以上とする。4. 主筋の重ね継手およびフーチングへの定着長さは、 40dスラブ筋 SD295B(SD30B)90 以下 D19 D25～ 6d 以上 15d
壁　筋 SD345 (SD35)(2) 鉄筋のかぶり厚さ －スラブ下端筋に溶接金網を配した場合－ 5. フープは正しく円形に加工し、片面 10d 以上のG2

SD390 (SD40) D38D29 ～ 8d 以上D1 一般の場合 フレアグループアーク溶接にて接合する。 20
d

2 継　手 ※5以下D16 6d 以上 HOOPひび割れ防止用か　ぶ　り　厚　さ 1以上LSD295A(SD30A) ＜応力伝達継手＞ メッシュの場合構　造　部　位 かぶり厚さ
SD295B(SD30B)一　般 土（常時水）に接する部分 同　　上 上記以外 D19 D25～ 6d 以上
SD345 (SD35)屋内床スラブ、屋根ス 30

以
上

SD390 (SD40) D38D29 ～ 8d 以上 40
d

2d10d2d屋外 40 ※1 30 2ラブ、非耐震壁 ベタ基礎は
つ

り

L L G1950
0

50
屋内 40

ａ． ハンチなしの場合 ｂ． ハンチ付きの場合柱、はり、耐震壁 Ｌ≧横線間隔＋50 Ｌ≧横線間隔㎜ へりあき屋外 50 ※1 40 かつ かつ 以上200Ｌ≧150 Ｌ≧100㎜ ㎜かぶり厚さ基礎柱型、基礎ばり 60 G5(4) 鉄筋の最小間隔とあき 組立筋
150 150鉄筋相互のあきは下記のうち最大のものとする。 スペーサーP L22L基礎及び基礎ばり下端 ※2 7060 50 1a =251) 15d Lかぶり厚さ ㎜

杭
上

部

a =1.25 ｘ粗骨材最大寸法2) 15
d

15
d

(8) そ　の　他
50煙突 50 a =1.5 （　：鉄筋の呼び名の数値）3) d d

1 打ち継ぎ 2 2以上 以上G11 L La D1D1（　　：最外径）鉄筋の間隔 P= a + D1 D1

3,
00

0

　　　　※１．耐久性上有効な仕上げのある場合で、係員の承認を受けた時。 a.打ち継ぎ部の位置・形状などは特記による。

40
d

　　　　※２．コンクリ－トの品質および施工方法に応じて、係員の承認を受けた時。
梁、床スラブおよび屋根スラブでは、その中央付近に、あきの最小値――粗骨材最大寸法２５の場合を示し（　）内は２０の場合を示す。　　　　　注）最小かぶり厚さは、上表の値－１０㎜とする。

D10 D13 D16 D19 D22 D25 D29呼び名 ｃ． 連続端 ｄ． a ≧ 3 の場合
　　　１）　主筋にＤ２９以上の異形鉄筋を使用する場合の最小かぶり厚さは主筋外端より

31 31 31 31

3,
00

0

あきの最小値 33 38 44　　　　　　１．５ｄ以上とする。 以
上

(25) (25) (25) (29)
　　　　　　ただし土に接する部分は１．５ｄ＋２０以上とする。

杭
下

部

支持層

1,
00

0

a　　　２）　床スラブのコンクリ－ト仕上げ部分（床スラブの上面を、コンクリ－トのまま
1

か
つ

　　　　　　直接コテなどで仕上げる場合）の打増しは下記による。

/22 コンクリート収縮（誘発）目地，他 φG12(5) 鉄筋の継手基準 G6そのまま床仕上 打増し１５ FB-6x50 3000@a.外壁収縮（誘発）目地 縦目地　　ｍピッチ程度に設ける。 φ1 (D10～D16)重ね継手げとなる場合 50 *2L※1各階に設ける。その他は収縮目地に同じ。b. 打ち継ぎ目地 杭主筋スペーサー * の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする。50ａ

10
0

c. 収縮目地及び内外躯体目地は同位置とする。躯体の目地

50敷物、張物など
1 1 1L L L 3壁及びスラブ内の電気配管 ※d. 埋め込み配管は極力少なくし、かつダブルａ； 仕上げ材料の厚さを含めて１５とする。 50L1 以上0.5 0.5 3L1 杭基礎の下地の場合 配筋の内側へ配管のこと。 130ただし、打増し寸法１０以上となる場合に

G20適用する。 フックなしの場合も同様とする。（注）
φ径の異なる鉄筋の場合には細い方のｄによる。

a.一般の場合 b. 杭が２本となる場合
防水層下地の 打増し１０
　場合　 はかま筋はかま筋(2) 既　製　杭

G163 コンクリートの打ち増し G13G7 1 ＰＣ杭又はＰＨＣ杭2 （スラブ筋、壁筋のみ）あき重ね継手

15da. 外壁を形成する柱・梁・壁は、外部側に外壁の打ち増し a. 杭頭が所定の位置に止まった場合 b.杭頭が所定の位置より深く止まった場合(3) 鉄筋の折曲げ基準 G3 厚さ（　　）㎜の打ち増しとする。0.2 かつL1 ㎜以下150 20
d

1 端部（フック形状）

(D) (I) 補強筋曲げ角度 図 内径 余長鉄筋の種類 備　　考 補強筋b.床モノリシック工法の打ち増し （　　）㎜とする。1L
以下D16 フーフ゜柱及び梁SD295A(SD30A) D10カゴ筋D10-@1503 d 以上 （基礎梁を除く）SD295B(SD30B)

D19～D38 の出隅部分*d SD345 (SD35)
4 以上d 40

d

40
d

3-D16180ﾟ 4 d 以上 煙突の主筋D 10
0

c. 　偏心する場合3 ガス圧接継手(D19～D32) G82mm以下I 圧接面圧接面SD390 (SD40) d 圧接面5 以上 φ L基礎下端 はかま筋 はかま筋
基礎下端1.

5

45ﾟ以下D16 フープ φSD295A(SD30A) θ3 ｄ以上d ｄ 150ｄ 10
0

スターラップ コンクリート止メ板ｄSD295B(SD30B) 11.
5

1.4ｄ以上 1D d/5以下D19～D38 2d SD345 (SD35) 6 d 以上 2400以上 15d4 d 以上 （注） コンクリート止メ板壁筋端部等に 20
d

135ﾟ 20
d

20
d

θ＞80°
使用のD10,D13※１ ガス圧接後の曲げ加工は行なわない。I d/4以下1.1ｄ以上SD390 (SD40) d5 以上 以上4 d φ 1 1L L

以下D16 継　　　手 φSD295A(SD30A) Ｕ字形3 以上d １．末端のフックは、重ね継手の長さに含まない ５．D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならないスターラップのSD295B(SD30B) >* L の場合は、設計者の指示を受けること。φD19～D38 キャップタイd ２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする ６．鉄筋の種類が異なる場合、形状が著しく異なる場合及び径の差が5mmを超えるSD345 (SD35) （注）柱コンクリート面とフーチング上端面の8 以上d4 d 以上 幅止め筋90ﾟ ３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする 　　場合は圧接としてはならない 交点から 2:1の勾配の中に杭が納まる※１D I スラブ筋．壁筋 2 鋼　管　杭 G17４．主筋及び耐力壁の重ね継手の長さは特記による。特記が無ければ、40d（軽量ｺﾝ ７．軽量ｺﾝｸﾘｰﾄの場合は、表の値に5dを加えたものとする 場合の基礎4 以上dSD390 (SD40) d の末端部5 以上
　　ｸﾘｰﾄの場合は50d）と表の重ね継手長さのうち大きい値とする

a. 杭頭が所定の位置に止まった場合 b. 杭頭が所定の位置より深く止まった場合
呼び名に用いた数置d: (2) 基礎と地中梁の納まりフーフ D゚10-@150 G21

※１片持スラブの上端筋の先端、壁の自由端に用いる鉄筋の数値 補強筋
G14※２柱、梁の出隅部分とは、下記の場合をいう。 G9 鉄筋の余長、重ね継手長さ及び定着長さの換算表(9)(6) 鉄筋の定着及び重ね継手長さ

（単位：ｍｍ） 補強鋼板
D16鉄筋径 D10 D13 のbに準ずる。定　着　の　長　さコンクリートの設計 重ね継手 D19 D22 D25 D29 D32 D35 D38 140

d

10
0

4 d 40 60 70 80 90 100 120 130 140 160一　　般 下　端　筋 (L3)鉄筋の種類 基準強度の範囲 長さ
d5 50 70 80 100 110 130 150 160 180 1902 2L(L1) (L2)（Ｎ／mm　） 、屋根 床スラブ小　　梁 22 L20

0

Ld6 60 80 100 120 140 150 180 200 210 230 梁幅又は 又は30d35dSD295A 2736≧Ｆｃ≧ 基礎下端d8 80 110 130 160 180 200 240 260 280 31020dフック付 フック付25d
d10 100 130 160 190 220 250 290 320 350 380印は出隅部鉄筋を示す。 2127 又は40d＞Ｆｃ≧ 3-D13a aSD295B d15 150 200 240 290 330 380 440 460 530 570

30d フック付≧Ｌｃ≧27 21 2 D10-@250d20 200 260 320 380 440 500 580 640 700 760 Lφ2 縦筋・横筋21 45d13.5 又は＞Ｆｃ≧ 25d 10d かつ又は 25 d 250 330 400 480 550 630 730 800 880 950SD345
D10-@250 2≧L a-a 断面35d13.521 フック付＞Ｌｃ≧ d30 300 390 480 570 660 750 870 960 1,050 1,140　　　１）　最上階の柱頭で大ばり内にＬ　の定着長がとれない場合。2 15d 150 ㎜ 以上 450杭　径 300,350 φ 400 φ φ 500 φ 600 φ

35 d 350 460 560 670 770 880 1,020 1,120 1,230 1,330 150又は 又は フック付40d　　　２）　くい基礎のベ－ス筋の先端 35d36 27≧Ｆｃ≧ 補　強　筋  6-D13  8-D13 10-D13  8-D16 10-D16d40 400 520 640 760 880 1,000 1,160 1,280 1,400 1,52030d 25dフック付 フック付　　　３）　片持ちばり、片持ちスラブの上筋の先端 SD390 45 d 450 590 720 860 990 1,130 1,310 1,440 1,580 1,710
21 又は 又は＞Ｆｃ≧27 40d45d　　　４）　その他設計図に特記ある場所

27 30dフック付 フック付≧Ｌｃ≧ 35d21

1.（注） 末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。

40d

40d
上表以外の鉄筋末端部に必ずフックをつける箇所

1. 一般共通事項 2. 杭 3. 基　礎

構造特記仕様書-2
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柱および壁では、床ス

垂直とする。

打ち継ぎ部は、レイタンスおよびぜい弱なコンクリートを取り除き、健全な

コンクリートを露出させ、コンクリート打ち込み前に十分な水湿しを行なう。

ラブ、基礎の上端または梁の下端に設け、水平または

3.0

特記のない場合、打ち継ぎ部は、

b.
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スタ－ラップの割り付け及び腹筋の納まり(2)G113 G22　片持梁 梁貫通孔補強(7)G15

1a.(1) 梁筋の余長・定着及び継手位置 一般の梁と連続する場合 ※印の梁の主筋は半数以上を折曲げて定着させる事。(2) フープの割付け 貫通孔範囲及び貫通孔径(1) 柱筋の余長・定着及び継手位置 第１スタ－ラップ 腹筋G2G1 G8
主筋の継手可能位置を示す。 （注）下端筋は上向き定着としている。主筋の継手可能位置を示す。 〔一般階〕 〔最上階〕

柱頭の４隅にはフック 拘束フープ D13 ※0 0をつける。 1 基礎梁の余長・定着及び継手位置 貫通孔の径位置30 30 A30 3015d 15d B. 02 2 /100L20 3 C B C/3 2 D. L100P3 望ましい範囲以下2b.上載荷重を受ける場合 以下 L〔最下階〕a.地反力を受けない場合 以下D/3A※ ※※1.
5

※

以
上

@Pﾀｲﾌﾟ BAﾀｲﾌﾟ-@ D D2 D/4L B 以下※小梁との接合部は腹筋をP以下 /2DD/215d15d15d 15d 腹筋継手L2 L 2 通さなくても良い。/4 不 可C* 第１スタ－ラップ 腹筋 00 0/2/4 /40 1502H L *第１フープ L2 = L2 + 5d 0L 2 先端 基端L2
L2 ※は 以上かL2 -D13 印の寸法はD/4 かつ 250 以上とする。※つスタ－ラップ筋径以@P

3

30 30絞り点は梁・柱筋の0H 20d 20d15d 15d 上とする。交点とする事。 ※ ※e≦D/6 柱主筋の絞り位置は b.　一般の梁と連続しない場合/4 /202D/3以上 2D/3以上 00 0/2 00/4 /4 /4 ※ Cフープをダブル掛け @P @P@Pとする。 2 L20L 0 0以
上

P以下 P以下 P以下/4 1 2 DBorAD 貫通孔0 15d 15d .2 3 φ/. φ3 02 0 /100 100H 40
0

P2 以下 以下c.地反力を受ける場合 2L2 1.
5

L < <梁　成 <600 600 900 < 1,200 1,500D ※1,200≦ D 900 ≦ D ≦ D CD ﾀｲﾌﾟ C2 L D-@以
上

6-D102-D10腹　筋 不　要 4-D10* φ2φ1+P220d 20d ×3≧P2L L/4 40
0

20 H

2L/2 2L *0 (3) スタ－ラップ形状L2 = L2 + 5dH 2L第１フープ G161 一般形状0 （注） タイプＢ，タイプＣは、伏図@P
2

貫通孔補強2H G2315
d

又はリストにより指示された15d15d
ﾀｲﾌﾟ0 A02D/3以上 /4 /4 a.20 /2 一般の場合ﾀｲﾌﾟ B ﾀｲﾌﾟ C ﾀｲﾌﾟ DL 4 　小　梁 の場合場合にのみ使用可。e > D/6 G120 6d6d/4 6d連続梁の場合a. 20 LH

P1 00 0 8d 8d0/4 /4/2 0 0/4 /2 /42 10dL 1.
5

D 10d 5d大梁の余長・定着及び継手位置2 15d 15d15d 15d2 G9 2dL 2d-@ Dφ以
上

2連続端外端 φ連続端 La.余長・継手位置

40
0

/4 Dノーハンチ梁0 スタ－ラップ 各D13 2-D13H

ﾀｲﾌﾟ A ﾀｲﾌﾟ B 20d 20d20d 20d 2L
ﾀｲﾌﾟ E ﾀｲﾌﾟ ﾀｲﾌﾟ GF スタ－ラップ･ 0 00 7 0 0/6 /12 /20/4 /4 /40 15

d

第１フープ 中央 端部端部 1.（注） タイプＢ，タイプＣ，H @P
1

6d 6d 補強範囲8d 75 7500 タイプＧは床スラブ一15d 15d15d 15d
以上D体打ちの場合のみ可。/2

0 2.フックの位置は原則H

/4 横　筋孔貫 通 径 斜　筋 備　考補強スタ－ラップとして交互配筋とする0H 事。
00 0 /2/4 /4

15d 15d20d 20d 15d15d
0 0 00 0/4 /4 /4 /40 /2 /2P12 L 001.

5

6d

-@ 20d20d
0 ･ 02 /30/6 /6ハンチ梁 2 基礎梁の場合

G172L150 150以上 基礎梁も原則として　　によるが，梁成の大きい場合は下記の配筋も可とする。1
以上 2 フープのピッチP ,P ,P1 3

（設計図による） < D=2000 以上打ち継ぎの有る場合 >G13 6d　小梁筋の大梁への定着5 G24
(3) フープの形状 1/6 未満 3a. 一般の場合 その他の貫通孔補強**G3 L L221 一般形状

既製品による補強を行う場合は、設計者の指示を受ける事。1/6 以上 a./2 /4/4 捨て筋を流して結束斜めに定着してもよい0 00 6dﾀｲﾌﾟ A ﾀｲﾌﾟ B ﾀｲﾌﾟ C 6dA

以
上

0 *= 2 + 5dL2 L D6d L1 L1L

15
00

10d 打継ぎ10d 5d 8d2d 2d 斜めあるいはB/2
水平定着としてよい定着b. G10 A-A 面 B

梁打ち増し部補強筋(4)A2 タイフープ形状
印は打ち増し部を示す。※令73条第三項　仕口内への定着長40ｄ以上とする。G4 G18

フックの位置は上下（注）ﾀｲﾌﾟ A ﾀｲﾌﾟ B ﾀｲﾌﾟ C ca b30d同一の箇所に集中し6d6d 20d一般の場合b-1.ない事。 e 未満の段差のある場合 以上の段差がある場合がB/6 c. e が B/6b.

a

〔一般階〕〔最上階〕 2Le は水平くい違いの場合にも準ずる。（注）

20
d

30
0

2LL2 L2 30
0

20
d

e

ae

*スパイラルフープの形状3 2 20dL e2 2L L e末端部 G5末端部重ね継手 重ね継手
下部打ち増し側部打ち増し上部打ち増しa cb6d 2D/3 2D/3 3L※90ﾟフック B以上 以上 B/2 以上 G19d の場合 ※@300

L3d 12d※ a※ D D ※※ ※L2*=L2+5d 300dd B
フック135ﾟ

※ の場合 打ち増し部への定着d.以上かつ50d 段差のある場合場合b-2. a㎝ 以上30 6d50d以上かつ
1.5巻以上 30㎝以上 e がD/6 未満の段差のある場合1.5巻以上 30

0

の添え巻き L2 D10-@200の添え巻き 梁の
腹筋に準ずe（注） は水平くい違いの場合にも準ずる。 30

0

打ち増し部分を示す。

2 ※3Le aD10-@200L D10-@200
L3 ※ ※a < 60 の場合　補強筋不要。

※@300
60 ≦ a≦300 の場合　※印はD16 とする。e

a > 300の場合　※印は梁筋と同径とする。
6 　先端小梁の片持梁への定着 G14

D (6)(5) 二段筋 柱面と梁面が同一になる場合の納まり G21G20
eがD/6以上の段差がある場合4 隅　筋 （二段筋）5柱打ち増し部補強筋 先端小梁

300 （平面） （断面）a （頭つなぎ梁）※ G6 G7 〔最下階〕〔最上階〕 〔一般階〕
D図面表示d梁 片持梁10 鉛直断面L2D10-@200 L2

以
下

P L2L2L2 先端小梁a 先端小梁e e （頭つなぎ梁）e （頭つなぎ梁） L

a+
10

mm

30
0

*柱 連結筋打ち増し部 2L 片持梁 P片持梁※-@300※ ※ ※ ※e 筋折り下げ筋折り下げee 2 2L L 梁巾片持梁片持梁L 梁巾
（注）a< 60の場合補強筋不要d L210 ※柱主筋径だけスタ－ラップ筋幅を狭めてＰは１－(3)　鉄筋の最小間隔60≦a≦300の場合※印は D16 水平断面 水平断面2L L2 2上端筋 LL:梁 300 a L2による。a>300の場合※印は柱主筋と同径 加工する事。下端筋 （注） P,a は1-(3) 鉄筋の3LD DL2*=L2+5d連結筋は 6￠ @1500 かつ

最小間隔の項による。各階２箇所以上とする。 小梁連続端部小梁外端部

柱4. 梁5.

構造特記仕様書-3
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５．柱　脚

３．溶接規準図１．一般事項

２．製作要領

内ダイアフラムの場合は
平面図（注）ｆ：余盛　Ｇ：ル－ト間隔　Ｒ：ル－ト画　Ｓ：サイズ（単位㎜） 柱の角のＲに梁フランジが接しないこと

又は
内ダイアフラムＰＬ ガス抜き又は 又はφ≧２０Ｓ Ｓｔ１両側溶接

ｔ≦１６

ｔ ８以下 ９～１０ １１～１３ １４～１６

Ｓ ６ ７ １０ １２

２
０

但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする片側溶接 又は ２０
Ｓ ｔはｔ１、ｔ２の小なる方とする
ｔ２ 余盛は（１＋０．１Ｓ）㎜以下とする ａ ａ ｂ ｂ ｃ ｃ

０．５≦ｆ≦３（ただし、ｔ≧１５のとき４㎜とする）（裏はつり後溶接） ａ＞４㎜の場合
平継手で板厚が異なるときθ＝４５°

（１）一般事項 アンカ－ボルトの施工に誤差のある場合削り面ｆ
○　コンクリ－トの表面のレイタンス等を取り除いた後、５ｔ １

ａＲ≦２ ｔ１Ｇ＝０～２ ｔ２
ｔ

ｔ ６＜ｔ
Ｇ＝０～２

溶接姿勢 Ｆ．Ｖ
３０ Ｂ．ＰＬ（ベ－スプレ－ト）ボルトの所要長さ

０．５≦ｆ≦３（ただし、ｔ≧１５のとき４㎜とする） Ａ．ＢＯＬＴＳ＝ｔ／４

首
下
長
さ

ＭＣ ＧＣ，ＮＧＣθ ｔはＢＰＬ厚の１／２以上かつ６㎜以上締付け長さ
θ Ｇ ｔ１ θ Ｇ ｔ１ｔＧ

（２）柱　脚
６ ６ ４５° ６ ９6≦ｔ＜12 ４５°座金厚さ Ｓ （後詰め工法）Ａ　種 Ｂ　種

３５° ９ ９ ３５° ９ ９ナット高さ θ 12≦ｔ＜19ｔＲ≦２
ナット３５° ９ ９ ３５° ９ ９19≦ｔ余長 ｔ１ ｆ Ｂ．ＰＬ Ｂ．ＰＬ溶接姿勢 Ｆ．Ｖ 桟木等ｔ

２５以上 ベ－スパックグラウト（グラウト材）ｔ１ すべて二重ナットとするＲ≦２ 補強すみ肉溶接を寸加する ３０Ｇ

３
０

２５以上 後詰めモルタル

Ａ．ＢＯＬＴ
まんじゅうθ＝４５ Ｓ＝ｔ／４（裏はつり後溶接）
径２００程度

ｔ 6＜ｔ＜16Ｓ
溶接姿勢 Ｆ．Ｖ ５

５
０

以
上

Ｒ≦２ ｔ

Ｓ
Ｇ＝０～２ ６

５
０

以
上

両側に補強すみ肉溶接を寸加する

５０溶接技術検定試験に合格し、引続き半年以上溶接に従事している者とする。
θ＝４５ Ｓ＝ｔ／４

２ ｔ ｔ≧１６（ｔ－Ｒ） ６
５

Ｓ ３
溶接姿勢 Ｆ．Ｖ

Ｒ≦２ ｔ 以
上

９
０

注）ＲＣ造柱が立上る場合のＨＯＯＰ筋、柱主筋は設計図による。
Ｓ １（ヘ）溶接棒乾燥器 （ｔ－Ｒ）Ｇ＝０ ３

両側に補強すみ肉溶接を寸加するθ＝６０
（３）柱脚固定の配筋

根巻形 角形鋼管の場合（３）柱梁接合部　
Ｄア－クエア－ガウジング（ｄ）溶接姿勢　 Ｈ形鋼柱 角形鋼管柱

１２５以上
柱通し ＨＯＯＰ　２－Ｄ１３以上 １５０以上 Ｂ．ＰＬ

又は
下向Ｆ ａ ａ １２５以上ｂ ｂ２０ ２０横向Ｈ立向Ｖ

梁ＦＰＬと同厚以上梁ＦＰＬと
同厚以上

８０以上

２
Ｄ

以
上

又
は

主
筋

の
４

０
ｄ

か
つ

設
計

上
必

要
な

長
さ

ＨＯＯＰ（フ－プ）
ベ－ス下 ３０～５０Ｈ

Ｏ
Ｏ

Ｐ
Ｄ

１
０

－
＠

１
０

０

スカラップ（廻し溶接） 主筋

コンクリ－ト充填孔
基礎梁の上より５００程度梁通し

（ｆ）溶接施工　 補強板は柱と同質・同厚以上
２０

柱ＦＰＬと同厚以上 １５０以上 ４０ｄ以上柱鋼管と同厚以上
５０

１
５

０
以

下

（４）埋込形（水平ハンチと隅柱、側柱の補強）

ｔ スカラップ 鉄骨柱Ｄ
８０以下

３５㎜以上ｔ
廻し溶接２０かつ２ｔ以上

基礎梁のある側基礎梁のない側エンドタブ
１２５以上１５０以上 １

６～８梁現場継手位置
ダイアフラム ＨＯＯＰ二重巻

梁上端設計上必要な長さ以上 （柱、梁ＦＰＬと同厚以上）
ハンチ梁 ２０２０

割裂防止用
中間筋スカラップ ｃ ｃ １

２
５

以
上

スカラップ部分は

横
定

着

埋
込

ｈ

梁下端 梁
筋
　

４
０

ｄ

廻し溶接する Ｂ．ＰＬ継手リストによる
Ｒｒ＝３０～３５㎜ 中間筋 型（割裂防止用）３０～５０ｒ

１
０

０
以

上

１
０

０
以

上

Ｈ
Ｏ
Ｏ

Ｐ
＠

１
０

０

Ｒ
１ １５０ １２５以上梁ＦＰＬと同厚以上 Ａ．ＢＯＬＴスカラップ

地中梁の主筋の≧３ Ｌ外ダイアフラムＰ 以上内ダイアフラムＰＬ但し、梁成がＤ＝１５０㎜未満の ≧３０ おさまりに注意する２０ ２０ Ｌ場合はｒ＝２０㎜とする ＦＰ折曲げ規定

勾配が１／５をこえる場合は ４０ｄ以上 補強ＳＴ２－Ｄ１３
補強プレ－トＰ≧６を入れるＬ 内ダイアフラムの場合は
Ｒ≧５０ 柱の角のＲに梁フランジが接しないこと

（）内Ｓ１０Ｔ

溶接工は施工する溶接に適応するＪＩＳＺ３８０１（手溶接）又はＪＩＳＺ３８４１（半自動溶接）の

（２）突合せ溶接（平継手・Ｔ形継手）　

（１）すみ肉溶接　

（ニ）炭酸ガスア－ク半自動溶接機

（ホ）溶接電流と測定する電流計

ガスシ－ルドア－ク半自動溶接（ＧＣ）

ガウジングにて仮付溶接部を完全に除去した後、本溶接を行う。　

平に塗り仕上げる。

調合（容積比）セメント１：砂１の硬練りモルタルを

ベ－ス下の施工を慎重にする

頭付スタッドの納まりに注意

ファスナー受け柱、機械台受台、及び敷居受けビームは建築工事とする。

（１）工作一般

（２）高力ボルト接合

ねじの呼び 締付け長さに加える長さ

Ｍ１６

Ｍ２０

Ｍ２２

Ｍ２４

３０㎜（２５）

３５㎜（３０）

４５㎜（４０）

４０㎜（３５）

（１）構造設計図に記載された事項は本標準図に優先して適用する。

（２）構造設計図、本標準図共に記載なき場合は「建築工事標準仕様書・同解説・ＪＡＳＳ６鉄骨工事」による。

（３）ＥＶの出入口の三方枠（ハンガーケース取付材）、レール取付ファスナー、

（ａ）鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事製作要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。

（ｂ）鋼管部材の分岐継手部の切断は、鋼管自動切断機による。　

（ａ）高力ボルトは全てＦ１０Ｔ（Ｓ１０Ｔ）とする。

（ｂ）本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない。

（ｃ）ボルトの接合面の処理は締め付け摩擦面の母材には平グラインダ－掛け、

スプライスプレ－トにはショットプラスト掛けを行い、黒皮を除去して一様に赤さびを生じさせる。

又、締付けは１次締付け後マ－キングを入れて本締めをする。

（３）溶接接合

（ａ）溶接工　

（ｂ）溶接機器　

（イ）ア－ク溶接機

（ロ）ア－クエア－ガウジング機

（ハ）ア－クスタッド溶接機１式

（ｃ）溶接方法等　

ア－ク手溶接（ＭＣ）

セルフ（ノンガス）シ－ルドア－ク半自動溶接（ＮＧＣ）

（ｅ）仮付（組立）溶接は、原則として本工事に従事する者が行う　

（イ）仮付溶接位置は、溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。

（ロ）突合せ溶接部の仮付溶接は、原則として裏はつりの側に施工する。　

（ハ）やむを得ず開先内に仮付溶接を行った場合は

（イ）エンドタブ

Ⅰ）突合せ溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付ける。

Ⅱ）エンドタブの材質は、母材と同質とする。　

Ⅲ）エンドタブの長さは、ＭＣで３５㎜以上（右図）　　

Ⅳ）プレス鋼板タブ、固形タブ等の使用については、資料を提出して工事監理者の承認を得る。　　

ＮＧＣ、ＧＣで４０㎜以上とし特記のない場合は溶接終了後、

母材より１０㎜程度残して切断して、グラインダ－仕上げとする。

（ロ）裏あて金は、母材と同質材料とし寸法は２２㎜以上として、厚さは手溶接で６㎜以上、　

半自動溶接で９㎜以上とする。

（ハ）スカラップは、半径３０～３５㎜とする。（右図）　　

（ニ）裏はつりは、溶接基準図において裏はつりと記載のある部分は全て、　　　

溶接監理技術者の確認を励行し部材に確認マ－クをつける。

（ホ）現場溶接の開先部には、開先部をいためない様に、養生を行う。　　

コンクリ－トに埋め込まれる部分、コンクリ－トとの接触面で、コンクリ－トと一体

とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない。

○　アンカ－フレ－ムを使用する場合は設計図による。

○　モルタルを後詰めにする場合は空隙の出来ないよう充填する。

構造特記仕様書-4
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製図年月日

所　　長 検　　図 作　　図
縮尺図 面  名  称

特
記
事
項

工  事  名  称

福岡県行橋市行事８丁目８－１０

福岡県知事登録第 1-20757号

一級建築士　大臣登録第 223559号

TEL 0930-26-1101　　　　　 　　　　　　　松尾　眞也代表取締役

一級建築士事務所(株）エム・ビー・アイ
2020年 08月

行橋市消防庁舎車庫改修工事

６
４ ２ ７５ ６０ ９ ９ ６ ６
４ ２ ７５ ６０ ９ ９ ６
４ ３ ９０ ７０ ９ ９ ６ ６
４ ３ ９０ ７０ ９ ９ ６ ６
４ ４ １０５ ７０ ９ ９ ６ ６
４ ４ １０５ ７０ ９ ９ ６ ６
４ ４ １２０ ７０ ９ ９ ６ ６
６ ４ １２０ ７０ １２ １２ ９ ９
４ ５ １２０ ８０ １２ １２ ６ ６
４ ５ １２０ ８０ １２ １２ ９ ９

１２ １２ ９ ９４ ６ １２０ ８０
６ ６ １２０ ８０ １６ １６ ９ ９

１６ １６ ９ ９６ ６ １２０ ８０
１６ １６ ９ ９６ ７ １２０ ８０
１６ １６ ９ ９６ ７ １２０ ８０

６ ７ １２０ ８０ １９ １９ ９ ９
１２０ ８０ ２２ ２２ １２ １２８ ７
１５０ ８０ １２ １２ ９ ９８ ６
１５０ ８０ １６ １６ ９ ９８ ６

１６ １６ ９ ９８ １５０ ８０７
８ １５０ ８０ １６ １６ ９ ９７

１０ １５０ ８０ １９ １９ １２ １２７
１５０ ８０ １６ １６ ９ ９９１０
１５０ ８０ １９ １９ ９ ９１０ ９
１５０ ８０ ２２ ２２ １２ １２１２ ９

１９ １９ １２ １２１５０ ８０１０１０
２２ ２２ １２ １２１５０ ８０１２ １０

４ ２ ７５ ６０ ９ ９ ６ ６
４ ２ ７５ ６０ ９ ９ ６ ６
６ ３ ９０ ６０ ９ ９ ６ ６
６ ３ ９０ ６０ ９ ９ ６ ６
６ ４ １０５ ６０ ９ ９ ６ ９
６ ４ １０５ ６０ ９ ６ ９９
６ ４ １２０ ６０ ９ １２ ９ ９

１２ １２ ９ ９６ ４ １２０ ６０
６ ５ １２０ ６０ １２ １２ ６ ６
８ ５ １２０ ６０ １２ １２ ９ ９
８ ６ １２０ ６０ １２ １２ ９ ９
８ ６ １２０ ６０ １６ １６ ９ ９

１６ １６ ９ ９１０ ６ １２０ ６０
１６ １６ ９ ９８ ７ １２０ ６０
１６ １６ ９ ９１０ ７ １２０ ６０

１０ ７ １２０ ６０ １９ １９ ９ ９
１０ ７ １２０ ６０ １９ １９ ９ ９
１０ ６ １５０ ６０ １６ １６ ９ ９
１２ ６ １５０ ６０ １６ １６ ９ ９

１６ １６ ９ ９１０ ７ １５０ ６０
１４ ７ １５０ ６０ １６ １６ ９
１４ ７ １５０ ６０ １６ １６ １２
１２ ９ １５０ １６ １６ １２６０
１４ ９ １５０ ６０ １９ １９ ９ ９
１６ ９ １５０ １９ １９ １２６０

１９ １９ １２１４ １０ １５０ ６５
１９ １９ １２１４ １０ １５０ ６５

１２

９
１２

１２
１２
１２

１７

（８）その他

Ｈ－１００×５０及びＨ－１５０×７５の場合

６．継手規準図、その他

（２）ピン接合梁継手リスト

ＢＪ－１ ＢＪ－２

５ ４０４０６０ １０４０１０ １０ １０１０ ４０
４０ ４０４０４０

Ｐ Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ ＰＧＰＬ

ＧＰＬ
ＧＰＬ

ｅ
１

ｅ
１

ｅ
１

ｅ
１

ｅ
１

ＷＰＬ（ダブル）

ＢＪ－１

ＢＪ－２

－１００×５０

－１２５×６５

－１５０×７５

－１８０×７５

Ｈ－１００×５０×５×７

Ｈ－１５０×７５×５×７

Ｈ－１７５×９０×５×８

Ｈ－２４８×１２４×５×８

Ｈ－２５０×１２５×６×９

Ｈ－３４６×１７４×６×９

Ｈ－３５０×１７５×７×１１

Ｈ－３９６×１９９×７×１１

Ｈ－４００×２００×８×１３

Ｈ－４４６×１９９×８×１２

Ｈ－４５０×２００×９×１４

□－１００×１００シリ－ズ

□－１２５×１２５シリ－ズ

□－１５０×１５０シリ－ズ

２００シリ－ズ

２５０シリ－ズ

３００シリ－ズ

Ｈ－３５０×１７５×７×１１

Ｈ－４００×２００×８×１３

Ｈ－４５０×２００×９×１４

Ｈ－４９６×１９９×９×１４

Ｈ－２９４×２００×８×１２

Ｈ－３４０×２５０×９×１４

Ｈ－３９０×３００×１０×１６

Ｈ－４４０×３００×１１×１８

Ｈ－４８２×３００×１１×１５

Ｈ－４８８×３００×１１×１８

Ｈ－６００×２００×１１×１７

Ｈ－５００×２００×１０×１６

Ｈ－５９６×１９９×１０×１５

Ｈ－２００×１００×５．５×８

Ｈ－２９８×１４９×５．５×８

Ｈ－３００×１５０×６．５×９

２Ｃ－１００×５０×２０シリ－ズ

（３）剛接合梁、柱継手リスト

ＧＪ－１

共通事項

許容応力度接合

保有耐力接合

（１）ボルトピッチ（Ｐ）、ボルト穴径・最小縁端距離（㎜）

（剛接合の場合は設計図書による）

（特記なき限り、フランジ・ウェブとも添板はダブルとする）

ｅ
１

ｇ
２

ｈｇ
２

ｇ
２

５
ｅ１ｅ１

ｅ１ｅ１

ｅ
２

４
０

Ｂ Ｂｇ
１

ｇ
１

４
０

５ ５

ｅ
２

ｅ１ ｅ１ＰＰ ＰＰ ｅ１ｅ１
Ｌ Ｌ

フランジボルト本数

ウェブボルト本数

フランジボルト本数

ＷＰＬ

ＦＰＬ２

ＦＰＬ１

ＦＰＬ１ ＦＰＬ２

ＷＰＬ

ｅ
１

ｅ１ｅ１ ｅ１ｅ１
４５４５４５４５

チドリ
（ダブル）

チドリ
（ダブル）

６１５
（４０５）

６１５
（４０５）

ウェブ添板フランジ添板ゲ－ジボルト本数
備　考部　材 ＷＰＬ ＷＰＬＦＰＬ１ＦＰＬ２ウェブ ｇ１ ｇ２ 厚 厚 厚 ｈ

Ｍ１６
Ｍ１６
Ｍ２０
Ｍ２０
Ｍ２０
Ｍ２０
Ｍ２０
Ｍ２０

Ｍ２２
Ｍ２２
Ｍ２２
Ｍ２２
Ｍ２２
Ｍ２２
Ｍ２２
Ｍ２２
Ｍ２２

チドリ（フランジ）Ｍ２２
チドリ（フランジ）Ｍ２２
チドリ（フランジ）Ｍ２２
チドリ（フランジ）Ｍ２２
チドリ（フランジ）Ｍ２２
チドリ（フランジ）Ｍ２２
チドリ（フランジ）Ｍ２２
チドリ（フランジ）Ｍ２２
チドリ（フランジ）Ｍ２２
チドリ（フランジ）Ｍ２２

ボルト本数 ゲ－ジ フランジ添板 ウェブ添板
部　材 備　考ボルト径 ＷＰＬ ＷＰＬＦＰＬ１ＦＰＬ２フランジウェブ ｇ１ ｇ２

Ｍ１６
Ｍ１６
Ｍ２０
Ｍ２０
Ｍ２０
Ｍ２０
Ｍ２０
Ｍ２０
Ｍ２０
Ｍ２０
Ｍ２０
Ｍ２０
Ｍ２０
Ｍ２０
Ｍ２０
Ｍ２０
Ｍ２０
Ｍ２０ チドリ（フランジ）
Ｍ２０ チドリ（フランジ）
Ｍ２２ チドリ（フランジ）
Ｍ２２ チドリ（フランジ）
Ｍ２２ チドリ（フランジ）

チドリ（フランジ）Ｍ２２
Ｍ２２ チドリ（フランジ）

チドリ（フランジ）Ｍ２２
Ｍ２２ チドリ（フランジ）

チドリ（フランジ）Ｍ２２

Ｈ－２４８×１２４×５×８
Ｈ－２５０×１２５×６×９
Ｈ－２９８×１４９×５．５×８
Ｈ－３００×１５０×６．５×９
Ｈ－３４６×１７４×６×９
Ｈ－３５０×１７５×７×１１
Ｈ－３９６×１９９×７×１１
Ｈ－４００×２００×８×１３

ボルト径
フランジ

Ｈ－４４６×１９９×８×１２
Ｈ－４５０×２００×９×１４
Ｈ－４９６×１９９×９×１４
Ｈ－５００×２００×１０×１６
Ｈ－５０６×２０１×１１×１９
Ｈ－５９６×１９９×１０×１５
Ｈ－６００×２００×１１×１７
Ｈ－６０６×２０１×１２×２０
Ｈ－６１２×２０２×１３×２３
Ｈ－４８２×３００×１１×１５
Ｈ－４８８×３００×１１×１８
Ｈ－５８２×３００×１２×１７
Ｈ－５８８×３００×１２×２０
Ｈ－５９４×３０２×１４×２３
Ｈ－６９２×３００×１３×２０
Ｈ－７００×３００×１３×２４
Ｈ－７０８×３０２×１５×２８
Ｈ－７９２×３００×１４×２２
Ｈ－８００×３００×１４×２６

Ｈ－２４８×１２４×５×８
Ｈ－２５０×１２５×６×９

Ｈ－３４６×１７４×６×９

Ｈ－２９８×１４９×５．５×８
Ｈ－３００×１５０×６．５×９

Ｈ－３５０×１７５×７×１１
Ｈ－３９６×１９９×７×１１
Ｈ－４００×２００×８×１３
Ｈ－４４６×１９９×８×１２
Ｈ－４５０×２００×９×１４
Ｈ－４９６×１９９×９×１４
Ｈ－５００×２００×１０×１６
Ｈ－５０６×２０１×１１×１９
Ｈ－５９６×１９９×１０×１５
Ｈ－６００×２００×１１×１７
Ｈ－６０６×２０１×１２×２０
Ｈ－６１２×２０２×１３×２３
Ｈ－４８２×３００×１１×１５
Ｈ－４８８×３００×１１×１８
Ｈ－５８２×３００×１２×１７
Ｈ－５８８×３００×１２×２０
Ｈ－５９４×３０２×１４×２３
Ｈ－６９２×３００×１３×２０
Ｈ－７００×３００×１３×２４
Ｈ－７０８×３０２×１５×２８
Ｈ－７９２×３００×１４×２２
Ｈ－８００×３００×１４×２６

（４）角形鋼管

ＣＪ－２
角形鋼管柱継手（現場溶接）

注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を１００％行う

内 外
ｔ

Ｄ

５０程度

Ｂ

， Ａ

Ｌ Ｌ

ｇ１

Ｂｇ
２

フック形 直　形

（６）丸鋼ブレ－ス（ＪＩＳ規格品とする・ＪＩＳ　Ａ５５４０～５５４２）

（５）Ｈ形鋼柱脚（ピン）

ＰＢ－１（間柱）

羽子板ボルト

Ｍ１２～Ｍ２２のとき Ｍ２４のとき

ｄ
１

ｄ
１

（ｄ） （ｄ）ｅ２ ｅ２

Ｓｓ Ｓｓ ｐｅ３
ｅ３ ｅ１ ｅ１

ｔｔ

ＲＲ

注（１）ｅ１、ｅ２が確保されていれば形状は自由でよい

（２）羽子板とガセットプレ－トの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断（支圧）接合とする

（３）取付ボルトの種類はＪＩＳＢ１１８６　２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）又はＪＩＳＢ１１８０　中８ｇ１０．９

（７）山形鋼ブレ－ス

ＴＪ－１

ガセットプレ－トの大きさ ガセットプレ－トの溶接

３
０

ｌ
ａ

ｌ
ｔ

ｇ
ｌ

３

３
０

ｌ

ｌ ｌｂ
ｌｔ

ｌ＝ｌａ＋ｌｂ

２ ｌｔｇｌ≦
３ ＴＹＰＥ　１ ＴＹＰＥ　２ ＴＹＰＥ　３

２

ねじの呼び（ｄ） Ｍ１２ Ｍ１４ Ｍ１６ Ｍ１８ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４
最 大 １０．８１１２．６５１４．６５１６．３３１８．３３２０．３３２１．９９

軸径ｄ１
最 小 １０．６４１２．４６１４．４６１６．１１１８．１１２０．１１２１．７７

調整ねじの長さ １００ １１５ １２５ １４０ １５０ １６５ １７５Ｓｓ

取付ボルト穴径許容差＋０．　－０．５㎜ Ｒ １３ １７ ２１．５ ２１．５ ２３．５ ２１．５
はしあき（最小）　注（２） ３５ ４０ ４５ ５０ ５０ ５５ ５０ｅ１

へりあき（最小）注（１） ２２ ２８ ２８ ３４ ３４ ３８ ３８ｅ２
切　板　製

板　厚 ｔ ４．５ ６ ６ ９ ９ ９ ９
へりあき（最小）注（１） １９ ２５ ２５ ３２．５ ３２．５ ３７．５ ３７．５ｅ２

平　鋼　製
板　厚 ｔ ４．５ ６ ６ ９ ９ ９ ９

ボルト端から取付ボルト穴心のあき（最小） ４７ ５２ ５９ ６６ ６６ ７３ ７０ｅ３

溶接長さ（最小） ４０ ５０ ５５ ６０ ７５ ８５ ８５Ｉｂ

取付ボルト本数 注（２）

ｌｂ ｌｂ

１－Ｍ１６１－Ｍ１６１－Ｍ２０ ２－Ｍ２０１－Ｍ２２１－Ｍ２０１－Ｍ１２

厚 厚 厚 ｈ

５２５

フランジ添板幅（Ｂ） フランジ添板長（Ｌ）㎜

ボルト フランジボルト本数ボルト ＦＰＬ１ ＦＰＬ２ ボルト径
幅 列 列 １２本４本 ６本 ８本 １０本

１００ １００ ２８５ ４０５シングルシングル Ｍ１６ ４０５

１２５ １２０ ４５ ２８５ ４０５シングルシングル ４０５
Ｍ２０

１５０ ５５ ４３５ ５２５シングル １４５

１７５ ６５ ２８５ ４０５ ５２５シングルシングル １７０
Ｍ２２

２００ ７０ ５２５シングル １９５ ４３５

２５０ シングル ２４５ ９５ ウェブ添板幅㎜（標準）
ウェブボルト本数３００ チドリ ２９５ １０５

ボルト径
３５０ ダブル ３４５ １３５ １本 ２本 ３本 ４本 ５本

４００ ダブル ３９５ １６５ Ｍ１６ ８０

Ｍ２０・Ｍ２２ １４０ ２００ ２６０ ３２０

フランジ

Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２２

１７．０ ２１．５ ２３．５

６０ ６０

４０ ４０ ４０

２２ ２７．５ ３５

呼び径

孔　径

フランジ Ｐ

ウェブ ｇ２

はしあき ｅ１

へりあき（最小値） ｅ２

採用ピッチ
６０

６０（９０・１２０） ６０（９０・１２０） ６０（９０・１２０）

ボルト径 本　数 ＧＰＬ厚 備　考

ボルトは横打ち６Ｍ１６ ２

６Ｍ１６ ２

６Ｍ１６ ２

６Ｍ１６ ２

６Ｍ１６ ３

６３

６Ｍ２０ ３

９Ｍ２０ ３

Ｍ２０ ４ ９

Ｍ２０ ４ ９

Ｍ２０ ４ ９

Ｍ２０ ５ ９

Ｍ２０ ５ ９

Ｍ２０ ６ １２

ボルト径 本　数 ＧＰＬ厚 備　考

Ｍ２０ ４ ９ ６

Ｍ２０ ４ ９ ９

Ｍ２０ ４ ９ ９

Ｍ２０ ５ ９ ９

Ｍ２０ ５ １２ ９

Ｍ２０ ６ １２ ９

Ｍ２０ ６ １２ ９

Ｍ２０ ３ ９ ９

Ｍ２０ ３ ９ ９

１２Ｍ２０ ４ ９

１２Ｍ２０ ４ ９

Ｍ２０ ５ １２ ９

１２Ｍ２０ ５ ９

部　材

部　材

ウェブ添板
ＷＰＬ厚

ＷＰＬ厚
ウェブ添板

Ｍ１６

アンカ－ボルト（中ボルト） ベ－スプレ－ト ゲ－ジ
部　材 備　考長さ径 本数 厚 Ａ Ｂ ｇ１ ｇ２Ｌ

１６ ６２０ ２ １２ １８５ １８０ １００

１６ ６２０ ２ １２ ２１０ １８０ １００

１６ ６２０ ２ １２ ２３５ １８０ １００

１６ ６２０ ２ １２ ２６０ １８０ １００

２０ ７３０ ２ １６ ３１０ １８０ １００

２０ ７３０ ４ １６ ３６０ ２００ １８０ １２０

２０ ７３０ ４ １６ ４１０ ２３０ ２３０ １２０

１６ ６２０ ２ １２ ２１０ １８０ １００

２０ ７３０ ２ １６ ２５５ ２００ １２０

２０ ７３０ ４ １６ ３０５ ２３０ １２０ １５０

２０ ７３０ ４ １９ ３５５ ２５０ １７０ １５０

１６ ６２０ ２ １２ １６０ １８０ １００

２０ ７３０ ２ １６ １８５ １８０ １００

２０ ７３０ ２ １６ ２１０ ２００ １２０
，２４ ８６０ ２ １６ ２３５ ２３０ １５０ 直形Ｌ＝９００
，２４ ８６０ ２ １９ ２６０ ２５０ １５０ 直形Ｌ＝９００

Ｈ－１２５×６０×６×８

Ｈ－１５０×７５×５×７

Ｈ－１７５×９０×５×８

Ｈ－２５０×１２５×６×９

Ｈ－３５０×１７５×７×１１

Ｈ－３００×１５０×６．５×９

Ｈ－２００×１００×５．５×８

Ｈ－１４８×１００×６×９

Ｈ－１９４×１５０×６×９

Ｈ－２４４×１７５×７×１１

Ｈ－２９４×２００×８×１２

Ｈ－１００×１００×６×８

Ｈ－１２５×１２５×６．５×９

Ｈ－１５０×１５０×７×１０

Ｈ－１７５×１７５×７．５×１１

Ｈ－２００×２００×８×１２

（ｂ）貫通補強

タイプ（０．２Ｈ＜φ≦０．３Ｈ） タイプ（０．３Ｈ＜φ＜０．４Ｈ）

３φ≧ ≦２φ

≦２φ

φ φ ＨＨ

≦
２

φ

≦
２

φ

ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さ以上 ＰＬ厚さはＷＰＬ厚さと同厚さ×２以上

３０５００．２Ｈ以下は補強なし

ウェブプレ－ト１０㎜以上は両面補強とする

５
０

特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は

０．４Ｈ以下とし、そのピッチは３．０φ以上とする

スリ－プは梁成の中央１／２の範囲とする

５
０

ＰＬ－５０×６（Ｃ）デッキプレ－トの納まり （合成床の場合は設計図書による）

ア－クスポット溶接 ア－クスポット溶接 補足受材

ｔ

５０

２５０１２０（ｄ）母や、胴ぶち
１０６０ ３０ ３０３０３０ ６０ ６０Ｍ１２中ボルト Ｍ１２中ボルト３０以上１０以上

取付用ピ－ス
一般部 継手部

特記による
（ｅ）柱梁が途中折れの場合及び梁成が異なる場合

２
０

５

内ダイアフラム

フランジが柱のア－ルに
ｔ 接しないこと

ｔ 特記なき場合はθ≦２０ θ≧７５ 板厚１２㎜

ｔ＞柱フランジのプレ－ト厚 リブプレ－ト（特記による）θ
ｔ：特記による

形状 スタッド材

頭高さＴ 溶接後の長さ　ＬＤ 呼び名 ㎜ ㎜
５０・８０１０．０φ１３㎜Ｔ ７．９ １００・１３０

ｄ １０．０Ｌ φ１６㎜ ８０・１００・１３０７．９
８０・１００１０．０

φ１９㎜ ９．５ １３０・１５０

ｃ ｃａ２ Ｐ１

（ａ）頭付スタッド（ＪＩＳ１１９８） ａ１ ａ１

ｔＰ１ Ｐ１ Ｐ１
ａ２

ア－クスダッド溶接

ｄ Ｌ

４．０ｄ≦Ｌ ａ１≧４０

７．５ｄ≦Ｐ１≦６００ ａ２≧１００

５．０ｄ≦Ｐ２ ｄ≧２．５ｔ

ｃ≧４０

ガセット高力ボルト 溶接長（ｌ） サイズ㎜プレ－ト部　材 備　考厚×幅本数－径 ＴＹＰＥ１ ＴＹＰＥ２ ＴＹＰＥ３ Ｓｌ Ｂ
５－Ｍ１６ ９×９０ １６４ ９８ １１４ ８Ｌ－６５×６５×６
５－Ｍ１６ ９×９０ １９０ １１１ １２７ ８Ｌ－７５×７５×６山
５－Ｍ１６ ９×１２５ ２７６ １５４ １７０ ８Ｌ－７５×７５×９形

鋼 ５－Ｍ２０ ９×１５５ ３６０ １９６ ２１２ ８Ｌ－７５×７５×１２
４－Ｍ２０ ９×１２０ ２６６ １４９ １６５ ８Ｌ－９０×９０×７
５－Ｍ２０ ９×１５５ ３７０ ２０１ ２１７ ８Ｌ－９０×９０×１０

型
５－Ｍ２０ ９×１９５ ４７２ ２５２ ２６８ ８Ｌ－９０×９０×１３

５－Ｍ１６ ６×２３５ ４３６ ２３０ ２４２ ６２Ｌｓ－６５×６５×６
５－Ｍ１６ ９×１９０ ３８０ ２０６ ２２２ ８２Ｌｓ－７５×７５×６山
５－Ｍ２０１２×２０５ ４４２ ２４１ ２６１ １０２Ｌｓ－７５×７５×９形

鋼 ５－Ｍ２０１２×２５５ ５７６ ３０８ ３２８ １０２Ｌｓ－７５×７５×１２
４－Ｍ２０１２×２０５ ４２５ ２３３ ２５３ １０２Ｌｓ－９０×９０×７
５－Ｍ２０１２×２７０ ５９１ ３１６ ３３６ １０２Ｌｓ－９０×９０×１０

型
７－Ｍ２０１２×３４０ ７５５ ３９８ ４１８ １０２Ｌｓ－９０×９０×１３
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製図年月日

所　　長 検　　図 作　　図
縮尺図 面  名  称

特
記
事
項

工  事  名  称

福岡県行橋市行事８丁目８－１０

福岡県知事登録第 1-20757号

一級建築士　大臣登録第 223559号

TEL 0930-26-1101　　　　　 　　　　　　　松尾　眞也代表取締役

一級建築士事務所(株）エム・ビー・アイ
2020年 08月

行橋市消防庁舎車庫改修工事

（財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-17」（平成30年9月21日付）

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の
自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

角形鋼管

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより
行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

ベースパック　型

□-150×150 ～ □-300×300 用

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

形状（イ） 形状（ハ）

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

AB A B (e) 呼び

(e
)

M27 22 41 47

M30 24 46 53

M33 26 50 58

M36 29 55 64

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

呼び
L b

128

X

45

M36 D38 60770

M33 720

M30 695D32

D35

M27 650D29

133M30 695D32

M33 690,735D35 95,140

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

約３
０

ｍｍ

1

3

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

(注)上記 6 ～ 9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。 55

g1 dt

9 28

材質

55 31

60 34 SS400

65 12 37

9

9

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）
注入枠

10
3

角形鋼管

2

< Aタイプ > < Cタイプ 　>

X

45

45

60M36

M27

M30

M33

M36

D38 770 130

※トップフープはダブルとし、

45

L

45

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

注入は、ベースパック施工技術委員会によって認定された有資格者（ベース

パック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、チェックシート等に

より施工管理を行うものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

技術者等による。

2019年1月作成

２/３　程度

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Ｍナット

4 ベースパックグラウト(グラウト材)

5 定着座金

6 テンプレート

7 フレームポスト

8 フレームベース

9 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

10 ベースプレート

３．構成部材・寸法
１．１ 構成部材

１．２ 柱脚の定着方法概要

３．１ ベースプレート ３．２ アンカーボルト（Mアンカーボルト）

３．３ Mナット

３．４ 定着座金

４．１ 形状・材質 ４．２ 配筋

４．３ 基礎立上がり

６．１ 基礎工事

６．２ アンカーボルト据付け

６．３ 配筋およびコンクリート打設

６．４ 建方

６．５ アンカーボルトの本締め（弛み止め）

６．６ ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

4

1

5

9

3

7

8

6

d

120 X b

d

L L

120 X 50

d d

235

BCR295

BCP235

鋼種 採用F値(N/mm  )

295

STKR400

F値295N/mm 以下

●材質

SN490B 【JIS G 3136】

PM27

記号

M33

M36

35 110

適用
a1 c

18 34

t d

a2

d

注入口

t

M27

M30PM30

PM33

PM36

31

28

10132

32 101

18

18

110

アンカーボルト

a1

a2

45

42

42

35 45 18 37

３．５ 注入座金

c

ボルト孔

３．６ フレームベース

i) Aタイプ ii) Cタイプ

１．工法概要

２．柱

４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

d
異形部
呼び名

呼び
d

単位 mm 単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

を行う。

異形部
呼び名

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースパックグラウト

注1) 注1)

記号
a

寸法(mm)

ベースプレート

採用

15-12V （イ） 300t≦12

17-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-12V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-300×300

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

t≦16

t≦9

t≦12

t≦16

t≦19

φ45

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550

50

45

50

50

55

55

50

60

50

50

50

310

310

80

360

φ45

φ45

φ50

φ55

φ55

φ50

φ55

φ50

φ55

φ55

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36 12-D22

D13@100

本数-呼び
立上り筋 フープ筋

配筋

コンクリート柱型

(mm)

最低h寸法

550

600

600

600

650

650

650

650

650

700

700

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

材質 形状

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

アンカーボルト柱

外径 板厚

250

280

310

310

360

370

240

420

310

310

340

寸法W(mm)

フレームベース

150

180

210

210

260

270

140

320

210

210

240

寸法X(mm)

フレームポスト間

135

135

135

135

150

150

135

150

135

150

150

J寸法

(mm)l1 l2

200

230

260

260

（イ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

ベースパック

t

28

32

28

32

32

36

32

36

32

40

50

d(mm) (mm)

ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

A

A

A

A

C

寸法D(mm)

500

610

530

560

560

680

700

740

630

620

710
■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚
T(mm)

溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

T

覆
被

6～

6～

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

7

9

6

7

-2,+∞

(-3,+∞)

ルート面R(mm)

標準値 許容差

2

2

2

2

-2,+1

(-2,+2)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

開先角度α1(°)

標準値 許容差

α1：45

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

溶接
姿勢

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

許容差 ・記号+∞は制限無しを示す。
・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

t＜32

板厚(mm)
溶接方法

SN490B

鋼種

予熱なし

低水素系被覆アーク溶接

CO ガスシールドアーク溶接2

40≦t≦50

50 ℃

予熱なし

32≦t＜40

50 ℃

予熱なし

予熱なしSN490B

設計基準強度

(N/mm  )

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

●コンクリ－ト

SD345(D19,D22)

●鉄筋

普通コンクリートとし、設計基準強度

SD295(D13,D16)

Ｄ

Ｄ

は21N/mm　以上とする。

柱型寸法を標準から変更する場合は、

●形状

別紙「ベースパック柱脚工法における

柱型寸法最大・最小値一覧」による。

角形鋼管

10
3

2

4

1

5

9

8

7

3

50x

50

J
30

以
上

90
h寸

法

W

50

50x

W

J
30

以
上

90
h寸

法

a

t

d

l1
l2

l3
l2

l1

a

a

t

l1 l1

l1
l1

l2

l2

d

a

l1 l2 l3 l2 l1

M39 31 60 69

60M39 D41 770,810 98,135

80 12 40M39

M39PM39 11838 48 18 40

50 50W65

50
50

W
65

50 50W

50
50

W

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

立上り高さ

80

80

80

フープ筋

立上り筋

150以上

30
90

以
上

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

e1

e1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

（イ）

（イ）

A

A

A

C

C

C

12-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

標準ﾌﾚｰﾑ

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

３．７ アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型
　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

d

g1

g1

d

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

g1 dt 材質

55 32

60 35 SS400

65 38

9

9

M30

M33

M36

単位 mm
g2

g1

t

t

9

g2

168

173

178113

190

l3

-

-

-

-

-

-

-

260

260

290

490

基準強度
(N/mm )

490

490

490

490

490

基準強度
(N/mm )

490

490

基準強度

(N/mm  )

iii) 特Cタイプ

50 50W

50
50

W

76

76

適用
アンカーボルト

適用
アンカーボルト

50

50x

W

J
30

以
上

90
h寸

法

< 特Cタイプ >

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

※

ｱﾝｶｰ

特C

-

-

-

-

-

-

710

740

-

640

710

-

-

-

-

-

-

440

-

510

510

540

-

-

-

-

-

-

300

-

370

370

400

標準ﾌﾚｰﾑ 特C 標準ﾌﾚｰﾑ 特C

TSC295

　柱型上端近くに配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設け

　なくてよい。

梁主筋

２ 設計

施工

２

2 2

2 2

２

TEL03（3624）5336

岡部株式会社ベースパック柱脚工法　標準図

ベースパック
柱脚工法

S-06
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所　　長 検　　図 作　　図
縮尺図 面  名  称

特
記
事
項

工  事  名  称

福岡県行橋市行事８丁目８－１０

福岡県知事登録第 1-20757号

一級建築士　大臣登録第 223559号

TEL 0930-26-1101　　　　　 　　　　　　　松尾　眞也代表取締役

一級建築士事務所(株）エム・ビー・アイ
2020年 08月

行橋市消防庁舎車庫改修工事
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調

色

考

備

分

区

土

質

図

状

柱

高

(m)

標

(m)

尺

標

ボーリング柱状図

事業・工事名 ｼｰﾄNo.

方
　
向

ボーリング名

調査業者名

調査位置

角
　
度

180°

0°

上

下

0°

90° 90°270°

0° 地
盤
勾
配

鑑定者

北　緯

東　経

責任者

ボーリング

使
用
機
種

コ　ア

ハンマー

落下用具

ポンプ

孔口標高

発注機関

総掘進長
90°

0°
水平

鉛
直西

北

東
180°南

9

7

6

5

4

3

2

1

11

10

調査期間

主任技師
代　理　人
現　　場

エンジン

試錐機

12

13

14

15

16

17

18

19

20

～～～

2 0100

302010

ＣＣＣ(m)

貫
　
入

度

深

6050403020

合
　
　
　
　
計

のとごcm10

数回撃打

試入貫準標 験

値Ｎ

孔

内

水

位

ｍｍｍ 100

10.15

9.15

2.45

2.15

3.45

13.15

15.15

16.15

17.15

18.15

30

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

13.45

16.45

17.45

18.45

19.15

3.15

30

30

30

30

30

8

4.15

4.45 30

30

5.15

5.45

30

6.15

6.45

30

7.15

8.15

7.45

309.45

10.45 30

11.15

12.15

12.45 30

14.15

14.45 30

15.45 30

20.15

20.45 30

30.00m

30

1.15

1.45

30

30

30

30

30

30

30

21.15

21.45

22.15

22.45

23.15

23.45

24.45

24.15

25.15

26.15

27.15

27.45

26.45

25.45

調　査　名　

16.50

30.00

相 相

対 対

度 度

密 稠

混じり砂

粘土礫 茶褐

11.45

30.00

6

4

6

9

28

0.00 0.00
(m)(m)

度 厚

層深

30

No . 2

-1.72m

 4/13

1.60

-1.72

-3.22 1.50 1.50

シルト

-6.72 5.00 3.50

4.509.50-11.22

7.00-18.22

1.00

1.00

17.50

18.50-20.22

-19.22

21.50 3.00-23.22

1.50-31.72

7.0028.50-30.22

マサ土 茶灰

砂

砂

粘土混じり
茶褐

砂

粘土混じり

粘土質砂

砂質シルト

含水少なくウンモ片を含む

団粒状を呈するシルト

暗灰

暗灰

～

黄灰

茶褐
粘土混じり

砂礫

の亜角礫を含む

4ｍ付近は黄色がかり、φ10～30ｍｍ

2ｍ付近はシルト質砂状を呈す

マトリックスは細～中砂主体

φ10～30ｍｍの亜円～亜角礫を含む

3ｍ付近はかなり含水高い

7ｍ付近は赤色が強くかかる

8ｍ付近はかなり粘性分が多い

マトリックスは細～粗砂主体

細～粗砂を主体とする

15ｍ付近は細～中砂主体である

亜角礫を若干混入する

13～16ｍではφ10～20ｍｍの亜円～

10ｍ付近、13ｍ付近はやや含水が

少ない

～

～

茶褐

淡黄灰

茶灰

淡灰

淡灰
マサ土状を呈す

φ30ｍｍの亜角礫を混入する

マサ土状を呈し、細～粗砂主体

中位

密

マサ土状を呈す

細～粗砂を主体とする

φ10～20ｍｍの亜円～亜角礫を混入

する

含水はやや少ない

花崗岩の風化土

マサ土状を呈す

細～粗砂を主体とする

亜角礫を含む

28ｍ付近φ10～20ｍｍの亜円～

26ｍ以深はマサ土状を呈す

～

極密

中位

～

密

極密

中位

～

中位

極密

軟

～

軟

硬

50
30.18

23 27/8 50
18

50 50
2529.40

29.15
15 19 16/5

30

28.15

28.45
12 10 12 34 34

12 18 22 52 52

6 7

6 7 7 20

11 24 24

20

6 11 11 28

7 7 9 23 23

4 4 5 13 13

13 9 31 31

14 15 13 42 42

26
505015/62213

19.41

5 5 16 16

11 11 13 35 35

6 7 20 207

4 5 6 15 15

5 6 5 16 16

5 5 6 16 16

3 3 10 10

5 4 6 15 15

6 8 20 20

8 12 18 38 38

23 13 12/8 50 50
288.43

11 11 10 32 32

8 7 2 17 17

6 6 14 26 26

2 2 5 9 9

00モンケン自沈

1/15 2 21/15

11 1 3 3

細～粗砂を主体とする

中粗砂主体　全体に均質

22ｍ～23ｍ付近はやや含水高く

23ｍ付近ではφ10～20ｍｍの

亜円～亜角礫を含む

26～27ｍ付近は赤色がかる

8.50

調

色

考

備

分

区

土

質

図

状

柱

高

(m)

標

(m)

尺

標

ボーリング柱状図

事業・工事名 ｼｰﾄNo.

方
　
向

ボーリング名

調査業者名

調査位置

角
　
度

180°

0°

上

下

0°

90° 90°270°

0° 地
盤
勾
配

鑑定者

北　緯

東　経

責任者

ボーリング

使
用
機
種

コ　ア

ハンマー

落下用具

ポンプ

孔口標高

発注機関

総掘進長
90°

0°
水平

鉛
直西

北

東
180°南

9

7

6

5

4

3

2

1

11

10

調査期間

主任技師
代　理　人
現　　場

エンジン

試錐機

12

13

14

15

16

17

18

19

20

～～～

20100

302010

ＣＣＣ(m)

貫
　
入

度

深

6050403020

合
　
　
　
　
計

のとごcm10

数回撃打

試入貫準標 験

値Ｎ

孔

内

水

位

ｍｍｍ 100

10.15

9.15

2.45

2.15

3.45

13.15

15.15

16.15

17.15

18.15

30

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

13.45

16.45

17.45

18.45

19.45

19.15

3.15

30

30

30

30

30

30

8

4.15

4.45 30

30

5.15

5.45

30

6.15

6.45

30

7.15

8.15

308.45

7.45

309.45

10.45 30

11.15

12.15

12.45 30

14.15

14.45 30

15.45 30

20.15

20.45 30

30.00m

30

1.15

1.45

6

5

21 21

30

30

30

30

30

30

30

21.15

21.45

22.15

22.45

23.15

23.45

24.45

24.15

25.15

26.15

27.15

27.45

26.45

25.45

1

調　査　名　

No . 1

 4/ 9

2.00

-2.15m

3.503.50-5.65

2.00-7.65 5.50

3.00-10.65

-16.65 14.50 6.00

1.00

1.00

15.50

16.50-18.65

-17.65

3.0019.50-21.65

-23.65 21.50 2.00

6.0027.50

2.5030.00-32.15

-29.65

相 相

対 対

度 度

密 稠

砂混じり

粘土

砂質シルト

砂

粘土混じり

粘土混じり

砂礫

砂礫

シルト

砂

粘土混じり

砂

礫混じり

混じり砂

粘土礫

現耕作土

微～細砂を混入するシルト

ウンモ片を多量含む

2.3ｍ付近では粘土混じり砂状を呈し、

含水が高い

3ｍ以深は貝殻片を若干混入

全体に含水高い

マトリックスは中～粗砂を主体とし

微～細砂を若干含む

主体とする

粘土～中砂を混入する　礫はφ20～

40ｍｍの亜円～亜角礫を主体とする

上部は礫分が少ない

マサ土状を呈す

中～粗砂を主体とする

混入する

13～13.5ｍ付近は黄褐色を呈する

14ｍ以深はやや含水高い

暗灰

茶褐

茶褐

～

黄褐

淡黄灰

中位

極硬

極硬

茶褐

茶褐灰

亜円～亜角礫を若干混入する

固結が進行しているシルト

全体に均質

φ10ｍｍ程度の石英亜角礫を若干

マサ土状を呈している

中～粗砂を主体とする

φ10ｍｍ以下の石英亜角礫を若干含む

18ｍ付近では粘性分が少ない

礫はφ10～20ｍｍの亜円～亜角礫を

マサ土状を呈している

中～粗砂を主体とする

φ10～40ｍｍの亜円～亜角礫を若干

含む　21ｍ付近ではφ20ｍｍの片岩

礫が存在する

中～粗砂を主体とする

中位

中位

密

花崗岩の風化土

中～粗砂を主体とする

全体に均質である

茶灰マサ土

～

茶褐

黄緑灰

黄緑灰

茶褐

11.45

28.05

28.26

29.00

29.14

30.00

30.15

1/15 1/15 2 2

1 1 3 3

1 2 1 4 4

12 12 11 35 35

17 13 15 45 45

18 12 10 40 40

6 7 7 20 20

7 8 8 23 23

4 5 6 15 15

5 6 7 18 18

4 5 10 19

4 4 14 14

9 5 4 18 18

7 7 6 20 20

9 7 22 22

6 8 8 22 22

7 7 19 19

6 6 6 18 18

1616655

7 7 7

8 8 9 25 25

8 10 13 31 31

7 10 15 32 32

9 9 10 28 28

9 17 25 51 51

12 11 9 32 32

10 14 14 38 38

21 26 3/1 50
21

50

36 14/4 50
14

50

29 21/5
15
50 50

-2.15 0.00 0.00
(m)(m)

度 厚

層深

22.5ｍまでは黄緑灰色である

全体的に粘土分を若干含む

全体に均質

礫はφ10～30ｍｍの亜円～亜角礫

より成る

マサ土状を呈す

マサ土状を呈す

細～粗砂を混入　φ5～20ｍｍの

マトリックスは粗砂を主体とし

6

19
30

ボーリング位置図　S=1/300

No2　 GH=-1.72ｍ

J=30.00ｍ

J=30.00ｍ

No1　 GH=-2.15ｍ

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ位置図

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ柱状図 S=1/100

S=1/300
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行橋市消防庁舎車庫改修工事 構造図

H-350×175×7×11

9

ウェブ 添板

外添板

内添板

フランジ

梁サイズ

PL-290×175×9 (2枚)

PL-290×70×9 (4枚)

PL-200×170×6 (2枚)

ボルトM20 (16本)

ボルトM20 (6本)

9
9

M20

35
0

40 60 90 60 40

290

M20

40
90

26
0

90
40

409040

170

35
10
5

35

17
5

M204060906040

290

9

35 35

70

40
90

90
40

26
0

6

M20

M20
3510535

175

PL-290×175×9(外添板)

PL-290×70×9(内添板)

PL-260×170×6

H-350×175×7×11

PL-290×175×9(外添板)

PL-290×175×9(外添板)

PL-290×70×9(内添板)

PL-260×170×6

H-350×175×7×11

PL-22：SN490C

PL-22：SN490C
通しﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ

Ｂ

GL

断面

地中梁リスト

Ｄ
2
0
0

5
0

5
0

5
0

7
0

6
0
0

2
0
0

7
0
0

1
0
0

9
0
0

Ｃ1

1,950

□
-
3
0
0
*
3
0
0
*
1
6

3 ,500

2
,
0
0
0

3
5
0

600

ＣＢ1
Ｈ-350*175*7*11

6
0

3
,
7
5
0

3
,
8
1
0

▽
GL

3
,
4
0
0

四隅フック無し

1
5
0

5
0

1
0
01
0
0

5
0

6 601,500 50

ベースパック 30-16V

26050 80 80 50

50
80

80
50

26
0

520

52
0

40

710

71
0

50 210 50

50
以
上

15
0

30

70
0以

上

90

柱部材

ベースプレート

アンカーボルト

コンクリート柱断面
立上り筋

フープ筋

ｺﾝｸﾘｰﾄ設計基準強度

□-300×300×16

520×520×40

8-M36(SD490)

710×710

12-D22(SD345)

D13@100(SD295)

21N/mm2 以上

φ
55

〇印　溶接要領図

下端筋 上端筋

1
1
-
D
1
3

上
下

端
筋

共

上下端筋共 11-D13

2,000

巾止筋

腹　筋

スターラップ

下端筋

上端筋

ＢＸＤ 400 x 600

4 - D19

4 - D19

D13 - @200

2 - D13

D10 - @1000

全断面

FG1

▽
GL

▽
GL

Ｇ1梁：先端Ｘ7.Ｘ4側　10mmムクリをつける。

7,000 7,000 7,000

Ｙ６

Ｙ５

Ｃ1 Ｃ1Ｇ1

21,000

Ｘ７ Ｘ６ Ｘ５ Ｘ４

7,000 7,000 7,000

Ｙ６

Ｙ５

21,000

Ｘ７ Ｘ６ Ｘ５ Ｘ４

7,000 7,000 7,000

21,000

Ｘ７ Ｘ６ Ｘ５ Ｘ４

3,500

Ｙ６Ｙ５

Ｃ1 Ｃ1Ｃ1

7
0
0

2
0
0

7
0
0

2
0
0

ＦＧ1Ｆ1

〇印は、溶接により剛とします。

通り軸組図　S=1/100

BCR295

鉄骨断面リスト

C1

G1

b1 SS400

SS400

SS400

庇

SS400R階水平ﾌﾞﾚｰｽ

□-300*300*16

Ｈ-250*125*6*9

折板　88ハゼ、厚0.6

1
,
5
5
0

1
,
9
5
0

Ｃ 1 Ｃ1

Ｆ1 Ｆ1
400*600

ＦＧ1

2,000 2,000

2
,
0
0
0

Ｆ 1 Ｆ1

1
,
0
0
0

1
,
5
0
0

Ｇ 1Ｇ1

Ｇ1

Ｇ1

b
1

b
1

Ｈ-350*175*7*11

Ｈ-350*175*7*11

C
B
1

C
B
1

CB1

600 600 600 600
Ｇ1Ｇ1 Ｇ1

6,600400 6,600 400

3
,
7
5
0

600

1,500 2,000

50 1,950

ＣＢ1

3
,
8
1
0

3
,
7
5
0

6
0

Ｇ 1

b
1

b
1

b
1

※折板受け梁は、Ｃ-100*50*20*2.3敷込

R階　鉄骨梁伏図　S=1/100

1-M16（ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付）

3
,
50

0

※柱状改良φ1000：8箇所

基礎梁伏図　S=1/100

※柱状改良耐力は、300KN/㎡必要。

Ｙ６Ｙ５

CB1

Ｇ 1 Ｇ 1

3
,5

0
0

S =1/30

S=1/100

S=1/20
S-08

3,200 3,2003,800

3
,
2
0
0

1
,
4
0
0

9
0
0

1
,
0
5
0

2 ,200

600

3
0
0

6 ,290710 710

3
,
8
8
0

1 ,800

3,770

3,
770

6,060

6,450 300 6,700 300 6,450

通しﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ

10 80

40 40

4
0

6
0

1
4
0

4
0

2 -M20
GPL-6

b1 Ｈ-250*125*6*9
L=55+35＝90

L=45+35＝80

L=40+35＝75



34.8℃

トイレブース内の紙巻器、リモコン類等についてはJIS S0026に則った配置とすること。

ダクトの工法・種類

　　　　　　　　　・スパイラルダクト　・耐火二層管工法　　・VP管工法

ロ）排気用ダクト　・アングル工法　・コーナーボルト工法（・共板　・スライドオン）

　　　　　　　　　・スパイラルダクト　・耐火二層管工法　　・VP管工法

イ）給気用ダクト　・アングル工法　・コーナーボルト工法（・共板　・スライドオン）３．

　（８）「建築設備耐震設計・施工指針（2014年版）」　独立行政法人　建築研究所監修

衛 生 器 具 設 備・

中水水源（・ 雑用水処理水　・ 雨水　・ 井水　）　　

・ 鋳鉄製ボイラ

・ ファンコイルユニット　　・ ダクト併用方式・ ダクト方式

・ パッケージ方式（ ・ 中央式　　・ 各階式　　・ 個別式）

・ 鋼製ボイラ（ ・ 立てボイラ　　・ 炉筒煙管式ボイラ）

３．

給 水 設 備 ・標準基礎　　・防振基礎

　　　　防食管継手

ホ）室外機の基礎（・標準架台  ・防振架台）

工　　　　　　事　　　　　　種　　　　　　別

階　　数

屋　　外

建　　物　　名　　称 構　　造

・ 温水

・ 直だき吸収冷温水機

・ 回転形

一式 一式

一式 一式

Ⅰ．工　事　名　称

一式一式

一式

112条区画（・有　　・無）

工事種目

一式

一式

一式

そ の 他 の 区 画

令8区画（・有　　・無）

６．その他（工事内容、留意事項等）

延焼のおそれがある部分（・有　　・無）

排煙区画（・有　　・無）

消 防 法

一式

一式

※

共住区画（・有　　・無）

各工事の特記仕様書を確認のこと

建物別及び屋外

一式

一式

建 築 基 準 法

一式

防火区画

・ 遠心冷凍機

工事

１.　工　事　場　所

Ⅱ．工　事　概　要

・ 吸収冷凍機

・ ヒートポンプチラー（ ・ 水冷　　・ 空冷）

延面積(ｍ2)

・  温風暖房機

・ 蒸気

３．工　事　種　目　（・印を付けたものを適用する）

空

気

調

和

設

備
・ 静止形

・ 往復動冷凍機

５．法令による区画（有の場合は、図示等による）

４．本　工　事　設　備　概　要　（・印を付ける）

量 水 器 桝

１．

２．

量 水 器

・子メーター（・貸与品　　※買取り）

・親メーター（※貸与品　　・買取り）

イ）形状　　・スリット形　　・パネル形　 ・ダンパー形

・亜鉛鉄板製　　・普通鋼板製

・要　　・不要

　　　　構成・機能

・要（・本工事　　・別途電気工事）　　・不要

排 煙 口

ダ ク ト の 材 質１．

電 源 装 置

中 央 監 視 制 御
自
動
制
御
設
備

別紙による。

ロ）開放装置　　・手動　　・手動及び遠隔操作可能なもの

１．

２．

３．

中央監視制御装置の２．

温 湿 度 調 整 目 標 値１．

　

空

気

調

和

設

備

29．ば い じ ん 量 測 定 孔

・設ける

27． ※要（指定機器）　　・不要度 数 計

※要（指定機器）　　・不要ア ワ ー メ ー タ ー

ホ）蒸気及び油配管は配管用炭素鋼鋼管（黒）とする。

配 管 材 料

JIS 5K とする。ただし特記部分はJIS 10K とする。

防 振 継 手

ﾌ ﾚ ｷ ｼ ﾌ ﾞ ﾙ ｼ ﾞ ｮ ｲ ﾝ ﾄ ・ベローズ形ステンレス製　　・合成ゴム製

チ）膨張管、安全管及び膨張水槽よりボイラへの給水管の配管材料は、水道用亜鉛

　　メッキ鋼管とする。

ハ）外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー、ホッパーには排水弁を設ける。

　　ｂ)ダブル形　　　250×（L＋100）×300H

　　ａ)シングル形　　200×（L＋100）×300H

ロ）ブリーズライン形吹出口には、下記の接続チャンバーを設ける。

　　ｂ)ネック径が200φをこえるもの　　500× 500×300H

　　ａ)ネック径が200φ以下　　　　　　400× 400×250H

イ）シーリングディフューザーには、下記の接続チャンバーを設ける。チ ャ ン バ ー 等

風 量 測 定 口

ハ）分岐方法（※割込み方式　　・直付け方式）

・スパイラルダクト　・ステンレスダクト）

ロ）工法・種類（・アングル工法　・コーナーボルト工法（・共板　・スライドオン）

下記のものは本仕様による。

ハ）吸込口　　・鋼板製　　※アルミ製（外気吸込口には防虫網付とする。）

ロ）シーリングディフューザー　　・鋼板製　　※アルミ製（ シ ャ ッ タ ー 共 ）

吹出口・吸込口の材質

10．

11．

12．

ダ ク ト９．

防 煙 ダ ン パ ー13．

ロ）復帰方式　　※遠隔式（※電気式　　・空気式）　　・手動式

イ）操作方式　　・電気式　　・空気式

ハ）温度ヒューズ（・取り付ける　　・取り付けない）

ニ）表示用端子（・設ける　　・設けない）

鋼板厚（・4.5mm　　※3.2mm）煙 道14．

下記のものは本仕様による。

イ) 建物内の空気抜き管の保温は、空気抜き弁までとし、仕様は温水管の項による。

ハ) 還り風道の保温（・要　　・不要）　　ニ) 膨張水槽の保温（・要　　・不要）

ホ) 内貼りチャンバー等の保温（・要　　・不要）

保 温

ハ) 内貼りチャンバー類の寸法表示は、外形寸法とする。

ロ) 施工箇所は、図示した風道並びにチャンバー類とする。

ヘ) 隠ぺい風道の保温でフランジ部は保温材２枚重ねとする。

機 器 類 の 架 台

・防振つり金物（・シングル　　・ダブル）（・中央機械室　　・各階機械室）

温 度 計19．

４．

７．

８．

15．

消 音 内 貼 り16．

17．

18．

26．

28．煤 煙 濃 度 計

弁 類６．

冷 媒５．

イ）種別（※低圧ダクト　　・高圧ダクト）

１． 配 管 材 料

ポ ン プ 基 礎

６．引 込 納 付 金 等

８．

７．

他の設備項目の適用

※別途

イ）防振継手　ロ）ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ ハ）防振吊り金物及び支持金物（ただし揚水管のみ）

建 物 導 入 部 配 管

管 の 埋 設 深 さ ・一般敷地（・300 mm　・　　 mm）　・構内車両通路（・600 mm　・　　 mm）10．

11．

９．

器具接続用管端

・水道事業者指定品（・貸与品　　※買取り）　　・国土交通省型　　・その他

　とし、青銅製弁は管端防食継手の規定に準じた管端コアを備えたものとする。

・塩ビライニング鋼管及びポリ粉体鋼管の配管に取り付ける鋳鉄製の弁はライニング弁

・鋳鉄製ストレーナーはライニングを施したものとする。

４．弁 桝

配 管 材 料５．

３．弁 類

・その他の部分　JIS（・5K 　　・10K ）

・水道直結部分　JIS（※10K 　　・　　　　）

　　　　　　　・ステンレス鋼管（SUS）　（・圧縮接合　・溶接接合　・拡管接合）

　　　　　　　・架橋ポリエチレン管またはポリブデン管（さや管工法）

５

給

水

設

備

６

排

水

設

備

11

12

13

イ) 内貼りの材料及び施工法は、標準仕様書の当該事項による。

標準仕様書によるほか、取付を図示された部分に取付ける。

　　　　　　　・塩ビライニング鋼管（SGP－ VB）　・ポリ粉体鋼管（SGP－ PB）

・雑排水管  ・配管用炭素鋼鋼管（白）　・硬質塩化ビニル管（VP）　・カラーVP

ロ）冷温水管　・配管用炭素鋼鋼管（白）　　・耐熱塩ビライニング鋼管

　　　　　　　・一般配管用ステンレス鋼鋼管

ヘ）冷媒管（・銅管　　・断熱材被覆銅管（製造者標準品））

ト）冷媒管の区画処理（・有（※国土交通大臣認定工法　・その他）　・無）

（DB）
温　　度 湿球温度

（WB）
湿　　度
（RH）

温　　度
（DB）

湿球温度
（WB）

湿　　度
（RH） （DB）

湿　　度
（RH）

温　　度
（DB）

湿　　度
（RH）

％

％

℃

℃％

％夏　季

冬　季 ℃

℃

外　　　　　気
室 内

電 気 工 事 の 範 囲２．

３． パッケージエアコン

ハ）冷媒管及びドレン管の区画処理（・有（※国土交通大臣認定工法　・その他）・無）

ニ）ドレン管の材質　・配管用炭素鋼鋼管（白） 　 ・カラーVP

※標準仕様書による。

※施工区分表による。　　・図面詳細による。

※計量法　検定合格品とする。

下記のものは、空気調和設備の当該項目を適用する。

・国土交通省型　図２による。

イ）パッケージ形空気調和機（・防振パット　　※木台　　※転倒防止処理）

ロ）ユニット形空気調和機（・標準架台　・防振架台）

ハ）送風機（・標準架台　・防振架台） ニ）ポンプ（・標準架台　・防振架台）

ホ）冷凍機（・標準架台　・防振架台）

ヘ）チラーユニット（・標準架台　・防振架台）

※用いる(図４による。)　塩ビライニング鋼管と給水栓・銅合金製配管附属品等との接続

排
煙
設
備

ハ）排水管　・配管用炭素鋼鋼管（白） ・硬質塩化ビニル管（VP）  ・カラーVP

・結露防止層付塩化ビニル管　・硬質塩ビリサイクル管（RF-VP）

イ）ユニバーサル形吹出口　　　　・鋼板製　　※アルミ製

ロ) 空気調和機・ファンコイルユニット等の排水管の保温は、給排水衛生設備の排水管

　　の項による。

25． 予 備 品 ※ファンコイルユニット付属品　　イ) 運転表示ランプ　台数の1/2以上

                            　　ロ) フィルター　各型番台数の1/2以上

※自動巻取形空気濾過用フィルター（各台1巻）

機械室(配管・風道)の

　　　　つり金物

圧 力 計 及 び 連 成 計20．

21．瞬 間 流 量 計

ファンコイルユニット22．
用調節弁

油 サ ー ビ ス タ ン ク23．

24．地 下 貯 油 槽

※標準仕様書による。

※要（※標準仕様書による。　　・図示による。）　　・不要

・流量調節弁　　・定流量弁（流量設定が可能なもの）

イ）防油堤（コンクリート製）　　※別途工事　　・本工事

ロ）フロートスイッチの機能は、下記による。

・給油ポンプの起動、停止　　・満油警報　　・減油警報

ハ）油面計（・フロート式　　・ゲージ式）

イ）タンク室　　・設けない　　・設ける（・別途工事　　・本工事）

ロ）計量器（・計量尺　・直読式（防水蓋スプリング付、プロテクター共）　・遠隔式）

ハ）土工事　・オープンカット　・矢板（・有　・無）　・特殊基礎（・有　・無）

・

・

・

・

・

浄 化 槽 設 備

さ く 井 設 備

電 気 設 備 工 事 ※

建 築 工 事 ※

・屋外排水管・硬質塩化ビニル管（・VP　・VU）※呼び径125以上は原則としてVUとする。

給 水 方 式

主 要 熱 源 機 器

全 熱 交 換 器

図面詳細による他、下記による。

図面詳細による。

・通　気　管・配管用炭素鋼鋼管（白）　・硬質塩化ビニル管（VP）　・カラーVP

・鋼　管（・ねじ込み式　　・MD継手　　・　　　　　　）管 接 合２．

図５による。

伸 縮 継 手

グ リ ー ス ト ラ ッ プ

差込ソケット（VV）

満 水 試 験 継 手

10．

ビニル製伸縮継手

排水流し下のビニル製排水管には差込（VV）ソケットを使用すること。

特記以外JIS 5K とする。

排水鋳鉄管系統の床上掃除口直下に取付ける管は45° 2回曲りとする。

９．

８．

11． 図示による。

戸数・浄化槽人槽
受水槽有効容量等

※工事内容、留意事項等を必ず記載のこと。

※標準図（・（a）　・（b）　※（c）スリークッション）による。 

※　△を付けたものは既設設備とする。

の　種　別
防火対象物

※長さは標準仕様書による。

・ベローズ形　　・合成ゴム製（・合成ゴム製　・３山ベローズ形）

ニ）冷却水管　　※塩ビライニング鋼管（※SGP-VB　・　　　）

一式

一式

一式

一式

一式

一式一式一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

・

・

・

・

・

・ 排 水 設 備

給 湯 設 備

消 火 設 備

ガ ス 設 備

換 気 設 備

空 気 調 和 設 備

一式 一式一式一式・ 排 煙 設 備

一式 一式 一式一式 一式・ 中 水 設 備

・ 現場施工型 ・ 放流水質BOD　　mg/L

・  敷地外放流方式

・ ポンプアップ式・ 重力式

・ 建物内汚水と雑排水（ ・ 分流　　・ 合流）

・ 局所式 ・ 中央式

・ 直放流（ ・ 合流式　　・ 分流式） ・ 非直放流（浄化槽）

・ ユニット型

・ 屋内消火栓( ・ 1号・2号・易操作性1号)

・ 合併処理

排 水 方 式

浄 化 槽 の 形 式

給 湯 設 備

消 火 設 備 の 種 別
・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ ・連結散水 ・連結送水

・ 屋外消火 ・ 水噴霧消火 ・ 泡消火 ・ 不活性ｶﾞｽ ・  ﾊﾛｹﾞﾝ化物消火 ・ 粉末消火

床上掃除口直下の曲管

可 燃 材 の 区 画 処 理

弁 類

小 口 径 桝 ふ た

コンクリート桝ふた

７．

６．

５．

４．

空 調 方 式

給

排

水

衛

生

設

備

・ 都市ガスガ ス の 種 別

・ 法規（ ・ 建基法　　・ 消防法）

・ 機械換気（ ・ 有　　・ 無）

・ 機械排煙（ ・ 有　　・ 無）

換 気 設 備

排 煙 設 備

・ 空気調和機

・ 将来冷房可能

・ 直接暖房（ ・ 蒸気　　・ 温水）

・ 温風暖房

・ 温風暖房機

・ 暖房専用

（ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝを除く）

・屋内消火管　（・要　　※不要）　　　・屋外露出消火管　（※要　　・不要）

※要消 防 設 備 士

５．管 類

６．

・配管用炭素鋼鋼管(白)(屋内)　・外面被覆鋼管（・SGP－ VS ・ SGP－ PS）

１．

２．

種 類

管 類

７

給

湯

設

備

保 温４．

・標準基礎　　・防振基礎

※減圧弁付屋 内 消 火 栓 弁

１．

２．

３．

消 火 ポ ン プ の 基 礎

・要　　・不要

８

消

火

設

備

及びサクションカバー
フート弁・呼水槽

９

ガ

ス

設

備

10

換

気

設

備

上水水源（・ 市水　・ 井水）　　法的区分（・ 小規模貯水　・ 簡専　・ 専用水道）

給水方式

中水給水方式 （・ 水道直結方式　・ 高架水槽方式　・　ポンプ直送方式　）

57.1％

          する配管

給 水 管 等 の 材 質

ライニング鋼管の継手

吊 り 及 び 支 持 等

埋 設 標 識 テ ー プ

　　上水（青）　　ガス（緑）　　消火管（赤）　　中水（黄色）　　油（茶）

　　その他については、監督職員（係員）の指示による。

地 中 埋 設 標

地中埋設は、ペトロラタム系ペーストを塗布のうえ、ペトロラタム系防食テープ1/2重ね

コンクリート内の防食は、防食用ビニルテープ巻（1/2重ね１回巻）とする。
  クリート内の防食
地中埋設及びコン

４．

５．

６．

７．

８．

９．

10．

すること。

※標準仕様書による。　・図示による。

防火区画等を貫通 給水管その他の管が、建築基準法施行令第112条第15項の準耐火構造の防火区画等を貫通

する場合の措置は、図５による。

※鋼材・ボルトナットを屋外又は多湿箇所に使用する場合は、溶融亜鉛メッキ（2種35）

　又は、ステンレス鋼製（SUS304）とする。

埋設深さは150mm、テープ幅は150mm以上（図1-1）とし、色については次による。

　　　地域係数（Z）は、1.0とする。

（２）地域係数（Z）

＊次に示す機器を、重要機器、重要水槽とし、それ以外の機器を一般機器、一般水槽とする。

・

＊耐震安全性の分類 （・特定の施設　・一般の施設）

（　）書きの数値は防振機器

13階建以上の場合は上層4階

　2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～ 12階建の場合は上層3階、

＊上層階の定義は、次のとおりとする。

1.5
（ 2.0）

1.0
（ 1.5）

0.6
（ 1.0）

1.5

1.5

2.02.0
（ 2.0）

1.5
（ 1.5）

1.0
（ 1.0）

地階及び１階

中 間 階

屋上及び塔屋
上 層 階 、

設 置 場 所

重要機器 重要水槽 一般機器

・特定の施設

耐震安全性の分類

一般水槽

1.5

1.0

1.0
（1.0）
0.6

（1.5）
1.0

（2.0）
1.5

重要機器

1.0

1.0
（ 0.6）
0.4

（ 1.0）
0.6

（ 1.5）
1.01.5

重要水槽

・一般の施設

一般機器 一般水槽

1.0

0.6

0.6

　　　機器毎の耐震安全性の分類及び設置場所により以下表より求める

（１）設計用標準震度（Ks）

１

一

般

事

項

１．

２．

発 生 材 の 処 理

残 土 処 分 ※構外搬出　　・構内敷き均し・

※18建設副産物の処理についての項を適用すること。

※フロンの処理は、19フロン処理についての項を適用のこと。

ハ）電動機の周波数は、60Hzとする。

ロ）電動機出力は、原則として、表示された出力以下の容量とする。

　　とする。

イ）機器類の能力、容量等（電動機出力は除く）は、原則として、表示された数値以上

なお、材料及び製品については、地域産材の使用に努めること。

この工事に使用する機材は、監督職員（係員）の承諾を受けること。

３．耐 震 施 工

容 量 等 の 表 示２．

１． 機 材

掘削深さ（1,500 mm以上）の掘削には矢板を使用すること。矢 板

・他工事　　　・本工事（詳細図による。）足 場

※設けない　　・設ける　（　 10 ㎡程度）　備品については監督員の指示による。

用水及びプールの水張りを含む）及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。

３．

２．

４．

　　　　　・その他

工事用電力・水

監 督 員 事 務 所１．２

仮

設

工

事

章 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

Ⅲ．工　事　仕　様

　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の仕様書による。

１．適用仕様等

（３）図面に明記なくも関係法規上・機能上・意匠上当然と認められるものは、本工事にて施工すること。

（１）章および項目は番号に ・印のついたものを適用する。

（２）特記事項のうち選択する事項は、原則として※印を選択するが、それ以外を適用する場合は　　 ・印をつけて選択する。

３

共

通

事

項

・ 全熱交換ユニット

呼び径100以下はねじ接合、125以上はフランジ接合とする。

屋内地中配管　・塩ビライニング鋼管（SGP－ VD）　・ポリ粉体鋼管（SGP－ PD）

屋外地中配管　・塩ビライニング鋼管（SGP－ VD）　・ポリ粉体鋼管（SGP－ PD）

厨房、浴室等のシンダー内配管　　　・塩ビライニング鋼管（SGP－ VD）

　　　　　　・硬質塩ビリサイクル管(RF-VP)　　・耐火二層管

　　　　　　・硬質塩ビリサイクル管(RF-VP)　　・耐熱硬質塩化ビニル管　　・耐火二層管

・都市ガス（ガス種　※13A　・12A　）   ・液化石油ガス

屋外埋設配管　・ポリエチレン管JIS K 6774

一般配管　　　・配管用炭素鋼鋼管（白）　　・ガス用ステンレス製フレキシブル管

　　　　　　　・硬質塩ビ外面被覆鋼管　　　・ポリエチレン被覆鋼管

ピット内配管　・硬質塩ビ外面被覆鋼管　　　・ポリエチレン被覆鋼管

・本工事　　・別途工事

※ガス漏れ警報器工事は、住宅工事においては原則として行わない。

液化石油ガス設備士による施工とする。

（財）日本エルピーガス機器検査協会、検査合格品とする。

※要　　・不要

建 物 導 入 部 配 管

絶 縁 継 手

ガ ス 栓

施 工 資 格

ガ ス 漏 れ 警 報 器

・標準図（・（ａ）　・（b）　※（c）スリークッション）による。

都 市 ガ ス３． イ）ガスメーター　親メーターはガス供給事業者より借用、子メーターは買取りとする。

液 化 石 油 ガ ス４．

連動スイッチ（・要　　・不要）ガス湯沸器の付属品５．

ハ）転倒防止用の鎖（・別途工事　　※本工事）

ニ）ボンベ置場のコンクリート基礎（※別途工事　　・本工事）

イ）ガスメーター（・買取り　　・借用）　　ロ）集合装置（・別途工事　　※本工事）

６．

７．

８．

９．

10．

ダ ク ト の 種 別１． ※低圧ダクト　　　・高圧ダクト

厨 房 ダ ク ト の 板 厚２．

イ）給水管　　・塩ビライニング鋼管（・SGP-VB　・SGP-VA）

厨房排気ダクト（矩形ダクトに限る）の板厚は、表１による

※ユニット形空気濾過器　　　　　　個

２．補足基準等

　適用仕様等、図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の基準、指針、要領、標準図等による。

　（９）「建築工事安全施工技術指針・同解説」　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

　（10）「建設廃棄物処理指針」　厚生労働省生活衛生局

　（11）「建築物解体等に係るアスベスト飛散防止対策マニュアル」　環境省大気保全局（環境省アスベスト飛散防止対策研究会）

　（12）「建築工事の手引き」　福岡県建築都市部編集

この工事に必要な工事用電力（仮設及び試運転調整用電力を含む）、水（機能検査、消火

飲料用の給水・給湯管,継手,弁類,水栓等については、鉛に関する浸出性能基準を満足

一般配管　　　・塩ビライニング鋼管（SGP－ VA)　  ・塩ビライニング鋼管(SGP－ VD)

　　　　　　　・ポリエチレン管　1種（PE）　（・溶着接合　・金属継手接合）

　　　　　　・硬質塩ビリサイクル管(RF-VP)　・耐火二層管

・汚 水 管  ・硬質塩化ビニル管(VP) 

イ）冷媒　※HFC系（R407C，R410A， R134a, R32等）

※HFC系（R407C， R410A， R134a, R32等）　・自然冷媒（CO2， NH3)

  ℃

  ℃

    ℃

    ℃

空気調和・衛生工学会規格SHASE-S 217（グリース阻集器）によるものとする。

　　　　　　・排水用塩ビライニング鋼管

　　　　　　・排水用塩ビライニング鋼管

・排水用塩ビライニング鋼管（・MD継手　　・　　　　　）

114条区画（・有　　・無）

（・ 水道直結方式（・直圧　・増圧）　・ 高架水槽方式　・　ポンプ直送方式 ）

この工事に必要な官公署その他の関係機関への諸手続等は、これに必要な資機材、労務、３．

及び費用を請負者の負担にて速やかにおこない、その検査に合格すること。手続き

官公署その他への

４．

・設ける（煙道の直線部に直径80φ以上のフランジ付とする。）　　・設けない

ロ）冷媒管（※断熱材被覆銅管（断熱厚さ：液管10mm(液管の管径9.52mm以下は厚さ8mm)、ガス管20mm））

・結露防止層付塩化ビニル管　・硬質塩ビリサイクル管（RF-VP）

・ 液化石油ガス ・ 簡易ガス

　　　　　　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP)　・鋳鉄管（　　　型　　　種）

　　　　　　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP)

 　　　　 　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP） ・水道用硬質塩化ビニル管（VP）

　　ミカゲ（未舗装部）　鋳鉄（歩道部）　保護鋳鉄（車道部）（・T-8　・T-14　・T-25）

ヘ）※2015年省エネ基準値対応品とする（各メーカ最高APF機種）

　（１）「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編　平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（２）「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編　平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（３）「公共建築工事標準仕様書（建築工事編　平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（４）「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（５）「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編　平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（６）「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編　平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　ただし、改定内容で発注仕様の変更又は工事価格の変更が生じる場合は、県担当者と協議すること。

　年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。

　（１）「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

　（２）「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編　平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

　（３）「建築工事標準詳細図（建築工事編　平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

　（４）「機械設備工事監理指針（平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（５）「電気設備工事監理指針（平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（６）「建築工事監理指針（平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（７）「建築改修工事監理指針（平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

３．現場に常備する図書等

４．特　記　仕　様

　ただし、改定内容で発注仕様の変更又は工事価格の変更が生じる場合は、県担当者と協議すること。

　年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。

１.適用仕様等 及び２.補足基準 のうち、当該工事に係る図書等については現場事務所に常備し、監督職員の承認を得ること。

１回巻きを行う。さらにプラスチックテープ1/2重ね１回巻きを行う。継手は凹部分にペ

トロラタム系マスチックを詰め、表面を平滑にしたうえで防食シートで包み、プラスチッ

は つ り

コ ン ク リ ー ト 強 度 イ）無筋コンクリートの配合は、1：2： 4とする。

ロ）鉄筋コンクリートの設計強度は、18N/mm2 とする。

ポンプ電動機の極数

14．

11．

12．

13．

既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の孔開けは、原則としてダイヤモンドカッター

・水中ポンプ（・上水　　・汚水）　　　　 極　　・小形給水ポンプユニット　　　　　　極

・揚水ポンプ　　 　極　　・冷温水ポンプ　　 　　極　　・冷却水ポンプ　　　　　極

クテープを1/2重ね1回巻きとする。

設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」による。

　（７）「公共住宅建設工事共通仕様書（平成28年版）」　国土交通省住宅局住宅総合整備課監修

1.8℃

27.5℃

-0.7℃ 59.2％

・小口径桝立上り管・リサイクル硬質塩ビ三層管（・※RS-VU）

による。事前に探査機等を使用し、コンクリート内の配筋・配線等を避けること。

電 気 工 事

４

衛

生

器

具

設

備

ロ）コンクリート埋設部（・防水麻布巻　　・保温施工）

６．保 温

・ガス　　・灯油　　・電気

・瞬間式　　・貯湯式　　・風呂給湯器（オートタイプ）湯 沸 器

燃 料

７．

８．

イ）膨張水槽の保温（・要　　・不要）

１．管 類 イ）・ステンレス鋼管（・圧縮接合　・溶接接合）　・保温付ステンレス鋼管

　　・架橋ポリエチレン管またはポリブデン管（さや管工法）

ロ）銅管使用の場合はＭ管とし、電食防止継手を取付ける。

２．器具接続用管端

　　　　防食管継手

オーバーフローはクロームメッキ銅管にて最寄りの流しに間接排水する。

５．

４．

排 気 筒 及 び 煙 突

貯 湯 式 ガ ス 湯 沸 器

弁 類３． JIS 5K とする。ただし、特記部分はJIS 10K とする。

※用いる（図４による。）

ガス湯沸器用排気筒は、JIS S 3025によるSUS304(厚さ0.3mm以上)とする。

　　・耐熱塩ビライニング鋼管　・鋼管 　・保温付被覆銅管　　・被覆断熱銅管

・排気筒の断熱（※要（隠ぺいの箇所のみ）　　・不要）

・床置（・標準基礎　　・防振基礎）

イ）排気フードの補強及び支持金物、接合材等は、亜鉛鉄板製風道の当該事項による。

ロ）材質　　※ステンレス製　　・亜鉛鉄板製

イ）風量測定口　　ロ）チャンバー等　　ハ）吹出口及び吸込口の材質

ハ）グリースフィルターは、設置台数と同数の予備品を納入する。

多 湿 箇 所 の 範 囲

他の設備項目の適用

・天吊（標準図による。）

ニ）防煙ダンパー　　ホ）消音内貼り　　ヘ）防振つり金物

送 風 機 の 基 礎

ダ ク ト の 分 岐 方 法 イ）給気用ダクト　　※割込み方式　　・直付け方式

ロ）排気用ダクト　　※割込み方式　　・直付け方式

換 気 フ ー ド

厨 房 排 気 フ ー ド

※指定色仕上げ　　・指定なし

下記のものは、空気調和設備の当該項目を適用する。

※厨房　　※浴室（シール有）

４．

５．

６．

７．

８．

９．

※コーナーボルト工法ダクトは、原則として厨房排気等には使用しない。

鍵 類 この工事で設置する鍵類の仕様については、監督職員（係員）の承諾を受けること。15．

※特記なき電線は、600Vビニル絶縁電線とする。

※可とう電線管は、2種金属可とう電線管とする。

※特記なき電線管は、薄鋼電線管又は同一外径のねじなし電線管とする。

※電気工事士法に定める「電気工事」「軽微な工事」を自ら行うものは、電気工事業の登録または届出

及び電気工事士資格を要し、「軽微な作業」を自ら行うものは電気工事業の登録または届出を要する。

機 能 試 験 工事の内容に応じて、機能試験を行うこと。

※施工区分表による　　　・図面詳細による５．他 工 事 と の 取 合 い

７．

・配管（建築配管作業）　・建築板金（ダクト板金作業）　・熱絶縁施工（保温保冷工事作業）

住宅においては20戸以上、住宅以外の建物については1,500m2以上の工事に適用する。

・冷凍空気調和機器施工（冷凍空気調和機器施工作業）

６．技 能 士 の 適 用

あと施工アンカーの施工は、(一社)日本建築あと施工アンカー協会の有資格者にて行うこと。あ と 施 工 ア ン カ ー

・普通　　・盗難防止形　　・耐食　　・盗難防止形耐食　　・身体障害者対応

　定めるF☆☆☆☆基準のものとする。

洗 面 化 粧 台

※節水コマ付　　・普通コマ付水 栓

※洗面化粧台キャビネット部材は、ホルムアルデヒト放散量が日本農林規格（JAS）で

小 便 器 洗 浄 方 式 ※専用洗浄弁式　　　・洗浄弁式

５．

４．

６．

７．鏡

・節水型ＦＶ（バキュームブレーカ付）　　・タンク式

・洋風大便器（※節水型　　・一般型　　・高座面形）

・床置型　　・壁掛型

大 便 器 洗 浄 方 式

小 便 器

・和風大便器（※節水型　　・一般型）　※耐火カバー（防火区画貫通部）大 便 器

３．

２．

１．

水 栓 柱８．

９．

70°□×1300（※人研製　・レジコン製　・SUS製）

２.　建　物　概　要

器 具 配 置

温　　度

・学校（一般系統） ・学校（厨房）

28.0

19.0

25.0 80

・（　　　　　　　　　）

％

％

行橋消防庁舎車庫改修

　福岡県行橋市中央１丁目９番９号

庁 舎 ＲＣ

屋　内

新設

Ｈ３１－４

特 記 仕 様 書行橋消防庁舎車庫改修工事

福岡県行橋市中央１丁目９番９号

令和 ２

Ｍ-01

３

１級建築士　大臣　登録　第　 223559　号　

松尾　眞也

福岡県行橋市行事8丁目8-10

一級建築士事務所　福岡県知事　登録　 1-20757号
株式会社　エム・ビー・アイ　一級建築士事務所
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大橋保育所

1

福岡県行橋総合庁舎

養徳院
円成寺

火車稲荷神社

行橋局

厄疫神社
普門寺

行橋税務署

行橋中央会館

行橋市土地開発公社

行橋市役所

桜町集会所

行橋紫雲閣

行橋幼稚園

ベスト電器

センター
行橋市シルバー人材

夜間急患センター
行橋･京都休日

光徳寺

雇用促進住宅大橋宿舎

行橋南公民館

10

行橋南小

南大橋 1

南大橋 2

南大橋 3

中央 1

中央 1

行橋市図書館

行橋市中央公民館

祇園町公民館

大橋 1

亀谷山浄蓮寺

禅興寺

行橋中

11
大橋神社

大橋 1

行橋市消防本部

福岡県行橋市中央１丁目９番９号

雇用促進住宅大橋宿舎今川

今川

今川

案  内  図     Ｎｏ，Ｓｃａｌｅ

行橋警察署

既存部分

消防庁舎 防災倉庫

1205.15

 549.70

  55.69

1810.54

  27.04

  27.04

  27.04

  27.04

  27.04

  27.04

 162.24

  93.50

  93.50

  73.50 1399.19

 576.74

  82.73

  27.04

  27.04

  27.04

  73.50 2139.78

合　計

  38.801281.43   95.70   73.50 1489.43

1　階

2　階

3　階

4　階

5　階

6　階

計

床面積

建築面積

増築部分

消防庁舎訓練塔

敷地面積 建ぺい率

容 積 率

面　　積　　表

配　置　図　S=1/300

延べ床面積162.24㎡

SRC造6階建て

【訓練塔】

既存建物

延べ床面積93.5㎡

RC造平屋建て

既存建物

【防災倉庫】

3,
00
0

5,
00
0

3
,0

00
5,

0 0
0

既存建物

延べ床面積1810.54㎡

RC造3階建て

1
2
,
4
0
0

1
1
,
4
5
0

1 ,700

1
,
4
0
0

1
4
,
5
0
0

12,000

2,400 3,800

10,000

3,500

3,000

9,700

15,000

4486.64 1489.43 / 4486.64

2139.78 / 4486.64

33.19%

47.69%

建ぺい率　60％　/　容積率　 200％

増築部分　73.50㎡

行橋市役所

水
　
路

【消防庁舎】

5,000

9
,
3
0
0 （市道中央1丁目 1号線）

法42条第1項 1号道路

水路

隣地境界線

6
,
8
0
0

4
,
5
0
0

前
面

道
路

2
,
5
0
0

歩
道

（
市

道
中

央
1
丁

目
1
4
号

線
）

法
4
2
条

第
1
項

1
号

道
路

3,000
5,000

用途地域 第2種住居地域

消防庁舎

既存建物

訓 練 塔

防災倉庫

確認年月日

第270号昭和 59年 8月 2日

第270号昭和 59年 8月 2日

平成 7年 3月 2日 H06認建行土001051号

確認番号

歩道

歩道

6,000

受水槽

製図年月日

所　　長 検　　図 作　　図
縮尺図 面  名  称

特
記
事
項

工 事  名  称

福岡県行橋市行事８丁目８－１０

福岡県知事登録第 1-20757号

一級建築士　大臣登録第 223559号

TEL 0930-26-1101　　　　　 　　　　　　　松尾　眞也代表取締役

一級建築士事務所(株）エム・ビー・アイ
2020年 08月

行橋市消防庁舎車庫改修工事 案内図・配置図 S=1/300
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換気機器表

防虫網付

記　号

FE-1

－

サニタリー用・プラスチック製

名　　　称 型　　　　式

天井金具・SUS製ベントキャップ（φ175）共

φ200

附　属　品  及 び 備  考

2

3

台　数
参 考 消 費 電 力

φ ＷＶ

1 100 49.0

静　圧

330 50

風　量
（ｍ3/H） （Pa）

天 井 扇

ベントキャップ

車庫

3
,5

0
0

7,
0
0
0

7
,0

0
0

2
1
,
00

0

24
,
5
00

3
,5

0
0

3,
5
00

7,000 7,000 7,000 7,000

10,0007,00028,000

62,000

7,00010,000

3
,5

0
0

3,
5
00

7
,0

0
0

2
1
,
00

0

24
,
5
00

7,
0
0
0

3
,5

0
0

１

２

３

４

５

６

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

Ｘ ９ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ １２Ｘ ３４５６Ｘ ７８

10,000 7,000

7,000 7,000 7,000

21,000

消防隊仮眠室

食堂

浴室

光庭

更衣室

講堂

ホール

風除室

湯沸

踏込

休養室

オイルタンク

　（地下）

下足室

倉庫
厨房

脱衣

前室

救急隊仮眠室

洗面

UP

機械室

指令室

ホール

仮眠室

タンク車

防火設備戸（常閉）
W=1.520×H=2.000

防火設備戸（常閉）
W=1.520×H=2.000

防火設備戸（常閉）
W=1.520×H=2.000

防火設備戸（常閉）
W=1.520×H=2.000

W=1.520×H=2.000
防火設備戸（常閉）

洗濯

乾燥

男子便所

女子便所

L=7,500

W=2,200

H=2,850

増築部分

光庭

車庫

棚

待機室

S=1/100１階　改　修　後　平　面　図

及び防火区画（ 1,500㎡）

用途区画

普通車 普通車ポンプ車 救急車 救急車 救急車

倉庫

▽ ▽▽

▽

庇の出

1,200

φ200 φ200 φ175 φ175

φ200 φ200 φ175 φ175

FE
1

×3

φ175

φ175屋
内

露
出

（
塗

装
仕

上
）

ＨＳ ３５０×３５０

４９５ＣＭＨ

（内面塗装仕上）
ＢＯＸ ５５０×５００×４００Ｈ

×２

倉　　庫

吹　出　口

製図年月日

所　　長 検　　図 作　　図
縮尺図 面  名  称

S=1/100

特
記
事
項

工 事  名  称

福岡県行橋市行事８丁目８－１０

福岡県知事登録第 1-20757号

一級建築士　大臣登録第 223559号

TEL 0930-26-1101　　　　　 　　　　　　　松尾　眞也代表取締役

一級建築士事務所(株）エム・ビー・アイ
2020年 08月

行橋市消防庁舎車庫改修工事
1 階 平 面 図

改 修 後

Ｍ-03
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行橋市消防庁舎車庫改修工事 矩 形 図 S=1/30

改 修 後
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１５項

１５項２階

１階ＣＢ造

Ｓ造

・　撤去工事

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

消防庁舎

改修 改修

改修

改修

行橋市消防庁舎車庫改修工事

行橋市消防庁舎車庫改修工事

　（３）「建築工事標準詳細図（建築工事編　平成28年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

１１．

（　）書きの数値は防振支持の機器の場合に適用する。

露出配管等の塗装

年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。

一式 一式

一式

一式一式

一式

一式

一式一式 一式

一式

一式

一式

一式

一式 一式

一式

一式

一式

一式 一式

一式一式 一式

一式一式

一式

一式

一式一式 一式

一式一式 一式

一式一式 一式

一式一式 一式

一式一式 一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式一式一式

一式一式

一式一式

一式一式

一式一式

一式一式

一式

工事

・ 機械設備工事

一式 一式 一式

一式 一式 一式

建　　物  　別 工　　　　　　　事　　　　　　　種　　　　　　　別

屋　　　外 備　　　考

本工事は、以下の工事を含む。（詳細は、図面参照のこと）

・ 建築工事

工　　事　　名　　称

工　　事　　概　　要

建　　　　物　　　　名　　　　称 構　　　　造 階　　　数 延面積（ ㎡ ） 防火対象物の種別 備　　  考

・ 電　　灯　　設　　備

・ 動　　力　　設　　備

・ 避　　雷　　設　　備

・ 受　 変 　電 　設 　備

・ 静　止　形　電　源　設　備

・ 発　　電　　設　　備

・ 構内情報通信網設備

・ 構　内　交　換　設　備

・ 情　報　表　示　設　備

・ 映 像 ・ 音 響 設 備

・ 拡　　声　　設　　備

・ 誘　導　支　援　設　備

・ 呼　 出 　し 　設 　備

・ テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

・ 防　　犯　　設　　備

・ 中 央 監 視 制 御 設 備

・ 遠　隔　量　水　器　設　備

・ 構　内　通　信　線　路

・ 構　内　配　電　線　路

・ 太　陽　光　発　電　設　備

・ デマンド監視・制御設備

・ 自 動 火 災 報 知 設 備

電　気　設　備　工　事　特　記　仕　様　書

工　事　種　目

．

．

１．総合発注の有無

２．工　事　場　所

３．建　物　概　要

４．工　事　種　目　　（ ○印を付けたものを適用する ）

　（１）項目は、○印のついたものを適用する。

項　　　　　　目 特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　　項

この工事に使用する機材は、監督職員の承諾を受ける。機　　　　　　材１．

３． 電　気　保　安　技　術　者

３　特　記　仕　様

また、電線相互の接近により誘導障害が生じるおそれがある場合は、多条敷設は行わないこと。

る技術基準を定める省令」における関連事項に適合した資材の使用、及び施工を行うこと。

接　 地 　の 　種 　別 記　　 号 接地抵抗値 接　　  地　　  極

Ω以下

Ω以下

１０Ω以下

Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

１００Ω以下

共　　　　　　　　同

共　　　　　　　　同

Ａ　　　　　　　　種

Ｂ　　　　　　　　種

Ｃ　　　　　　　　種

Ｄ　　　　　　　　種

避　　雷　　設　　備

高   圧   避   雷   器

低   圧   避   雷   器

交　　換　　機　　用

通　　　 信　 　　用

通　　　 信　 　　用

測　　　 定　 　　用

ＥA･C･D

ＥA･D

ＥA

ＥB

CＥ

ＥD

ＥL

ＥLH

ＥLL

Ｅt

ＥAt

Ｅ Ct

ＥO

接　　地　　極 接地極の材料は下表による。接地極の近くに接地極埋設標９０×１４０×１．５ｔ（黄銅製・刻印）

を設置すること。なお、接地棒 EB（１４）φ の長さは１,５００ｍｍ以上とし、１０φ・１４φは、

Ｗ＝４０として差し支えない。

避雷設備の接地抵抗値は、総合抵抗とする。

本工事における構内交換設備の工事範囲は、以下のとおりとする。

・ 構内交換装置           　　・ 電話機取付け　 （　　　台 ）

・ 配管配線まで本工事         ・ 配管のみ本工事　　　　　　　　・ 配線のみ本工事

工　 事 　範 　囲

構 内 交 換 設 備

電話機１台につき次のものを見込む。

・ TIVF(TIVE)    0.65-2C　　　　　ｍ ・ EM-TIEF(TIEE)    0.65-2C　　　　　ｍ

・ EBT　　　　　 0.4-2P　　 　　　ｍ ・ EM-BTIEE 　　　　0.4-2P 　　　　　ｍ

･ ２号ワイヤプロテクタ　　　　　　ｍ

電 話 機 へ の 配 線

本工事における構内情報通信網設備の工事範囲は、以下のとおりとする。

・ 構内情報通信網装置　 　・ ネットワーク管理装置　 　・ 配管配線まで本工事

・ 配管のみ本工事

工　 事　 範　 囲

構内情報通信網設備

拡声設備において、増幅器などの入出力路と配線との接続は、コネクタなどを取付けて行う

自動火災報知設備において、感知器が作動した場合に受信機及び連動制御機と連動して空調

こと。

機並びに送排風機を停止させる。

インターロック

ガス漏れ警報装置

受　　　信　　　機

ガス漏れ警報装置

検　　　知　　　器

防犯設備工事範囲 ・ 配管のみ本工事     　　・ 機器取付調整まで本工事

・ 液化石油ガス用     　　・ 都市ガス用

・ 単  独  　（ ・ 自立形　   ・ 壁掛形　）

機器と配線の接続

LANケーブルの色

発電機回路に接続されるコンセントは、回路種別が識別できるものとする。発電機回路コンセント

躯体貫通場所 躯体貫通箇所においては探査機を使用し、コンクリート内配筋を避け貫通すること。

多条敷設により埋設管同士を密着させる場合は、「JIS C 3653（附属書含む）」及び「電気設備に関す

　強電配線・弱電配線・その他配管等について、定められた離隔を考慮すること。

(建設業法に関することを除く)

工事に必要な資格４．

５．

６． 工事用電力・水

その他 の費用は、すべて請負者の負担とする。

本工事に必要な工事用電力（仮設電力及び試運転調整用電力等を含む）・水及び諸手続等

８．

官公庁その他への手続き この工事に必要な官公署その他の関係機関への諸手続等は、これに必要な資機材、労務、

及び費用を請負者の負担にて速やかにおこない、その検査に合格すること。

７． 残　　土　　処　　分 ・ 構内指示の場所に堆積 ・ 構外搬出適切処理

他工事との取合い

９． 再　使　用　機　器

・ 構内指示の場所に敷均し

・ 施工区分表による ・ 図面詳細による

耐　震　施　工１０．

スイッチ・コンセント及びプルボックスで用途の判別し難いものは、表示する。表　　　　　示

呼　　び　　線 長さ　１ｍ　以上の入線しない電線管には電線太さ　１．２ｍｍ　以上の樹脂被覆鉄線を挿入する。

・ 第１種電気工事士　 　         ・ 第２種電気工事士(もしくは上位資格)

ＥＢ（１０）φ × 1（L=1,500mm）

ＥＢ（１０）φ × 1（L=1,500mm）

蓋中央部に県章を刻印すること。また、用途別に「高圧」「電気」「弱電」の刻印をすること。

地　中　埋　設　標

・ 鉄製・ コンクリート製・ 樹脂製通信用（矢指色：黄色）

・ 鉄製・ コンクリート製・ 樹脂製電力用（矢指色：赤色）

地中線埋設シート 地下埋設の線路には、標識シートを２倍長以上重ね合わせて布設するものとする。

100mm

70mm

50mm

（左右・上下）

間隔（ｂ）

２００ 〃

１５０ 〃

５０以下

呼び径

埋設管の

０．５ｍ

０．３ｍ

根切り深さ

1.5m以上１以上1.5m未満

根切り深さ

０．５ｍ

０．４ｍ０．２ｍ

０．５ｍ地 下 埋 設 物

地 中 電 線 管 類

１m未満

　ゆとり幅（ａ）及び埋設管相互の間隔（ｂ）は、下表を参照のこと。

ゆとり幅（ａ）
根切り深さ

・床堀幅は、埋設管類などの外径（底面）の寸法にゆとり幅×2を加えたものとする。

　法付工法の法幅は、根切り深さに0.3を乗じたものとする。

・根切り深さが1.5m未満の場合は直堀工法とし、1.5m以上の場合には法付工法とする。

良質土（山砂など）

間隔(b)

法 幅

ゆとり幅(ａ) 間隔(b)

５０ｍｍ

５０ｍｍ

地中線埋設シート

３００ｍｍ

６００ｍｍ

＋ＧＬ

掘削土埋戻し

（ＧＬ－６００の場合）

地 中 埋 設 配 管

ハンドホール蓋

マ ン ホ ー ル

告書」（共に添付書類を含む）を提出すること。

工事に際しては、工事着手時に「建設副産物処理計画書」、工事竣工時に「建設副産物処理結果報

か、建設副産物適正処理推進要綱に従い、指定された方法により適正に処理を行うこと。

」・「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び建設廃棄物処理指針その他関係諸法令等によるほ

また、「再生資源の利用の促進に関する法律」・「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律

現場内で発生する建設副産物の処理については、現場内において発生する品目ごとに分別保管場所

生抑制・再利用・適正処理を推進する。

資源の有効利用・環境負荷の低減等を図り、「資源循環型社会」を構築するため、建設副産物の発建築副産物の処理について

そ　　　の　　　他

・木　　　 く 　　　ず

・汚　　　 　 　　　泥

指定副産物（原則として、再資源化施設へ持込むもの） その他の副産物

・廃　プ　ラ　ス　チ　ッ　ク

・ガラス・陶磁器くず

・廃 石 こ う ボ ー ド

・金　　属　　く　　ず

・繊　　維　　く　　ず

・が　　れ　　き　　類

（コンクリート塊）

（アスファルト コンクリート塊）

・建  設  発  生  土

・　廃　　石　　綿　　等

「電気事業法：電気関係報告規則」及び「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関す

管理者に引き渡すこと。

る特別措置法」に従い、報告書の作成・届出を行うとともに、適切に保管できるようにして施設

「建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル」（環境省大気保全局）に従い、収集・運

搬・処分を行うこと。

・ 廃　　Ｐ　　Ｃ　　Ｂ　　等

特別管理産業廃棄物

プルボックス 屋外に設置するものには、事前に水抜き穴を設けること。

・ 特種電気工事資格者(非常用予備発電装置)　          ・ 工事担任者　第　　種(もしくは上位資格)

・ 消防設備士甲種　４類　          ・ あと施工アンカー第　　種施工士(もしくは上位資格)

を設置し集積すること。

屋内においては特記がなければ、F☆☆☆☆製品とし、屋外においても低VOC塗料の使用に努めること。

ＥＢ（　　）φ × 1（L=1,500mm）

工　　事　　仕　　様．

１　適用仕様等

　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の仕様書による。

年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。

　適用仕様等、図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の基準、指針、要領、標準図等による。

２　補足基準等

・ 一般用電気工作物 ・ 事業用電気工作物電　気　工　作　物２．

また、機材の選定に当たっては、グリーン購入法に適合したものを優先すること。

なお、材料及び製品については、地域産材の使用に努めること。

１４．

１３．フロアプレート

ハイテンション ・ 上下動形　 　・ 外部固定形　 　・ 内部固定形

１２．プレートの材質

ベースは、水平高低調整付（空転防止リング付）とする。　　・ 砲金製　　・ アルミ製

・ 金属製（防水形配線器具を除く）　　 　・ 樹脂製

電　　 線　　 管

合成樹脂製可とう

原則として呼び径を22までとする。

環境対応型合成樹脂製可とう管（ＰＦ管）の一重管とする。なお、打込配管として使用する場合、

また鉄筋等への結束には樹脂被覆を施したバインド線を用いること。

取外し再使用機器は、原則として清掃並びに絶縁抵抗測定を取外し前後で行った後、取り付けること。

但し、絶縁劣化等再使用に耐えない場合は、監督職員に報告すること。

一般の施設

１５．

１６．

１７．

１８．

１９．

２０．

２１．

２２．

２３．

２４．

２５．

２６．

２７．

２８．

２９．

３０．

３１．

３２．

３３．

３４．

設備機器の固定は、すべて「建築設備耐震設計・施工指針」（２０１４年版）によるものとする。

（１）設計用標準震度（Ks）

（２）耐震安全性の分類 （ ・ 特定の施設　　　・一般の施設）

（３）地域係数（Z） 地域係数（Z）は、1.0とする。

　（12）「建築工事の手引き」　福岡県建築都市部編集

　（11）「建築物解体等に係るアスベスト飛散防止対策マニュアル」　環境省大気保全局（環境省アスベスト飛散防止対策研究会）

　（10）「建設廃棄物処理指針」　厚生労働省生活衛生局

　（９）「建築工事安全施工技術指針・同解説」　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

機器毎の耐震安全性の分類及び設置場所により以下表より求める。

耐震安全性の分類

特定の施設

一般機器 重要機器 一般機器重要機器
設 置 場 所

上 層 階、
屋上及び塔屋

地階及び１階

中　間　階

2.0
(2.0)

1.5
(1.5)

1.5
(2.0)

1.0
(1.5)

1.5
(2.0)

1.0
(1.5)

(1.5)

(1.0)

(1.0)
1.0

(1.0)
0.6

(1.0)
0.6

(0.6)
0.4

0.6

1.0

ただし、改定内容で発注仕様の変更又は工事価格の変更が生じる場合は、県担当者と協議すること。

ただし、改定内容で発注仕様の変更、又は工事価格の変更が生じる場合は、県担当者と協議すること。

３５．

３６．

　（８）「建築設備耐震設計・施工指針（2014年版）」　独立行政法人　建築研究所監修

　（７）「公共住宅建設工事共通仕様書（平成28年版）」　国土交通省住宅局住宅総合整備課監修

電気工作物に係る工事においては、電気保安技術者を置くものとする。

・ 幹線LAN：赤色　・認証ネットワーク：指定なし　・その他：指定なし

「再生資源利用計画書」の作成

「建設副産物の処理結果報告書」の作成

「建設副産物の処置計画書」の作成

　分別保管場所からの積込み・運搬・処分

　現場内分別保管場所までの運搬

　現場内分別保管場所の設置

　現場内における分別　　

処　　　　理　　　　内　　　　容 備　　　　　考

「再生資源利用実施書」の作成

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

建築副産物の処理内容

※ 参考受入場所は、現場説明書による。

　（１）「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（２）「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（３）「公共建築工事標準仕様書（建築工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（４）「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（５）「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（６）「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（１）「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（２）「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　平成31年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

　（４）「電気設備工事監理指針（令和元年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（５）「機械設備工事監理指針（令和元年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（６）「建築工事監理指針（令和元年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（７）「建築改修工事監理指針（令和元年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・　廃蛍光灯および廃水銀灯は、水銀使用製品産業廃棄物として処理すること。

・　停電を伴う工事は、施設管理者と事前協議を十分した上で実施すること。

・　施工の際は、分電盤対象回路を遮断すること。

・　建築足場等により、自動点滅器が影に入る場合は、必要に応じて仮設措置を行うこと。

・ 

一式一式一式

　（２）特記事項のうち選択する事項は、○印のついたものを適用する。

作　　図検　　図所　　長

製図年月日 2020年 8月
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代表取締役

一級建築士事務所 図 面 名 称

電気工事

特記仕様書

縮尺

S=NS

315.59消防庁舎 既存車庫部分

  73.50消防庁舎 車庫増築部分

福岡県行橋市中央１丁目９番９号
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行橋市消防庁舎車庫改修工事
盤 結 線 図

E-03

凡 　 例

Ａ Ｂ Ｃ

予備電池別置型

ａ
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照明器具姿図

電灯分電盤　ＬＰ－１ （既設）

（新設）（新設）（新設）

（撤去）

ｂ 白熱球　赤色表示灯　防雨型

（撤去）

：工事対象回路

記　　号 配　　線　 備　　考

１．図中特記無き配線サイズは下記による。

　　ａ．電灯設備

ＥＭ－ＡＥ １．２－４Ｃ（Ｃ１９）
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　　ｂ．弱電設備
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凡 例 表

ケーブルの防火区画貫通部処理 金属管用(25)
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福岡県行橋市行事８丁目８－１０

福岡県知事登録第 1-20757号

一級建築士　大臣登録第 223559号

TEL 0930-26-1101　　　　　 　　　　　　　松尾　眞也代表取締役

一級建築士事務所(株）エム・ビー・アイ
2020年 08月

行橋市消防庁舎車庫改修工事
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